概りに 

第语 

―お利な機能 


\ 

ぺージ 

親機の待機画面を変える . 百-2 

通話内容や伝言メモを録音ずる（親機） 

通話内容を録音ずる . 曰-3 

伝言;><モを録音する . 曰-3 

再ダイヤルの記憶を電話帳に登録する（テ機）••百-4 

読上げボイスダイヤル機能を利用ずる（親機） 

読上げボイス設定を解除/設定する . 曰-日 

伝言アラームを利用ずる（親機） 

伝言アラームを設定する . 曰-目 

伝言アラームを消去する . 己-7 

モーニングコールを利用ずる（モ機） 

モーニングコールを設定する . 己-8 

モーニングコールを解除する . 曰-8 

自分で呼出音を作る（オリジナルメ□ディー） 

才 U ジナルメ □ディーについて . 已-日 

才 U ジナル I □ディーを作る . 已 - 10 

才 U ジナル><1□ディーを入力する . 已 -1] 

才 U ジナル><1□ディーを変更/修正する-••己-13 
才 U ジナル I □ディーの作成例 . 己-14 

親機をもっと便利に使ラ 

FAX 受信ちまを選ぶ . 已 -1 曰 

終了音を鳴らす . 巳-15 

キータッチ音を鳴6す . 已 -15 

モ機をもっと便利に使ラ 

クイック通話を設定する . 已 - 1日 

キータッチ音を鳴6す . 已 -16 

待ち受け時間を選ぶ . 已 -16 

が出先か6用件や伝言を聞く（リモート操作） 

暗証番号を登録する . 已 -17 

外出先から U モート操作する . 5-18 

モ機を増設ずる（増設モ機） . 已ぶ〇 

電話機を増設ずる（増設電話機） 

増設電話機を接続する . 已 -2] 

増設電話機で電話をかける . 已 -2] 

増設電話機で電話を受ける . 已 -2] 


\ 

ぺージ 


子機か5子機へメッセージを伝える 

(テ機間ひと声通知） . 已ぶ2 

子機か6子機へ電話を転送ずる（ひと声転送） •• 已 -23 
プッシュホンのサービスを利用ずる 

親機でプッシュホンサービスを利用する 

(ダイヤル回線ご利用時） . 曰-24 

テ機でプッシュホンサービスを利用する 

(ダイヤル回線ご利用時） . 曰-24 

キャッチホンを利用ずる 

親機でキャッチホンを利用する . 曰-2己 

テ機でキャッチホンを利用する . 曰-2己 

メッセージ到着お知6せサービスを利用ずる爛機） 
キャッチホン n やマジックボックスに 

六ッセ_ジが入ったら . 曰_2日 

か S くり時計を利用ずる（親機） 

からくり時計を設定/変更する . 曰-27 

カレンダー機能を利用ずる（親機） 

カレンダーに予定を登録する . 曰-29 

予定の名前を変える . 曰-3日 

予定を取り消す . 曰-3日 

予定（行事）マークー覧 . 曰-3日 

ドアホンを接続ずる 

ドアホンをつなぐとき . 曰- 3] 

力ラ付ドアホンをつなぐとき . 曰-32 

ドアホンと話ず（ドアホン通話） 

親機で話すときは . 曰-33 

テ機で話すときは . 曰-33 

親機でドアホン通話中に電話びかかってくると••■一 曰-34 
親機でドアホン通話中にちラー台のドアホンから 

呼び出しびあると . 己-34 

親機で通話中にドアホンから呼び出しびあると••■一 己-34 
親機で内線通話中にドアホンから呼び出しびあると • • 己-34 
テ機でドアホン通話中に電話びかかってくると••■一 已 -3 己 
テ機でドアホン通話中にもラー台のドアホンから 

呼び出しがあると . 曰-3己 

テ機で通話中にドアホンから呼び出しびあると••■一 曰-3己 
テ機で内線通話中にドアホンから呼び出しびあると • • 曰-3己 


ち便利な機能 































































'戻る 



^ 「タウン□ー ド画像」は、あらかじめ L モ 
-ドで待機画面用として登録しておかない 
と表示されません。 （0^6-7 日〜日-71ぺ 


-ジ） 


内蔵アニメーション 


2国を巧し、： ▲) 
または： ▼) で 
圆画面設赴 
を選ぶ 


待機画面設定 
1巧蔵アニタニ:ジ3シ 
2からくり時計 
3カレンダー 


苗で選択，'ま沼で決定 

' 「 「戻る 


3這 y を巧し、み 

または： ▼) で表示 
をせたい画像を 
選ぶ 



画面設定 

1ミ夜晶コントラスト調整 
2待機圓設を 
3バックライト消丹時間設定 

棋で選択，'ず迅で決定 

广 、广 ~'戻る 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 


■ 1つ前に戻るとまは 

'民へ々 を押します。 


■ 登録したダウン□-ド画像をを更ずるとをは 

ダウン□-ド画像を変更するときは、もう1度待 
機画面に登録 （ US ' 巨-70〜已 -71 ページ）すると 
書さ換えられます。書さ換えせずにダウン□ー ド 
画像を消まずることはでさません。 

■ か百く日 B き計機能を使5ときは （ B 穿 5-27-5-38 
ページ） 

■ カレンダーにモ定を登録するとさは （B を5-29~ 
5-30 ベージ） 


巧"お知 S せ 

参からくり時計機能（腐'已 -27 〜已 -28 ページ）を 
「停止」 L ソ外に設定している場合、設定された時 
刻にはから< り時計機能び動作し、画面の表示び 
変わります。 


4 睦 y を巧す 


待機画面設定 


2 

r+iSai-n —、, .、，、， 



3 

内蔵アニメーション 



4 

に設定しました 



狂> で選択，夫进で決定 



1 1 '戻 

る 


5蔚:を巧す 


参待機画面に表示されます。 


便利に 

^親機の待機画面を変える 


親機の待機画面は、はじめ「からくり時計」になって 
いますび、「内蔵アニメーシヨン」、「カレン 
ダー」、「ダウン□-ド画像 （L モードからダウン 
□-ドした画像）」にをえることびできます。 


操作のしかた 


定 

施域 

ち定定能 

^謹機巧 

捐ス計利 

イ時便定 


登 


ボりろ設 

げくし連 

上らも関 

読かお音 


疋択 

鼓選 

旧で 

賢 


ち便利な機能 


親機の待機画面を変える 


5-2 













































通話中に 
I 機能選択 を巧し 
0 

または ‘:；7)で 
r メモ録音•通 
話録音 J を選び、 

庭)を巧す 

♦内線通話中は、通話録音でさません。 


録音をやめると 
きは d ) を巧す 


♦録音び終わったら、曰時と件数び自動的に 
録音され留守ボタンび点滅します。 
(タイムスタンプ機能） 


し 


伝言メモを録音する 


操作のしかた 


受話器を取る 



話し終わったら 

〇を巧してか5、 
受話器を置< 



悄能選がホ}甲し 

0 

A ) または中で 
r メモ録音•通 
話録音 J を選ぶ 


参録音び終わったら、曰時と件数び自動的に 
録音され留守ボタンび点滅します。 
(タイムスタンプ機能） 



■ 録音内容を再生ずるとさは 
(防 4-6~4-7ぺージ） 

■ 録音内容をミ肖モするときは {防 =4-8 ぺージ） 


巧"お知 S せ 

• 子機で通話や伝言メモを録音することはでをませ 
ん。 

• ファクスのメモ1」一受信データなどびあると録音 
でさる時間び少なくなります。 


梗利に 

通話内容や伝言メモを録音ずる（親機） ^ 


すべての録音を合わせて最大約20分間録音できま 
ず。録音でをる件数は最大30件までです。1件の録 
音時間び長いと録音できる時間び減り、3□件録音で 
さなし)ことをあります。 


通話巧客を録音する 


操作のしかた 


ち便利な機能 


通話内容や伝言メモを録音する(親機 
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ち前を入れる 
(最大12义き） 

(陪] -43 〜1 - 
46ページ） 


•名前の入力を省略するときは手順4へ進み 
ます。 


▲または：▼で登 
録する電話ま号 
を選んだあと、 
0を巧す 


ナマリ 

4 を巧す 

ノ]リ95 

カナ 




• 「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
示して登録を完了しまず。 


巧"お知 S せ 

参親機では再ダイヤルの記憶を電話帳に登録するこ 
とはでさません。 




息 乃 


再ダイヤルの記憶を電話帳に營録する（テ機) 


子機では再ダイヤルに記憶した電話番号を電話帳に登 
録することびできます。 


操作のしかた 


通話ボタンを消好させた状態で操作します。 



再ダイヤルの記憶を電話帳に登録する(モ機) 


ち便利な機能 
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登 Q 録 を巧し、 

みまたは(▼で 
r 読上げボイス 
設を J を選ぶ 


2国を巧し、单 I 
または(▼:で 
r なし J を選ぶ 


参設定するとさは 


■ 途中でやめるときは 

(§ を»します。 


■ 1つ前に戻るとまは 

'民 n るを押します 


■ 読上げボイスダイヤル機能を利用ずるとをは 

手順2で「あり」を還びます。 

■ 読上げボイスダイヤル巧能の音量を変えるとまは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。 （ BSM -32 ぺージ） 

巧^お知 S せ 

• 受話器を取った状態やオンフックボタンを押した 
状態では、設定を変更でさません。 

• 読上げボイスの発声中に次のダイヤ J レボタンを巧ず 
と、発声中の声を止め、次に押された番号を発声し 
まず。このため、早くボタンを押すと音声び途切れ 
まず。音声を確認してからなのボタンを巧すことを 
おすすめします。 

• ダイヤルを始めてから、読上げボイスダイヤル機能 
を解除/設定ずることはできません。 


な^己又 

I 初期登録 
2読上げボイス設定 
3からくり時計設定 
4おをしろ便利機能設定 
己音関連設定 

風で選択， [!../ ま赶で決定 


® を巧す 



読上げボイス設定 


2 

なし 

に設定しました 


棋で選択，ん ■/ 況赶で決定 


' 'm 

る 


読上げボイス設定 
1あ0 
2なし 


西で選扔巧冠で決定 


り」を選びます。 



読上げボイスダイヤル機能を利用ずる（親機) 


语利に 

健 S 


IP 上げボイス設定を解除/設定する 

親機で電話をかけるときやファクスを送るとき、押し 
たダイヤルボタンの音声（読上げボイス）でお知らせ 
します。工場出荷時は読上げボイス設定び r あり」に 
なつています。 


操作のしかた 


受話器を置いたまま操作します。 


ち便利な機能 


読上げボイスタイヤル機能を利用する(親機) 
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アラーム設定 


な> で遺択，も •/ ミ夫进でみ定 


fej を巧し、 

:▲) または ▼) で 
アラー ムの登録 
巧を選ぶ 

•已件まで登録できまず。 


S ) を巧し、 

( A ) または 7) で 
アラー ムの種類 
を選ぶ 

^アラー ムの種類 - 

n 回」 . 入力した曜曰 


「毎日」 

「毎剧 


時刻 （1 週間 
しソ内）に伝言アラームを設定 
でをます。 

'毎日ミ夫まった時刻に伝言アラ 
ームを設定でをます。 

' 毎週ミ夫まつた曜日のミ夫まった 
時刻に伝言アラームを設定で 
さます。 


'房る 



登綺訪巧 

1を巧し、 

みまたは▼で 
r おもしろ便利機 
能設を J を選ぶ 

1 初期登録 

2 読上げボイス設定 

3 から<り時計設定 

4 おをしろ便利機能設定 
巳音関連設定 

狂> で選択，夫围で決定 

1 ' '戻る 


® を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
「伝言 アラー ム J 
を選ぶ 


おもしろ便利機能設定 
1誰からメール 
2伝言アラー~ム 


風で選択， [ミ../ 巧妇で決定 


房る 


アラーム設定 



5- 

な> で選択，も./ま冠で決定 


I 戻る 


5 手順4で… 

「]回」「毎週」を選んだとさは 

一手順 B へ 

「毎曰」を選んだとさは 

一手順 7 へ 


區 y を巧し、 I 半 I 
または： ▼) で 
アラー ムを動作を 
せる曜日を選ぶ 


アラーム設定 
1巧曜日 
2火曜日 
3 水曜日 
4 木曜曰 
已金曜日 

な^で選択，も.,/巧冠で決定 


房る 


♦手順4で ri 回」を選んだとさは、ここで 
設定した曜曰は登録した曰付から1過間しツ 
内のちのとなります。 


7峰 y を巧し、 

アラーム 時刻を 
ダイヤルボタン 
で入力する 
(24 時間制で 4 
ケタ入力します） 


アラーム設定 

時刻09:00 


[ダ仆ル]で変更， [ミ ••/ 決迫でみ 


戻る 


画面表巧をせる 
メッセージを入 
力する 

(廊] -38 〜1 - 
42ぺージ） 

•最大全角]3文字（半角2目で字）まで入力 
でをます。 

♦メッセージを表示させないときは、何も入 
力せずに手順9へをみます。 


<アラーム設定> 
出発時間です！ 

廣/かな] 

> 


[ダイヤル]で夕字入力，颗消]で 

巧宇術' ' 

'巧消 


入力び終わったら 

[ S 1 を巧し、 
みまたは： ▼) で 
アラー ム音ちを 
選ぶ 


アラーム設定 
1春の歌 
2トルコ行造曲 
3 森のくまさん 

4 - 


な> で還択，決沼で決定 


戻る 


固定 

メ □ディー 

1 

春の歌 

2 

トルコ行進巧 

3 

森のくまさん 

「L モー ド」 

か S の 

ダウン□ー ド※ 

4 

(ダウン□-ドメ □デイー 1) 

已 

(ダウン□-ドメ □デイー巧 

6 

(ダウン□-ド□デイー 3) 


《4 〜 6 の呼出音は 、 「L モー ド」から^ □ 
ディーをダウン□ードした場合に表示されまず。 

次ぺージへ一 


慢利に 


伝言アラームを利用ずる（親機) 


L 伝言アラームを設定する 

伝言アラームを設定してお<と、設定した時刻にア 
ラーム音を鳴らし、アこ x —シヨンとお好きなメッ 
セージを画面に表示してお知らせします。 


1 回4/17 (木） 9:日日帥 



化 


出発時間です！ 


操作のしかた 


この部分にお好さな 
^ツセ—ジを表示 
でさます。 


回曰週 
止巧毎 
12 3 


ち便利な機能 


伝言アラ—ムを利巧する(親機) 
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伝言アラームを利用する【規機） 


语利に 


^つづを 

10 EI を巧す 


アラーム設定 


登録しました 


西で選択，ミ夫泡でミ央定 


>設定した アラームを 登録します。 


•しばら < すると、 
登録内容が表示さ 
れます。「1回」 
のとさは、入力し 
た曜日に応じた曰 
付が表示されまず。 

途中でやめるとまは 

( g を押します。 

1つ前に戻るときは 


アラーム設定 
1回4/25途り：口0帥 


4 - 

5 - 

は> で選択， [!../ 決泡で決定 


0 


を巧します。 


11 ® を巧す 


■登録したアラームの項目をを更ずるには 

①手順！〜2の操作を巧ラ 

® g ) を押し、|'>;1または { f ' l で変更したい 
アラームの 項目を選ぶ 
( D 手順4〜11の操作を行う 
各項目を設定し直して < ださい。 

[設定の表示例] 


1 ] 回 
2毎日 
3毎週 

4 —— 


アラーム設定 

4/2 5( 金）9 
6 

(用 8 


00 am 

00 am 

30 am 


€なで選択，も./ま沼でミ央定 


「1回」の設定は、設定 
した曰時に動作したあと 
自動的に消去されまず。 


伝言 アラームを 消去す る 


操作のしかた 


1 r 伝言 アラーム 
を設定する J の 
手順！〜2を操 
作する 

2 を巧し、 

▲) または味で 
消去したい アラー 
ムの頃目を選ぶ 

をお知 S せ 

♦伝言アラームの種類を「1回」に設定したとさは、曰付の指定はでさません。また、設定した曰から1 
週間より先には設をでをません。 

♦アラーム音の音量は親機の呼出音量に連動していまず。変更するときは、親機の呼出音量を変更してく 
ださい。（咳=1-27ぺージ） 

♦伝言アラームの動作時間は約已〇砂間です。 

♦設定時刻に親機を使っていると（通話やコピーなど）、親機の動作び終了してか5伝言アラームび動作します。 

♦伝言アラームび動作中に、受話器を取るなど、何らかの操作を行ラと、アラームの動作は停止し親機を使 
用ずることびでさまず。また、電話やファクスの着信びあった場合ち、アラームの動作は一時停止します。 

♦伝言アラームの曰付-時刻の設定は、親機の曰付-時刻設定び基準となります。 

♦親機の曰付-時刻の設定び、正しく合っていないと、伝言アラーム設定を行ってち正しい時間にアラー 
ムは動作しません。親機の曰付-時刻の設定を合わせてから （ B ぞ 1-34 ページ）、伝言アラームを設定 
してください。（時計精度：平均月差+日〇砂しソ内） 

♦複数のアラームを同じ時刻に設定しているときは、登録先のま号の小さいものから順に起動します。 


蘇を巧す 


4も5-度、 
S まを巧す 

5 檐)を巧す 


5便利な機能 


伝言アラ—ムを利用ずる(親機) 
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感を巧し、 
(▲または（▼:で 
r アラームセツ 
テイ J を選ぶ 


(■機能) 


機能)を巧し、 

または、ドで 
roNj を選ぶ 




アラーム時刻を 
ダイヤルボタン 
で入力する 
(24 時間制で4 
ケタ人力しま 
す） 

♦すでに設定している時刻を変更ずるときは、 
：◄； またはで変更ずる時刻に力ーソル 
を移動し、新しい時刻を入力します。 


■ 途中でやめるとまは 

(0 を押します。 


1 を巧す 


1:り 

1 

5 を巧す 

11:11 



♦ 巧マークが表示 
されます。 

巧 


モーニングコールの音を途中で止めるときは 

モーニングコールのアラーム音び鳴っているとき 
に子機のいずれかのボタンを押すと、アラーム音 
はいったん止まります。（クイック通話の設定を 
「 ON 」 にしているときは、充電器に戻したり、取 
り上げたりしてを止まります。）このあと約巳分 
をには再びアラーム音び鳴り始めます。 


モーニングコールを 解除す る 


通話ボタンを消灯させた状態で操作しまず。 


脅を巧し、 
(▲または▼:で 
r アラームセツ 
テイ J を選ぶ 

g ) を巧し、 
、または(►で 
rOFFJ を選ぶ 



©を巧す 


>沒マークび 消え 
まず。 




巧"お知 S せ 

♦子機の時刻び正しく合ってし)ないと、モーニング〕ール設定を行っても正しい時刻にアラーム音は鳴りませ 
ん。子機の時刻を合わせてから （ BSn -3 已ぺージ）、モーニングコールを設定してください。 

• アラーム音は、モ機で設定した呼び出し音量と同じ大ささで鳴ります。 


画 乃 


モーニングコールを利用する（子機) 


モー ニン グ コールを 設定す る 


テ機で、モーニングコールを設定することびできます。「ピッ-ピッ…」とアラーム音び鳴って、お知日せしま 
す。（約5分間隔で1分間鳴り7回くり返します。） 

通話ボタンを消打させた状態で操作しまず。 


操作のしかた 


操作のしかた 


モー11ング n —ルを利用する(子機) 


8 

国 

5 


ち便利な機能 

















































语利に 

自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー）^ 


オリジナルメ□デイーについて 


テ機では、電話びかかってきたときの呼出音メ□ディーを自分で作成することびできます。（着信メ□ディー 
作巧機能） 

作成したメ□ディーは、子機の呼出音としてお使いいただけます。 

■入力できる音の高さ 

巧の高さの音が入力でをまず。 （3 オクターブの範囲でず。半音も使えまず。） 

0 „ 卜 r # r 了 * T 了 


お音 （ 1オクターブ下） 中音（標準） 高音 （ 1オクターブ上） 

(入力画面では、 「 U び表示されます。 ）( 入力画面では、 「 M 」 び表示されます。 ）( 入力画面では、 「 HJ び表示されます。） 


■入力できる音巧 • 体巧 

巧の音巧や休巧が入力できまず。 


ディスプレイ表示 

音符 

休符 

長さ 

ディスプレイ表示 

音符 

体符 

長さ 

1 

〇 

百 

全音符（休符） 

4. 

J. 

案' 

付点4分音符（休符） 

16 

-h 

夕 

1己分音符（休符） 

2 

J 

互 

2分音符（休符） 

1 巨. 

山 

夕. 

付点1日分音符（休符） 

2. 

丄 

直- 

付点2分音符（休符） 

8 


7 

8分音符（休符） 

1目_3 

•4 

— 

1已分3連巧 

8. 

J) 

7' 

付点8分音符（休符） 

8_3 

面 

— 

8分3連待 

4 

J 

1 

4分音符（休符） 

4_3 

尸3-1 

JJJ 

— 

4分3連巧 


■入力画面のし<み 



音番号 


音の局さ 

参中音は 「 M 」 、高音は 「 H 」 、巧音は 「 L 」 び表示されます。 
•半音高い音は、「#」び表示されます。 

(半音低い 「 b 」 の表示はありません。） 

•休符は、「•■■'」び表示されます。 

参スラーは、「->」び表 TJX されます。 


自分で呼出音を作る(オリジナルメ □デイ—) 


シ . 


# 
I ラ 


.ラ 


# 

—ソ 


# 
I レ 


.レ 


# 
I ド 


-シ—_ 


# 
I ラ 


.ラ 


# 

■ソ 




ki 


# 

I ラ 


.ラ 


# 

—ソ 


ド—乃 


7 

-フ 

.ミ 


- 下^ 

;-レ 

- 


ち便利な機能 
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1 を巧し、み 
または(▼で f メ 
□ディドウ □ 

ク J を選ぶ 


m ) を巧す 




する（40〜 
190) 


>はじめは120になっています。（数値び大 
さいちびテンポびまくなります。） 

>または’’、 ▼} で、テンポを調整すること 
をでをます。このとさは4テンポ間隔とな 
ります。（最ル4日、最大1目日まで） 
または'、'►‘;で カーソルを 動かせます。 


曾を巧す 

♦メ□デイーの入 
力画面になりま 
す。 



ダイヤルボタン 
でメ□デイ ーを 
入力する 


►5-1 1ページのメ □デイーの入力ち法を参照 
して、メ□デイーを入力して<ださい。 



■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 



D 巧の音を入力するときは 

がを巧す 

♦音符や休符の種類を指定したあとや1つ前 
の音とちびラボタンで音の高さや休符を指 
定ずるとさは、この操作は必要ありません。 

7 手順日〜6をく 

り返して、すべ 

てのメ□ディー 

を入力する （最 

大60苗 

•メ□ディーを途中で確認するとさは、カナ/ 
キャッチボタンを押すと、入力したところ 
までのメ□ディーび確認でさまず。 

♦乂□ディーを修正ずるときは、；'または 
:、 T ) で、 修正したい音を表示させたあと、ク 
リアボタンを巧して入れ直します。 

〇ずべてのメ□ディー 

を入力したら 

を巧す 

♦作 D 終わった才 U ジナルメ□ディーをすぐに 
変更するときは、このあと：または‘’、で、 
「ヘンコウ」を選んだあと、機能ボタンを巧 
すと、手順3に戻ります。 


(▲または(▼で 
r トウ□ク J を 
選び、@を巧す 



♦このあと、待機画面に戻ります。 


画 乃 


自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー） 


オリジナルメ□デイーを作る 


呼出音（才 U ジナルメ □ディー）を作る操作です。 


操作のしかた 


L 通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 


ち便利な機能 
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メ□デイーを入力するには、タイヤルボタンを使って、音の局さ（ド〜シ）や体巧、音の長さを入力します。 
各ダイヤルボタンには音の高さ（ド〜シ）や休符、音の長さを入力でをるように割り当てられています。ボ 
タンを押ずごとに、入力び切り替わります。（入力割り当て表陵=已-]2ページ） 


の高さや休符を指定する 


[glial 


音符や休符 0) 種類を蹤する 


メ□デイーの入力画面にしたあと、ダイ 
ヤルボタンで入力します。 

♦ボタンを1回押すと、中音で4分音符び指定さ 
れます。 

同じボタンをくり返し押すと、同じ音で半音や 
1オクターブ上または下の音び入力でをます。 
(例）中音「ソ」4分音符 


@またはのをくり返し巧し、音待や 

化巧の種類を指定します。 

参休符の場合を、音符の指定と同様になります。 
(例）中音「ソ」8分音符 




脚/ 〇リ /( な）は、音符や体待を還んでい 
るとさのみち効となります。 

■ 作ったメロディーを利用ずるとまは 

「子機の呼出音の種類を変える」 -3 1ぺ一 
ジ）の手順3で才 U ジナルメ□ディーを還びま 
ず。 

■ オリジナルメ□デイーを ミ 肖去ずるとまは 

① 巧）を押し、：ん|または（▼: I で「メ□ディ 
ショウキョ」を選ぶ 

② @を押す 

③ ちラー度、を押す 


音をのばすとき（スラーの指定） 


音巧を選んだあと、咬リを巧します。 

• 「 ->」が表术されます。 

次の音となめらかにつながるよラになります。 



符点付きの音符や 3 連巧にするとき 


音待を選んだあと、を梦を巧し付点や3連 

巧を指定します。 3 

(例）中音「ソ」の8分の3連巧(血)の場合3 
連待を指定した「ソ」を3つ入力します。 


3連巧 


巧^お知 S せ 


♦登録中に電話びかかってくると、入力中のメ〇 
ディーは、登録されません。はじめからやり直し 
て < ださい。 

• 操作の途中で1分 L ソ上何もしないでおくと、待機 
画面に戻ります。このとさは、はじめからやり直 
して < ださい。 



自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


语利に 


オリジナルメ□デイーを入力する 


ち便利な機能 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ— 
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自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


■入力割日当て表 


巧ず 

ボタン 

音階 

表示 （M : 中音 / H : 高音 /L 低音 /#: 半音） 

の 

F 

M ドー M ド# 一 H ドー H ド# 一 L ドー L ド# 

牛 I 


レ 

M レー Mb# 一 H レー H レ# 一 L レー L レ# 

牛 I 

(5^ 


M ミー H ミ ー LS 

牛 I 


ファ 

M ファー ►M ファ#一 H ファー ►H ファ#- ►!_ ファー L ファ# 

午 I 


ソ 

M ソー M ソ并 一^ H ソー Hy# 一 L ソー しソ# 

牛 I 


ラ 

M ラー M ラ# 一 H ラー H ラ# 一 L ラー L ラ# 

牛 I 

(7^ 

シ 

M シー H シー L シ 

个 I 


\ 

-> (スラー）一（スラーなし） 

夺 I 

み 

\ 

咐点）一 3 (3 連待）一（なし） 

牛 I 


休符 


留 

\ 

8 一]目 一 I 一 2 一 4 

(8 分音巧/休巧） （16 分音符/休符）（全音符/休符） （2 分音符/休符） （4 分音符/休符） 

个 1 

© 

\ 

2 一 1 一]目 一 8 一 4 

C 2分音符/休符）〔全音符/休符） （16 分音巧/休巧）〔8分音符/休符） （4 分音符/休符） 

个 1 


付点は、2分音符 （2 分休符）、4分音符 （4 分体待）、8分音符 （8 分休符）、16分音符 （16 分体 
待）にのみち効でず。 

《2 3連巧は、4分音符 （4 分休符）、8分音符 （8 分休符）、1日分音符 （1 日分体符）にのみ有効です。 


メ□デイーを入力中に;夕のボタンを使って、メ□デイーのお認や変更がでをまず。 


巧すボタン 

機 能 

巧持/クリア 

/ S ) 

<短<押す>選択中の1音を削除 
<2秒！;(上押ず > 全音削除 

就 

X □ディー確認 

(1 ) または 
(マ':’ 

音符スク□ール 


巧"お知 S せ 

参「ミ」または「シ」は、半音上げることはできま 
せん。 

• 「# :シャープ」は、音を半音上げます。 「 b : 
フラット」は、半音下げます。 「 b 」 にするとき 
は、1つ下の音階を入力したあと、半音上げてく 
ださい。（例： 「 M シ b 」 は 「 M ラ#」と入力し 
ます。） 


錫 


ち便利な機能 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 
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操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


r 才 y ジナルメ 
□ディーを作 

る J (陪 5- 10ぺ 
—ジ）の手順1 
〜2を巧5 



ダイヤルボタン 
でテンポを巧更 
したあと、^ 
を巧す ^ 


>または’'、 ▼} で、テンポを調整すること 
ちでをます。（最ル4□から最大190まで、 
4テンポ間 H ) 

> :、う,' I またはで力ーソルを動かせます。 
>メ □ディー変更画面になります。 



■ 新しくメ□ディーを登録したいとまは 

ずでに登録されているオリジナルメ□ディーを消 
去してから （ US ' 已 -1 1ぺージ）、「オリジナルメ 
□ディーを作る」（防已 -10 ページ）の手順で作 
り直しまず。 

■ 途中でやめるとまは 

^ を押します。 


4 音を巧更する 


音符や休符を変更ずるとを 


音長を変更する ► 〔 X ) または 風 

付点や3連巧を変更する ► @ 

♦音の高さををえたり、音符を休符、休符を音 
待に変更することはでをません。 

いったん消去したあと、正しい音符や休符を 
追加してください。 


音巧または休符を追加ずるとを 


音を追加する 
休符を追加する 


► (7 つ〜 (7 句 

►喊 


参還んだ音の前に、新しい音び追加されます。 
参すでに己0音入力されているとさは、追加で 
をませれ;。 


音巧または休符を消去ずるとき 


巧結/クリア 

g を押す（短 < 押す） 

♦還んだ音の1音び消去されます。 

スラー付さの音を消去すると、スラーも消去 
されます。 

♦ク U アボタンを2秒しん h 押し続けると、ずべ 
ての音び消去されます。 


変更び終わったら 

を巧す 


(▲または（▼で 
r トウ□ク J を 
選び、を巧す 


♦このあと、待機画面に戻ります。 



自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


梗利に 


し 


オリジナルメ□デイーをを更/修正する 


ち便利な機能 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 
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自分で呼出音を作る（オリジナルゾ□ディー） 


次の巧を登録する場合のボタン操作を示します。（例：メヌエットバッ八作曲より） 


」二1 10 c [~ テンポ I 

1 2 3 4 5 


9 10111213 


14 15 


巨^司 

16 


17 


1819 20 21 


22 23 24 2己26 


27 28 29 30 31 


晴 




32 


「才 U ジナルデイーを作る」（臨已 -10 ぺージ）の手順4〜7の操作で下記のようにダイがレボタンを 
押すと上の巧が入力できます。（ X 数字は、ボタンを押す回数です。みは同じ音が続くのでを押し 
てから次の音符を入力することを表していまず。） ''一’ 


nl-i 
〔2ぶ） X 3 

n 2 — I 

留、留 

r 3 n 

徑)、留 

厂4 -1 

@、留 

1 — 已 一 1 

の X 3 '留 

1-6-1 
(§) x 3 

1-7-1 

硬ク 

8 

n 9 — I 

1-10-1 


1-1 吕 一！ 

1 —13— 1 

「14つ 

感 

感乂を 

の X 3 '留 

[2, 句 X 3、 、 

(3^ x 2 X 


留 X 30 

rl 己 ] 

1 色 

「171 

1 —18― 1 

1 — 1日 一 1 

厂吕〇つ 

「吕1っ 

@0 

( S ) 

の X 3 

@ x 3、 包 

の X 3 、 留 

@'留 

|§) 

吕吕 

1 —23— 1 

「24-1 

r 吕已 つ 

r 吕己—！ 

27 

r 28 n 


CT ^ xS 、 留 





@、留 


厂 29 っ 


厂 3 〇 -| 


I し 一 I I 一 W I I— vsl —I I - 3 亡 - 1 

@、 を 励、留 @ x 2、 包 @、風、@ 


を2回押して□ディーを 


旧不 IJI し 


オリジナルメ□デイーの作ぶ例 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 


ち便利な機能 
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コピーやファクスの送信-受信後に鳴る終了音の種類を選びます。 
.鳥の青 「鳥の青」でお巧 5 せします。 

•アラーム音 「ピー音」でお知らせします。 

•なし 終了音を鳴らしません。 


親機で設定しまず 

>「詳細設定」を選ぶ 


登録 

0 

>> 「終了音」を逞ぶ 


l/fe 


「 FAX / コピ ー」を選ぶ 


顧 




/fej 


鳥の声 
アラーム音 
なし 
から選ぶ 


f :I 

占 

{ Q \ 

レミ夫定 


^停止 


親機のボタンを押したとさに「ピッ」という音（キータッチトーン）を鳴らします。 

•あり 親機のボタンを押したときに「ピッ」という音（キータッチ!ン）び鳴ります。 
•なし 「ピッ」といラ音（キータッチ!ン）び鳴 0 ません。 


ファクスを受信するとさのち法を選ひます。 

•見てか 5 プリント し b たんメモリーに記録し、内容を画面に表示して確認ずることびできます。 

-メモリー受信 ファクスをメモ U - 受信してから自動的にプリントします。記録紙やインクリボンが 

なくなったとを、受信データはモ U —に保存されています。 

-記録紙受信 直接記録紙にプ U ントします。記録紙やインク U ボンびなくなったときはファクス受 

信でさません。 


親機で設定します 

► 「詳細設定」を選ぶ 


登録 

0 


/fej 


「キータッチ音」を還ぶ 


/kk 


♦> 




おり] 


2 :なし 

のどちらかを選ぶ 


い" "! 

A 

f 贷） 

レミ夫定 


停止 


■ 途中でやめるときは 

fdhl を押します。 


1つ前に戻るときは 

广ぉ言 を押します。 


親機で設定します 

• 「詳細設定」を選ぶ 


登録 

0 

「FAX 受信ち沿 を選ぶ 


圖 




「 FAX / コピ ー」を選ぶ 

1:見てからプリント 


国 


メモリー受信 I 


記録紙受信 
から選ぶ 


い" 

A 

f 损） 

バ夫定 

W 

停止 


終了音を鳴らす 


視機をもっと便利に巧う 


语利に 

健 S 


親機をもっと便利に使うために、いろいろな登録や設をびできます。 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨンキーの （ A ) または’: y ) で選びます。 
(例） 




皆綺說巧 

丘肢乂の化 

1 ネ刀期登録 


1初期登録 

2読上げボイス設定 

I'Y 1 を拥才 

2 読上げボイス設定 

3からくり時計設定 


3か！5くり時計設定 

4おをしろ便利機能設定 


4おをしろ便利機能設定 

己音関連設定 


己音関連設定 

苗 で選択，決定]でミ央定 


は > で選択， も./ 決迈で決定 

' ' ' '戻る 


' ' '民る 


FAX ま信方法を選ぶ 


工場出荷時は I 


I に設定されています。 


はた6き 手順 


はたらき 


親機をちつと便利に使ラ 


す 

6 

鳴 

を 

音 

チ 

ジ 

夕 

- 

キ 


はた S き 


ち便利な機能 
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子機のボタンを押したときに、「ピッ」音（キータッチトーン）を鳴らします。 
•ON テ機のボタンを押したとさに「ピッ」音（キータッチ!ン）び鳴 0 ます。 

- OFF 「ピッ」音（キータッチ!ン）は鳴りません。 


子機で設定します。 

通話ボタンを消なした状態で 




マルチフアンクシヨンキーの 
’,◄<'1 またはで 


@ ♦ 「キータツチトー ン」を選ぶ ♦ @ 

♦ £) 


rroNii 

rOFFJ 

のどちらかを選ぶ 


待ちまけ時間を選ぶ 


充電完了後に、テ機を充電器に置いていない状態で、待ち受けられる時間を長<ずることがでさます。 

-ヒョウジュン 待ち受け時間は約 20 日時間にな 0 ます。 

-チョウジカン 待ち受け時間は約 24 日時間になります。 

( 「チヨウジカン」にすると「ヒヨウジユン」のときよりもテ機の呼出音び遅れて鳴ること 
びお0ます。） 

待ち受け時間とは充電完了樓にテ機を充電器に置かずに一度ち通話しない状態で待ち受け5れる時間です。 
通話したり呼出音び鳴ったりすると待ち受け時間は短くなります。 


テ機を充電器から取り上げるだけで通話ボタンを押さなくても電話を受けることができます。 
•ON 着信時にテ機を充電器から取 0 上げるだけで、すぐに通話できます。 

•OFF テ機を充電器か 5 取 0 上げたあと、通話ボタンを巧してか 5 通話します。 


子機で設定します。 

通話ボタンを消灯した状態で 


(機能） 


「マチウケジカン」 を選ぶ 


0 




マルチフアンクシヨンキーの 
または (，:，で 


n ヒヨウジユン 」I 

「チヨ ウジカン」 

のどちらかを選ぶ 


(■機能） 


■ 途中でやめるとまは 

5-16 娜します。 


子機で設定します。 

通話ボタンを消灯した状態で 


♦ 


「クイックツウワ」を 選ぶ 


♦巧）*> 




マルチフアンクシヨンキーの 
‘、'◄:，または.''►'，'で 


noi^ 

roFFj 

のどちらかを逞ぶ 


(機能） 


( タッチ音を鳴6す 


慮 逸 


子機をもっと便利に®う 


子機をもっと便利に使うために、いろいろな登録-設定をずることびできます。 


各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨンキーの （▲) またはイ）で選びまず。 

( T ) を押す 


(例） 


クイック通話を設定する 


工場出荷時は I 


I に設定されています。 


はた5キ J 


手順 


はた5キ J 


ち便利な機能 


テ機をちつと便利に使ラ 


はた6き 





































を巧し、 


'登録 

——0 

:▲'または▼'で 
r 詳細設定 J を 
選ぶ 

国を巧し、み 
または ：▼) で 
惜巧録暗証 
ま号 J を選ぶ 

〇を巧し、 
r 登録 J を選ぶ 


を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

歷]を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


お 赫旨ス化 

己音関連機能 
日画面設定 
7 電話帳 
8 L モード設定 
日詳細設定 

な > で選択， [ミ../ ま迈で決定 


戻る 


暗証番号を入れ 
る （4 ケタ） 


留守録暗証を号 
— 般 = リ 34 ( 4 樹 


[ミ../ 決迅で決定します 

( ( I 取消 


詳細設定 
1 FAX/ コピー 

2 ナンバー-ディスプレイ 
3 キータッチ音 
4 留守録暗証番号 
已電話帳!;(が初期化 
は > で選択， [i„/ み迈で決定 


戻る 


•番号を押しまちがえたとさは、取消ボタン 
を押して、ちラー度入れ直します。 


を巧す 


留守録暗証番号 


1 登録 
2 消去 


な > で選択， [ミ../ 決沼でミ央定 


戻る 


留守録暗証番号 


登録しました 


[ミ../ ミ夫冠でミ央定します 


戻る 


◎ 
厚止 


を巧す 


-般二 


留气離証番号 


4 巧入力してください 


戻る 


または'®を押します。 

■ 登録した暗証ま号を消ずとまは 

①手順3で「消ま」を選ぶ 

® 国を 2 刚甲す 
® 歴]を押す 


■ 暗証ま号をおえるときは 

ちラー度暗証番号を登録（上書さ）します。 

■ 暗証番号を忘れたときは 

忘れた暗証番号の確認はでさません。新しい暗証 
番号を登録（上書き）します。新しい暗証番号を 
登録(上書き)しても、録音内容は消えません。 


か出先か S 用件や伝言を聞く（リモート操作) 


语利に 

每 f 


暗証番号を登録する 


外出先から録音されたメッセージを聞いたり、その他 
の I 」モート操作をしたりすることびでをます。 

U モート操作をするには、あらかじめ日音証ま号の登録 
び必要です。 



操作のしかた 


L 受話器を置いたまま操作します。 


ち便利な機能 


外出先か日用件や伝言を聞く U モ—卜操作 
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3 臨正番号 （4 ケタ) 
を巧す 


4臣) を巧す 


5音声メッセージを聞 

いたおと 

リモート操作番号 
を巧す 


応答メッセージ 
び聞こるている 
巧にを巧す 


I 甘 I 


>じ]を押すと流れている応答メッセージび 
止まります。このあと「暗証番号とシャー 
プを押して<ださい。」と聞こえます。聞 
こえないとさは、をラー度@を押してく 
ださい。 


(例）録音内容を聞くときは、 
の回 と押します。 


U モート操作び終 
わったら 

電話を切る 



•タイヤル回線の電話機から U モート操作す 
るとさは、ダイヤルしたあとに!''ーン信号 
に切り替えます。（トーン信号の切り替え 
かたは、電話機の取扱説明書をご覧<ださ 
い。） 



画 乃 


か出巧か6用件や伝言を聞<【リモート操作） 


か出巧か6リモート操作する 


操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 



回囚包 
回回丘包 
の护に 


ち便利な機能 


外出先から用件や伝言を聞く U モ—卜操作 



囚匹旷医 
Ikl 臣已四 
tj 日に回 
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か出巧か 6 用件や伝言を聞く【リモート操作) 

■ リモート操作表 


■ 暗証ま号を巧ずときは 

• ]〇秒しツ上あいだをあけると「ピピピピ」とい 
う音び聞こえます。手順3からやり直してくだ 
さい。 

参ま号をまちびえると、「暗証番号びまちびっ 
ています。」と聞こえます。正しく入れ直しま 
す。 （2 回まちびえると電話は切れまず。） 

■ 一般録音の内容を聞<とまは 

留守に設定されているとさに再生ずると、留守設 
定し U 降に入った録音を一まちいちのから順まに再 
生します。 

留守に設定されていないとさは、未再生の一ま古い 
録音か5、それ LU 降の録音を順まに再生します。 

参留守設定していると舌 

留守設定 


留守設定(後の録音を再生 
する 

(留守設定なをの窗音びない 
場合は1件目か6再生） 


参留守設定していないとさ 


] 件目 
再生ス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス S 

日件目 
未再生 

日件目 
未再生 



未ち生の録音し U 後を再生ずる 
(未再生の録音びない場合は1件目か5再生) 


■ 卜ールセーけ一とは 

かから電話して、留守録の有無を確かめることび 
でさる機能です。トールセーバーに設定ずると新 
しい録音びあるときは、呼出音び2回（新しい録 
音びないときは日回）で留守応答します。（留守 
モード時のコール回数の設をで、卜ールセーバー 
にします。 i ®=4-4 ぺージ） 

■ 卜ールセーパー機能の使いかた 

呼出音び2回鳴ってもつなびらないとさは、留守設 
定後に新しく録音されてし)ないことびわかります。 

3回目の呼出音び聞こえたらすぐに電話を切ると 
通話料金びかかりません。 


巧"お知 S せ 

• 外出時には操作のしかたを記載した「1」モート操 
作手順カード」をご利用ください。 

(防 9-37 〜 9-38 ページ） 

参暗証ま号を知らなし从でち、偶然番号び合いを聴 
されることびありまず。機密の連絡用としてでは 
なく、便利な伝言板としてお使いになることをお 
ずずめしまず。 

参操作は1分し U 内に行ってください。 (1 分しソ上あ 
けると電話び切れまず。） 

♦親機び在宅モードで r 在宅時コール回数」び m 
制限呼出」のとをは1」モート操作でさません。 


梗利に 


] 件目 

2件目 

3件目 

I 4件 g 

日件目 

日件目 

巧をス S 

未再生 

未再生 

向生スミ 

未再生 

未再生 


操作内容 

リモート操作番号 

録音内容を聞くには 

の困 

早聞きや遅聞きをするには 

再生中に の1固焊聞お^ -- 
Q @ (遅聞き） 

のを](元に戻る）一 ^ 

今聞いている録音内容を聞き直すには 

再生中に 0 @ 

今聞いている録音内容の 1 件前を聞くには 

再生中に [U [#] [U ® 

次の録音内容を聞くには 

再生中に 

止めるには 

再生中に [U ® 

再生済みの録音内容を消すには 

停止中に 00® 

録音内容をすべて消すには 
妹再をの録音もミ肖えまず）（応答 メッセ- ジはミ肖えません） 

停止中に 0 [2] ® 

1 留守を設定/解除ずるには 

停止中に [ i ] @ , 


外出先から用件や伝言を聞く ( U モ—卜操作) 


ち便利な機能 
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子機を増設する惟設子機) 


モ機を増設するとテ機を呼び出すときのモ機番号はなのよラになります 


UX - W 31 CL 


UX - W 3 1巳 W 


付属の子機 


増設したモ機 


テ機ま号 
① 


し 

子機番号 

②③④ 


付属のモ機 


増設したテ機 


テ機番号 

①② 


LJ 

子機ま号 

③④ 


• テ機は、付属の子機！;!外に3台まで、 UX - W 3 1 CW は2台まで増設することびできます。 


子機を増設しても子機間通話はできません 


> 増言受でさるテ機は C 」- KS 4、 C 」- KS 7、 CJ - KS 已、 C 」- KS 3、 CJ - KS 2、 CJ-KSK CJ - KV 7 已、 UX - 
KF 3 CL 、 UX - KFICL です。また、 BS / CS チューナー用コードレス通信ユニット （ CJ - KBS 1) び 
増設でをます。他の子機は増設でをませんのでごを意ください。 

•機種によっては、生産び完了している場合をあります。あらかじめ在庫等を販売店におおかめの上、 
お買いホめください。 

• 増設子機の登録ち法は、別売の増設子機に付属している登録手順説明書をご覧ください。（増設登 
録手順タイプ A と記載されています。） 

• テ機を増設したときは、操作び異なりますので、詳しくは増設子機の取扱説明書をご覧ください。 


► UX - W 31 CL / CW に増設した場合の機能比較 


\\機種名 
機能名 

付属の 
テ機 

CJ - KS 4 

CJ - KS 7 

CJ-KS 巳 

CJ - KS 3 

CJ - KS 2 

CJ - KS 1 

CJ - KV 75 

UX - KF 3 CL 

UX - KF 1 CL 

こ蝴嫩 
調書の 
飄ぺ-ジ 

電 

話 

機 

能 

電話帳機能 

〇 

(100人) 

〇 

(100人) 

〇 

(100人) 

〇 

(100人) 

〇 

(1 日日人) 


乂※1 

〇 

(日0人） 

〇 

り日日人) 

〇 

(1 日日人) 

2-22 

再ダイヤル 

〇 (3 ft ) 

〇け件） 

〇 (10 件) 

〇り日件) 

〇け件） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

2-31 

ダイヤル 
ボタン点な 

X 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 


優先呼出 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

2-9 

モーニング 
〕ール 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇 

已 -8 

テ機間 
ひと芦通知 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

己-22 

テ機間通話 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


受話音量 
切換 

紙•標準 

特大'標準 

特大'標準 

特大'標準 

特大'標準 

大•標準 

大•標準 

大•標準 

大•標準 

大•標準 

1-33 

スピーカー 
ホン通話 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

2-7 

% 

ス 

レ 

関 

番貝" 

名前表お 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

7-2 

着信記録 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

7-8 

着信鳴り分け 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

7-22 


短縮ダイヤルとして、10件まで記憶させることびでをます。 


錫 


ち便利な機能 


モ機を増設する(増設子機) 
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呼出音び鳴ったら 

受話器を取って 
お話しする 



増 

ミ厂 b 

日又 

電 

話 


をお知 S せ 

参親機と増設電話機との間で、内線通話はでさません。 

参停電時端子には、電話機を1台しか接続できません。また、コードレス電話機は接続できません。 

• 増設した電話機で受けたあとフアクスに切り替えることはできません。 

♦電話機の種類（留守番電話やホームテレホンなど）によっては、接続できないものや一部機能び使えな 
<なるをのびあります。 

参ナンバー-ディスプレイ対応の増設電話機を接続するときは、増設電話機側のナンバー-ディスプレイ 
機能を働かないよラに設定してください。誤動作の原因になります。 


ま話巧を取る 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 

♦通話び終わったら受話器を戻します。 


語 

機 

を 

増 

ミ厂 b 

日又 

す 

る 


増設電話機で電話を受ける 



( 増設電話機で電話をかける 


操作のしかた 


電話機を増設ずる惟設電話機) 


语利に 

每 f 


お手持ちの電話機を停電時端テに接続することびできます。 

接続される電話機は停電時でを通話びできる電話機を接続することをおすすめします。 


増設電話機を接続する 


操作のしかた 


操作のしかた 


5便利な機能 
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> 子機 


1 S 

モ傑を巧電器か 

5取って。灣ア 


I 子機 


を巧す 

嫂- 

呼び出したい子 
傑の内線番号を 
巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 

参呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ • . ■ ■ 」と鳴ります。 


/フジイさんから 
電話びあったか6<| 
\連絡してみて つし 


4苗モ機 

呼び出したモ機の 
方び電話に出た 
5、メッセージを 
伝える（約10砂 
な巧） 

♦呼び出したモ機の方とお話しはできず、声 
を聞こスません。 


ノ^呼び出された子機 

メッセージび聞 
こをる 


フジイさんから 
電話びあったから j 
.連絡してみてっし 


肩 呼び出されたモ機 

呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 

♦通話ボタンび点なしまず。 



6(# モ機 

メッセージが終わつ 
たら 

対甲す 

♦この操作をしなくてを約10秒をには自動 
的に電話は切れます。 


■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 


r 便利に1 

陸!モ機か巧機へメットジを伝える（子機間ひと声酬) 


子機からモ機ヘメ ッ セージを伝えることびできます。 

(一ち的にメ ッ セージを伝えるだけです。お話しはで 
さません。） 


操作のしかた 


ち便利な機能 


モ機からモ機ヘメツセ—ジを伝える(モ機間ひと声通知 


5-22 







C # 子 機 

呼び出したい子 
傑の内線ま号を 
巧す 

♦が線通話中の巧手のちには f 呆留メ□デイび 
流れます。 

♦呼び出した子機び応答するまで「プププ 
プ • . . ■ 」と鳴ります。 

•通話ボタンび点滅します。 


S 


呼び出されたモ機 



呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないときや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押しまず。 

•通話ボタンび点なします。 


フジイさんから 
電話びかかってさ 
たか b 出て！ 


機 

呼び出したモ機の 
方び電話に出た jS 
5、メッセージを 
伝える（約10が 
な巧） 

♦呼び出したテ機のちとお話しはできず、声 
ち I 耳」こ义ません。 


(呼び出された子機 

r ツセージが聞 
こ无る 


フジイさんから 
電話がかかってき立 
、たか6出て！ 


S 


子機 



メツ セージを 話し終わつ 
たら 

モ機を巧電器に 
房す 

参充電器に戻さないときは切ボタンを巧しまず。 

参この操作をしなくても約1□砂をには自動的 
に転送されまず。 


S 


0乎び出されたモ機 


齡を巧す 
または 
" gr を巧す 

♦外の巧手のちと通話でをます。 


巧び出しているモ機が出ないとまは 

g ) を押ずと、 D 乎び出しをやめて f 呆留になりま 
ず。このあとまたは^を巧すと外の相手 
のちとの通話に戻りまず。 


梗利に 

子機か6子機へ電話を拓送ずる（ひと声拓送）^ 


テ機にかかってきた電話をひと声だけメッセージを伝 
えて他のテ機へ転送することびできます。（一ち的に 
メッセージを伝えるだけです。お話しはでをませ 
ん〇 ) 


操作のしかた 


ち便利な機能 


テ機か日モ機へ電話を転送する(ひと声転送) 
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3 ( g ) を巧す 


•このあと、アナウンスにしたびって操作し 
ます。 

♦これ LU 降は、ダイヤルボタンを押すとトー 
ン信号び送られまず。 

•電話を切ると、自動的にをとのダイヤル回 
線の信号（パルス信号）に戻ります。 


子機でプッシュホンサービスを利用する（ダイヤル回線ご利用時） 


操作のしかた 


感; 


( S \ を巧す 


を巧す 


♦子機を置いたまま電話をかけるとさはス 
ピーカーホンボタンを押します。 

各種サービスに 
ダイヤルする 


参このあと、アナウンスにしたびって操作し 

cK ^ 〇 

♦これしソ降は、ダイヤルボタンを押すと I ''一 
ン信号びさられます。 

参電話を切ると、自動的にをとのダイヤル回 
線の信号（パルス信号）に戻ります。 


■ 卜ーン信号とは 

プッシュホン回線（トーン）で電話をかけるとき 
の「ピッ、ポッ、パッ」といラ音のことです。 

ダイヤル回線でご契約されているちでを、@ (親 

機の場合）または(5^^ (モ機の場合）を巧すと、 
この I ''ーン信号を出すことびでさまず。 


巧"お知 S せ 

•サービスの種類によっては、 I ンボタンを使っ 
てち受けられないちのびありまずので、詳し<は 
各サービスの提供先に確かめてください。 

• 子機でトーンボタンを使ってサービスを受ける場 
合、卜ーン信号をうまく到ブ付けないヴービスもあ 
りまず。このとさは、親機を利用してください。 


便利に 

^プッシュホンのサービスを利用する 


ダイヤ J レ回線をお使いの場合でを I ''ーンボタンを押す 
と、プッシュ回線と同じ卜ーン信号（ピッ、ポッ、 

パッ）を出すことびでをますので、交通機関の予約や 
S 良行の残高照合などのプッシュホンヴービスを利用で 
さまず。 

し規機でプッシュホンサービスを利用する（ダイヤル回線ご利用時) 


操作のしかた 


ち便利な機能 


プッシュホンのサ—ビスを利用する 
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キヤツチホンを利用する 


通話中に呼出音び 
聞こえたら 

を巧す 


丰違 


参キャッチホン.ディスプレイ 

7-11 ぺージ）を契約しているときは、巧手 

の方の電話番号や名前び表示されます。 


をお知 S せ 

♦キャッチホンをご利用の際は、キャッチボタンをご使用ください。通話中にフックスイッチを巧すと 
キャッチボタンやな留ボタンび使えなくなることびあります。 

• ファクス受信中に電話びかかってくると、記録紙に線び入ったり、送受信び中断されたりすることびあ 
ります。 

♦親機で通話中にキャッチホンでファクスを受信するときは、 FAX スタートボタンを押して受話器を戻さ 
ずにお待ちください。受信中に受話器を戻すと電話び切れて、もとの相手のちとの通話に戻れなくなり 
ます。 

♦子機で通話中にキャッチホンでファクスを受信すると電話び切れて、をとの巧手のちとの通話には戻れ 
ません。 

♦キャッチホン I を利用して、割り込み音の回数を「0」回に設定ずると、ファクス受信中、 「 L モード」と 
の通信中に電話びかかってきても異常なく通信できまず。なお、詳しくは NTT にお問い合わせください。 

♦キャッチホン-ディスプレイを契約すると、呼出音び鳴ると同時にディスプレイに巧手のちの電話ま号 


キ 

ヤ 

'ツ 

チ 

ホ 

ン 

を 

利 

用 

す 

る 


などび表示されます。（防 =7-8 〜7- 1] ぺージ） 
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をとの通話に戻るときは 
を5—度 


…I 

キヤ巧 


を巧す 


操作のしかた 


通話中に呼出音び 
聞こえたら 

(™ D を}甲 T 

キャ，巧/消ま WTg 


通話時間：1分3日秒 
キャッチ 


質 I 機能涅巧广 


宜錄 


♦キャッチホン.ディスプレイ（防 7-8 〜 7- 
11ぺージ）を契約しているときは、巧手の 
ちの電話番号や名前び表示されます。（非通 
知、表示圏外、受信エラー、公衆電話などを 
衣のします。） 


もとの通話に戻るときは 
ちラー度 

巧 J 甲す 

キャッチ/消去 WTSr 


し 


子機でキヤツチホンを利用する 


操作のしかた 


语利に 


キャッチホン（通話中着信サービス）は、 NTT び 
行っているサービスのひとつです。電話でお話しをし 
ているときでも、別の人からかかってさた電話をとる 
ことびでさます。 

キャッチホンサービスを利用するには、 NTT との契 
約び必要です。 

1 親機でキャッチホンを利用する 


ち便利な機能 

























メッセージ到着お知らせサービスを利用すると、キャッチホン n やマジックボッ 
クスのメッセージび、メッセージセンタに入ると、親機のディスプレイに「メッ 
セージあり1」と表示し、お知らせランプび赤色に点なします。（メッセージち 
り通が） 

メッセージ有り通巧の着信履歴は「センタ1 Ml 」 と表示されます。この場合、 
キャッチホン n やマジックボックス（センタ 1) に音声メッセージ （ Ml ) び入 
つたことを意味しています。 


巧^お知 S せ 

参メッ セージ 到着おがらせ サービスを 利用ずるとさ 
は、ナンバー■ディスプレイの機能設定び「使用 
する」になっていることをお認してください。 

( B 穿 7-3 ぺージ）メッセージ到着お知らせサー 
ビスは、 ナンバー.ディスプレイを契約されてい 
なくてを利用することびでをます。 

参通話中や操作中は、メッセージ有り通知を表示し 
ません。 

• 停電時、メッ セージ 到着お巧らせ サービスは 利用 
でをません。 

• 停電中にメッセージ消去通巧を受信したり電話び 
かかってをた0すると応答時に「ビュッ」といラ 
音び聞こえることびあります。この場合は電話を 
切ってください。再度呼出音び聞こえたら応答し 
て < ださい。 

• メッセージちり通巧を表示中に停電し、その後復 
旧してをメッセージの表示は戻りません。 

♦ メッセージ到着お知らせサービスで] 4己をダイ 
ヤルし、メッセージを聞いたを、そのメッセージ 
を削除してもメッセージ有りの表示は消えませ 
ん。メッセージちりの表示は、メッセージセンタ 
からのメッセージ消去情報を受信するまで表示さ 
れまず。 


概 IJ に 

^メッセージ到着お知5せサービスを利用する（視機) 


メッセージ到着お知らせサービスは、キャッチホン n 
やマジックボックスに ><ッセージが入ったことをお知 
らせするサービスです。 

また、 「 L モー问ご利用時には新着ールが届いた 
ことをお知らせします。 （ E 署目-27〜目 -28 ページ） 


I キヤッチホン n やマジックボックスにメッセージび入った6 


マジックボックスやキャッチホン n 、メッセージ 
到着お知5せサービスは、 NTT との契約び必要で 
ず。詳しくは局をなしの116ままたは、 NTT の営 
業所等へお問い合わせ<ださい。 


ち便利な機能 


メッセ—ジ到着お知らせサ—ビスを利用する(親機 
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ミ夫まった時刻（毎時□分）になると、液晶ディスフレ 
イにキャラクターのアニメーシヨンを表示したり、メ 
□ディーなどを演奏することびでさます。 

時間ごとにアニメーシヨン表示とメ□ディー演奏をす 
るかど5かの動作を設定することびでさます。 


操作のしかた 


か S < OB き計を利用する（親機) 

6 < り時計を設定/巧更する 


を巧し、 


I 登録 

'—0 - 

:▲) または： ▼) で 
r か S くり時計 
設を J を選ぶ 


fej を巧し、み 
または： ▼) で 
r を時動作選奶 
を選ぶ 


から<り時計設定 
1定時動作選択 
2メ□ディー選択 


は> で選択，巧进で決定 

> • I 房る 


国を巧す 


から<り時計設定 


00表示あり/メ日テ’ィ-あり 
日日表示あり/メ日テ’ィ-あり 
日日表示あり/メ日テ’ィ-あり 
0 0表示あり/メ日テ’ィ-あり 


[設^君で変更[ミ■■.'ま冠て 


き動作「を惇止留定変更「 


る 


•表示あり/ メ □ディーあり...アこ ーシヨ 
ンを表示し、□ディーを鳴らします。 
表术あり/ メ □デイーなし…アこーシヨ 
ンを表示し、ディーは鳴りません。 
停止…アニ ーシヨンち ><□ ディーち動作 
しません。 


'戻る 




工場出荷時は下記の設定になっていまず。 

7:0日〜 2] :〇日…表示あり/ ><□ ディーあり 
22;日日〜目;0日…停止 


4 :▲) または：▼で 

設定したい時間 
を選ぶ 


5 ■^ちを更を数回 

巧して、動作 
を選ぶ 

♦設定変更ボタンを押すたびに動作メニュー 
び切り替わりまず。 

(表示あり/メ □ディーあり-►表おあり/ 
メ □ディーなし-►停止-••表示あり/ □ 
デイーあり一…） 


6 by を巧す 


7 (黨]を巧す 



からくり時計設定 


15 

16 
17 

登録しました 

HI 

0 

じ 

ご 

1 li ■ U U ムル di ) レ/ ク LIJ ■ i-uijIJ 

[設定変更]で変更， [ S ../ ま冠て 


' ' ，戻 

る 


可 

停止 


语利に 



からくり時計を利用ずる(親機) 


を 

決 

で 

冠 

ず 


ち便利な機能 
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か 6< OB き計を利用する【規機) 


■ 途中でやめるとさは 

g ] を押します。 


■ 1つ前に戻るとまは 

'を^ を押します。 

■ 演賽ずるメロディーを巧更ずるとをは 

① '登。録' を押し、，: A ) または,: V) で「からくり 
時計設定」を選ぶ 

② 駐を押し、单 I または，みで「メ〇ディー 
選が」を選ぶ 

③ E ] を押し、または i : y ) でメ □ディーを 
選ぶ 

④ 駐を押し、单 I または，みで惜録する」 

を還ぶ 

⑤ 屋]を押ず 

④で「演奏する」を選び@を巧すと、選ん 
だメロディーを聞くことびでをます。 

L モードでダウン□ー ドした®も演奏でをます。 

⑥ 歷]を押す 

■ をての時間の動作を一巧で設定ずるとまは 

① 「からくり時計を設定/変更する」の手順 3 
まで操作を行ラ 

② 全ての時間で アニメーショ ン表示、メロ 
ディー演奏をするときは'を巧す 

全ての時間でアニメーション表示、メ〇 
デイ ー 演奏をしないとさは'を巧す 

③ @を押す 

④ 歴]を押す 


巧"お知 S せ 

参親機や子機を使っているとき（通話中やコピー時 
など）は、からくり時計は動作しません。 

• L モードで着信メ □ディーをダウン□ー ドして、 
からくり時計のメ□ディーにすることびできま 
す。（着信メ □ディーダウン□-ド防日-己9 
ぺージ） 

参設定したメ□ディーは、すべての時刻で共通で 
す。時刻ごとにちびラメ□ディーの設定はできま 
せん。 

参メ□ディー音の大ささは、親機の呼出音量と連動 
しています。大きさををえるときは、「親機の呼 
出音量を変える」操作で変えてください。 
(腐 M -27 ページ） 

♦親機の呼出音を「切」にしているときはメロ 
ディーは流れません。 

•からくり時計び動作するのは毎時0分でず。その 
ほかの時刻に設定ずることはでをません。 

•固定 メ □ディー （ 「森のくまさん」など）とダウ 
ン□ー ドメ□ディーでは再生回数び異なりまず。 
ダウン□-ドメ□ディー: アニメーシヨ ン表示終 
了まで繰り返し 

固定メ□ディー ：あらかじめ決められて 

いる回数で終了 
(時刻によって再生回 
数び異なりまず。ま 
た、アニメーシヨ ン表 
示の途中で メ □ディー 
び終了ずることをあり 
まず） 

•待機画面の設定をからくり時計にしていなくて 
ち、本機能ははたらさます。 

•表示やメロディーをありに設定していてを、毎時 
日分から1分 L ソ上通話などを行っていた場合は動 
作び省略されます。（毎時日分から1分！;!内に操 
作を終了すればその時点で動作しまず） 

参時刻は、めやすとしてご利用<ださい。 

なお、誤差び生じた場合は、曰付-時刻の設を 
(咳 M -34 ぺージ）をやり直してください。 
(時計精度：平均月差+日〇秒(内） 


錫 


ち便利な機能 


からくり時計を利用する(親機) 
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内いダ-を巧ず 

0 


由'お#当 


]1ゴ5の日； 


W ホホ* ± 



予定の確認-登録-取消は担 


馬示巧削睦「 


巧 




を巧す 


J 2 Q 03. 4.17 

US 部年円 

L 



A 

誕生日 

結婚記念日 

誠 

を 

を 

接 

運動会 

参観日 

発表を 

巧 > で選択，決眉で決定 

吊汹類 

1;タページ 

'戻る 


♦すでに予定び登録されている曰には3!マー 
クび表示されています。 


為)ホ4女で 

モをを登録した 
い曰を選び、 
国对甲す 


2日日3年4月17日の予定 


巧> で選択後,予定の登録は [ 


モまき録 r 


「予定取消「 


•前月ボタン、次月ボタンを押すと前の月や 
次の月を表示でをます。 

•今曰ボタンを押すと当曰の月のカレンダー 
が表示され、当曰にカーソル表示されます。 

■ モ定び登録されているときは 

前曰と当日、待機画面に予定（掲示板）が表示さ 
れ、お知らせランプが点灯しまず。 


•予定（行事）のマークは、24種類内蔵さ 
れています。 

•予定の名前を変更ずることができます。 

已 -3 日ぺージ） 

みみ每みで 

ホをを選び、 

国を巧す 

•続けて2件目を登録するときは {▼) で2件 
目を選んでからモ定登録ボタンを押してく 
ださい。 



■ 待機画面に指示おを表ちさせない（通常の画面に 
する）とまは 


①を押す 


タモト雜 


4 / 17 ( 木） 

2 '' 45 pm 

r 讀 1 

を曰のそを ，■ 

■ お弁当 M 

瑜ゴミの曰 ^ 

巧曰のそを . 

□病院 
たお客 

- 腸お板削除]で元 

へ^~ Q 化 

な 0件 

[カレンタ’一] 

ホレンダー唯能涅巧き層 FAX - 驚'登録 


③を押す 
③歷]を押す 

日付び変わったり、日付を変更したり、新し 
<予定を登録-消去すると、また待機画面に 
掲示板び表示されるよラになります。 


■ モ定をお認ずるときは 


① 


巧レンダー 


を巧し、 


: T ) '：-*} でお認した 


0 

い日を選ぶ 

② 區]を巧す 

登録されている予定び表示されます。 

③ 區]を巧す 


親機のカレンターに1日2件までの予定を登録してお 
くことびできます。（最大100件） 

予定を登録した曰の前曰と当曰に液晶ディスプレイに 
表示してお知らせします。（フアミ U - カレンダー) 


操作のしかた 



カレンダー機能を利用する（親機) 


语利に 

盧沒 


カレンダーにモ定を登録する 



ち便利な機能 


カレンタ—機能を利用する(親機) 
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カレンダー機能を利用する【規機) 


操作のしかた 


I カレンダー 


0 


を巧し、イで 


巧を名変更 

0 


を巧し、を前（を角 B 文字 


モ定を登録したい曰を選ぶ 



でを前ををえたい 
モ定（巧事）マークを選ぶ 


/半ち12义字まで）を入力し直す 
(陽 1-38 〜 1-42 ぺージ） 

uy を巧す 

も5—度、 [ S | を巧す 


を巧す 


し 


モ定を取り消す 


操作のしかた 



垣 y を巧し、半または: y ) で 
消去したいモをを選ぶ 



モ定（巧事）マークー質 


毁 irA おをぉ A 遲 

誕生曰 結婚記急日 遠足 運動尝 参観曰 発表芸 お弁当 学校行事 

广おる靈ご in 1 l © 

出張 飲み舎給料/ボーナス日ゴミの曰資源ゴミの日おけいこ 当番 来客 

習 i A •み爲田こ、々 X 


バーティーおでかけ旅行試合 


■ 遇去のモ定をすベてミ肖モずるとまは 

① 鶏ちを押し、みまたは(▼: I で「カレン 
ダー予定消去（過去分のみ）」を選ぶ 

② @を押ず 

③ もう一度、 i / fei を押す 

④ 處]を押ず 


病院 お休み 7 ィ•奶''ュ - I り 7 イ•狀/ ‘ 1 - 1 に 


巧"お知 S せ 


登録した予定は、その曰び過ぎてを自動的には消 
えません。必要に応じて消去してください。 


旧不 IJI し 

箇沒 


モ定のち前を巧える 


ち便利な機能 


カレンタ—機能を利用する(親機 
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巧"お知 s せ 

•テレビドアホンユニットは、 DZ - MH 7 日， DZ - MH 已日， DZ - MH 30 が接続できます。 

•テレビドアホンユこットを取り付けるとさは、必ずテレビドアホン対応ター S ナルボックス ( DZ - T 30) 
をお使いください。 

•現在お使いのドアホンが次の機種のときは、専巧ドアホン ( DZ - H 30) をおホめにならなくてち、その 
ままお使いいただけます。（ターミナルボックス DZ - T 20 または DZ - T 3 日は必要です。） 

•増設電話機が接続されていても増設電話機では、お話しすることはできません。（呼出音も鳴りませ 
ん。 ） 


ドアホンを接続ずる 


语利に 

每 f 


別売りの夕ーミナルボックス（専用）やドアホン（テレビドアホンユニット）を取り付けると、ドアホン通 
話することができまず。 

詳しい接続ち法は、それぞれの機器の取扱説明書をご覧ください。 


ドアホンをつなぐとを 


5便利な機能 


ドアホンを接続する 
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ドアホンを接続する 


※チャイム（室がと室内とで会話できないちの）は適合しません 
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=//= 


A . 


ぶ 


このインターネット液晶 
ファクシミリに付属して 
いる電話機コード （2 お) 


ir 




3お 


DZ - T 3 0 


「 Dal./ 


テレビドアホン 
モニター 


] 口 


回線接続端子へ 



アース線 






同 




2お 


カメラ巧き 

a 

ドアホン 

〇 

^ V 


、 


電話コンセントへ 
NTT の旧 DN 回線の場合 
は、夕一'ナルアダプタ 
- ( TA ) のアナ□グポ ー 
卜へ接続してください。 

、（防 1-1 8ベージ） / 


111111 

1~~1 

2 ,。 


III 

广 


DZ - H 3 0 


%.. 






電話機接続端テへ r 



夕ーミナルボックス ( DZ - TSO ) 

またはテレビドアホン対応 
夕ーミナルボックス ( DZ - T 30) に 
付属している電話機接続コードけお） 


テレビドアホン対応 
ター S ナルボックス 


% 

1_カメラ付ドアホンをつなぐとを 


ドアホン 


(5" レビドアホン DZ — MH 7 0 ) 


メーカー 名 
(已〇 割 11) 

適さずるドアホン（室外機の機種名） 2003^1 

アイホン 

IF-DA IE-DA IE-DC lE-NC lE-RA lE-TAS lE-JA lE-CA iF-DAW IE-NXS 

IE - NX 目 A lE-NXM lE-NXY IE-NXC 

ゴ 、S 

石适 

ドアホン N 

NTT 

E-104DH E- ドアホン S E- ドアホン D E- ドアホン PL E-VX ドアホン 

バィオ ニァ 

TF-DR2 

富±通 

FC-201A FC-201B FC-201C FC- 20 ID 

松下 
通信工業 

VF- 已 2 ] VF- 己 22 VF- 己 2 吕 U VF-523D VL-568 V し-巳 巨 8G VL- 己 68U 
VL-568K VL-568KA VL-568D VL-568R VL- 己目 8S VL-568KAP 
VL-568GL VL-568UL VL- 己目 9 VL- 己 8 日 D VL-582A VL-584D 

VL- 已8已 D VL-586P VL- 己 87P VL- 已 92 VL- 已吕吕 VL- 己 94A 

松下電工 

EJ-502 EJ-501W EJ-102 EJ-503F EJ- 日日 3A EJ-106A EJ-106S 
EJ-1021B 



ドアホンを接続する 


ち便利な機能 
























































































































































呼出音び「ピ□ピロ 
ピ□ピ□」と鳴った 
ら通話ボタンび点滅 
している間 （30 秒しソ 
内）に 


嗟 


を巧す 


•通話ボタンび点なします。 



ドアホンの呼出音について 

ドアホン1とドアホン2からの呼出音は鳴りちび 
違います。 


親機 


モ機 


ドアホン1 


ドアホン2 


ドアホン1 


ドアホン2 


ピン 


ボン 


ピン ボン ピン ボン 


巧"お知6せ 

• 親機または子機からドアホンを呼び出すことはでさません。 

• ドアホン通話の保留はできません。 

♦留守録に設定していても、ドアホンからの録音は 
でさません。 

•ファクス送受信中は、ドアホンからの呼び出しび 
あってもモ機の呼出音は鳴りません。この場合、 
テ機で通話することちでさません。また、親機の 
呼出音は鳴りまずび、受話器を取ってを通話はで 
さません。 

• ドアホンの呼出音び「ピンポン」と鳴ったあと約 
30砂しツ上ドアホンとの通話に出なかったとき 
は、ドアホンと通話でさません。 

• ドアホン通話を親機やテ機へ転送することはできません。 

• ドアホンの受話音量はター S ナルボックス側で調 
整することびできます。詳しくはター5ナルボッ 
クスの取扱説明書をご覧ください。 


ドアホンと話す （ ドアホン通話) 


语利に 


親機、モ磯のどち S でら、ドアホンを巧されたちとお 
話しすることができまず。 


親機で話すとまは 


呼出音び「ピンポ 
ン」と鳴ったらディ 
スプレイに「ドアホ 
ン着信 ] 」または、 
「ドアホン着信2」 
と表示している間 
(30 秒(内）に 

受話器を取って 
通話する 




し 


<#モ機で話すときは 


ち便利な機能 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 
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ドアホンと話す（ドアホン通話） 


[ sB 親機でドアホン 

i 通話中に電話びかかって<ると 

sB 親機で通話中に 
[ ドアホンから巧び出しびあると 

ドアホン通話をやめて電話に出ることびできます。 

電話を保留にしてドアホンとの通話びでさます。 


電話の呼出音び聞こ 
えたら 

一度受話器を房 
してか5、ま話 
巧を取る 


♦受話器を戻すと、ドアホン通話び切れます。 
♦受話器を取ると、かかってさた電話との通 
話になります。 



ドアホンの呼出音び聞 
こえたら30秒じ(内に 
巧ぉ/{呆留を巧す 

♦通話中の巧手のちには f 呆留メ□ディーび流 
れ、ドアホンの巧手とドアホン通話びでき 
ます。 


電話の相手のちとの 
通話に戻るとさは 

n ろ sg を押す 

♦電話の相手のちとの通話に戻ると、ドアホ 
ン通話は切れます。 


親機でドアホン通話中に 
ちラー台のドアホンか6巧び出しびあると 

ドアホン通話中の通話をやめて、もラ1台のドア 
ホンとの通話びでをます。 

1ドアホンの呼出音び 
「ピンポン」と1回 
聞こえたとさは 

@を巧す 

ドアホンの呼出音び 
「ピンポン、ピンポ 
ン」と続けて2回聞 
こえたとさは 


ABC 

0を巧す 


> ©または@ (またはキヤツチボタン） 
を巧ずごとに、2台のドアホンの方と空互 
にお話しびでさまず。 


f 親機で内線通話中に 
ドアホンか6巧び出しびあると 


内線通話をやめてドアホンとの通話びできます。 


ドアホンの呼出音び聞 
こえた日30秒じ(内に 

一度受話器を戾 
してか5、ま話 
器を取る 


♦受話器を戻すと、内線通話び切れまず。 
♦受話器を取ると、ドアホン通話になります。 



旧不 IJI し 

箇沒 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 


ち便利な機能 
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ドアホン通話をやめて電話に出ることびできまず。 

1電話の呼出音び聞こ 
无たら 

を巧して、 

拿)を巧す 

♦切ボタンを巧すと、ドアホン通話び切れまず。 
♦通話ボタンを押すと、かかってさた電話と 
の通話になります。 


S モ機でドアホン通話中に 
^ラー台のドアホンか6巧び出しびあると 

ドアホン通話中の通話をやめて、も51台のドア 
ホンとの通話びできまず。 


電話を保留にしてドアホンとの通話びでをます。 

1ドアホンの呼出音び聞 
こえたら30砂じ(内に 

0) を巧す 

♦通話中の巧手のちにはな留メ□ディーび流 
れ、ドアホンの巧手とドアホン通話びでき 
ます。 

2 電話の相手のちとの 
通話に戻るとさは 

© を2回巧す 

参電話の巧手のちとの通話に戻ると、ドアホ 
ン通話は切れます。 


(# 子機で内線通話中に 
ドアホンから呼び出しびあると 

内線通話をやめてドアホンとの通話びでをます。 


1ドアホンの呼出音び 
「ピンポン」と1回 
聞こえたとさは 

( Q を巧す 

ドアホンの呼出音び 
「ピンポン、ピンポ 
ン」と続けて2回聞 
こえたとさは 

(g) を巧す 

♦ 〇气または径贫{またはキヤツチボタン） 
を巧すごとに、 2台のドアホンの方と空互 
にお話しがでをまず。 


1ドアホンの呼出音び聞 
こえたら30秒じ(内に 

^を押して、モ 
機にドアホンの呼 
出音び聞こえた5 

嗟を巧す 

♦切ボタンを押すと、内線通話び切れます。 
♦通話ボタンを押すと、ドアホン通話になり 
ます。 


ドアホンと話す【ドアホン通話） 


梗利に 


C # モ機でドアホン 
通話中に電話びかかって < ると 


子機で通話中に 
ドアホンか6巧び出しびあると 


ドアホンと話す(ドアホン通話) 


ち便利な機能 
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L モードは、 L モード対応の電話機や ファ クシ=1」を使って情報検索やメールの送受信をご利用いただける 
サービスです。このサービスをご利用いただくには、 NTT と利用契約をする必要びありまず。また、 L モー 
ドサービスをご利用時は、必ずナンバー■ディスプレイの設定ページ）を「使用する」に設定した 
ままお使いください。工場出荷時は「使用する」に設定されています。 

L モードのし<み 


.モード利用者 


I コンテンツ-プ□バイダ I 


情$居な索 

{ブラウザ）ヴービス 
(陪日.52〜 6.77 ページ） 



情報検索（ブラウザ）サービス 

情報サービスの利用をはじ 
め銀行の残高照会、振込や 
タウンページの電話； 

索などびでをます。 




メールサービス 
(陪日.22〜 6.49 ページ） 


「L モード」の利用を同±だ 
けでなく、インターネットを 
経由してパソコンや携帯電話 
と e-mail (電子メール）の送 
受信びでをまず。 

ミ主） e-mail か日の添付フアイ 
ルを受信することはでき 

L モードを利用するには？ 美。 

L モードを申し込むには、付属の申込書を郵送ずるち法と、親機の操作で申し込むち法がありまず。 
料•通信料は無料でず。）ご購入店等でずでに申込書を書かれた場合はお要ありません。 


L モードを郵送で申し込む 


1 NTT へ申し込みをする。 

利用される場合はおず NTT へ利用契約を行って < ださい。 





LX 


L モードの利用開始曰は、登録手 
続をび必要なため NTT び申込書 
を受領した数日をからとなります。 

ご利用開始日などの詳細は 

局番なしの116番まで お問い合 

、わせ < ださい。 

> - 


付属の 「L モードヴービ 
ス申込書」にお要事項を 
己巳入しまず。 


6-2 


切手を貼らずに 数日後、 L モード使用 
ポストへ投函。 説明書び届けられます。 

(申し込み完了） 

ファクスで利用設定をする。 

はじめて利用されるときは、まず初めにアクセスポイント電話番号（センター番号）の設定をしまず。 
(■防日-已ぺージ） 


SL モードについて 

1 L モードつて何？ 


L モ—ドについて 



ブラウザ 











































































親機の操作で申し込み窓口に電話をかけて申し込むことがでさます。通信料は無料です。 

受付時間：午前9時〜午後8時年中無休（年末年始を除 <) 

取扱説明書に記載の L モード画面の内容や操作手順は2003年1月現在のらので、予告なく変更され 
る場合びありまず。 


r 




で 


サービス利用時に 
お客様電話番号の 
通知び必要です。 
通知しますか？ 

Iはし、I 


[し、い 


V- 


を巧して、左記の画面び表示されたら「はい」 
を選んで、 


/決定 


を押します。 


《ご利用にあたっては、発信ちま号び必要です。 

「いいえ」を逞ぶとお申し込みできません。 

《 L/ 決定ボタンを押して接続中画面になってから、セ 
ンターとの接続に約30〜日〇秒程度かかりまず。 



吕 

3 


roKj を選んで左を押します。 


「L モードかんたんお申込はこちら」を選んで、 
押します。 

4画面をスク□ールして内容を確認し、 

む」を還んで、 


‘/澳ま 


を 


r 承諾事項を読 


/巧定 


を巧します。 


b 画面を スクロールして 内容を確認し、 
へ」を選んで、 


「を話事項の画面 


/決定 


を押します。 


6 を語事項び表示されますので、画面をスク□ールしてお 
読みください。ご確認されましたら、「を諾事項をを諾 
し、 L モードを申し込む」を選んで、 


を巧しまず。 


J 





憑 




/ 「オペレータに接続する」を選んで、 Li 追Iを押しま 
す。お申し込みをするためにオペレータに接続します。 
8 オペレータへの電話番号び表示されますので、「はい」 
を選んで I 為]を押します。 

オペレータに電話びつなびります。受話器をあげてオペ 
レータとお話ください。（無料） 

必要事項をお伺いしますので、お答えください。お申し込みび 
終了しました5、受話器をおろして電話をお切りください。 

9 NTT にて工事を行います。 

(訪問による工事はありません） 




J 


r 


V 


ファクスで、端末機器自動設定をします。 （E 署日-1目ページ） 

※初めて L モードをご利用になるときには、まず初めに端末機器自動設定をしてください。 






L モードにごいて 


% 


L モードを親機の操作で申し込む 


L モ—ドについて 



ブラウザ 
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L モードについて 


携帯電話のモパイルカメラで撮った画像も見ることびできます！ 


当社は、ジェイフォン(株)の携帯電話向けにに pace Town for J 」 を提供しています。 

このに pace Town 怕「 J 」 の画像送信サービス「ざやらを！ラボ」を使うと、携帯電話のモバイルカメラ 
で撮影した写真を L モードを経由して見ることびでさます。 

※ご利用できる携帯電話は、ジェイフォン術)の J - SH 04/ C ) 巳/07/08/□日/已1/巳2です。に003年1月現在） 
※携帯電話で「ざやらを！ラボ」サービスをご利用になるには、会員登録び必要です。 

基本料金、利用料は無料でず。ただし、通信料などはご利用者の負担となります。ご了をください。 
※フアクスで画像を見るための会員登録は必要ありませんび、別途通信料金びかかりますのでご了承ください。 


① r ざや日も！ラボ J 
へ送信します 


鋼 



カメラ<寸を 
携帯電話 


※画像あまは 「 JPEG 」 を還択 
してください。画像びよ0き 
れいに見えまず。 

^ L モードの利用料金について 

月額使用料… L モードサービスへ申し込みをさ 
れ、利用契約をされると月額使用料 
びかか0ます。 

通信料… 「 L モード」へ接続中は通信料びか 
かります。（接続中は、画面に Ki 
マークび表 zn : され、「 L モード接続 
中」ランプび点口していまず。） 

詳しくは下記へお問い合わせください。 


L モー ド サービスの 詳しいお問い合わせは 

局番なしの 11巨き 




「切日ちれ防化タイマ ー J (腐' 6 - 1 8 ぺージ） 

この機能は、 「 L モード」へ接続中に何を操作 
しなかった時、自動的に 「 L モード」の接続を 
切断する機能でず。 

「 L モード」の接続を切り忘れて、通信料金び 
かかるのを防ざます。 

ご購入時は、「2分」に設定されています。 

※通信料をを節約してサイト【香組）のぺージを見る 

インターネットなどで見たいサイト（番組）の 
ページを表示している時にを押すと、表 
示しているぺージはそのままで、 「 L モード」 
の接続を切断することびでをます。 

通信料金を節約してページを見る 
ときに便利です。 


懲 


巧^お知 S せ 

• PBX (構内交換機）、ホームテレホンなど発信先の電話ま号の先頭に0をつける必要びある通信機器を 
接続した場合は、 L モードをごネり用いただけません。 

《 NetFrant は、株式会社 ACCESS の日本およびその他の国における登録商標または商標でず。 

《本製品は、インターネット機能として株式会社 ACCESS ® NetFront を搭載しています。 

《本製品のソフトウエアの一部分に 、 Independent JPEG Group び開発したモジュールび含まれていまず。 
《 Copyright ( C ) 19日已 -2003 ACCESS CO ., LTD . 

※米国特許第4,已已8,302号および対応外国特許に基づくライセンスを取得しています。 

《この製品には、シャープ株式会社び液晶画面で見やすく、読みやすくなるよラ設計した LC フォントを搭 
載しています。ただし、絵記号など、一部 LC フォントでないものもあります。 

《 Datalight is a registered trademark of Datali 有 ht . ln 巳. 

FlashFX ™ is a trademark of Datalight , Inc . 

Copyri 旨 ht 1993-2002 Datalight , Inc ., All Right Reserved 
U . S.Patent Office 已 ,8 日0,082 / 已 ,2 巨 0,1 已己 



L モードについて 



ブラウザ 


4 

国 

6 





































r トップメニュ ー j 
び表示をれる 


2メインメニユー 
3マイメニユ ー 
4アドレス入力検索 
t ) 画面メモ 
日お気に入り 


• L モー ドの サービスを ご利用いただけます。 
(A) または （▼) で項目を逞んでください。 


を巧す 


♦待機画面に戻ります。 

• 「トップメニュー」画面でク U アポタンを 
押し、「はい」を選んで L / ま定ボタンを 
押す、と操作しても待機画面に戻ります。 


3 r 設定完了 J と表 

示された百 
@を巧す 


•アクセスポイント電話番号（センターま 
号）の親機への登録び終了します。 




CzJ 

'■ 


サービス利用時に 


1 

お客様電話番号の 


2 

通知び必要です。 

1 

3 

通知しますか？ 


4 

1はし、1 


6 

1いい充1 

; 

i ■ ■ 1クリア 



2 r はい J を選び、 

庭)対甲す 

• 「いいえ」を還択し、 L / 決定ボタンを押 
ずと「サービスご利用にはお客様電話番号 
の通知び必要です。」び表示され、サービ 
ス利用の設定びできません。「 L モード」 
をご利用になるとさは、「はい」び逞択さ 
れていることをお認し、 L / ミ夫定ボタンを 
押して < ださい。 

♦自動的に設定センターへ接続され、アクセ 
スポイント電話番号（センターま号）を取 
得します。 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 

■ r 接続にたがしました。 J と表巧されたとまは 

端末機器自動設定びラまく設定でをませんでし 
た。もラー度操作をやり直してください。また 
は、登録メニューから設定してください。（「端 
ホ機器自動設定」防日-19ぺージ） 

また、 「 L モード」を契約していないとさも表示 
されます。 

■ [ L モード J と通信中は 

ブラウヴマーク （ミミ i ) び表示および 「 L モード 
接続中」ランプび緑色に点灯している間は、電話 
やファクスは使えません。 


巧"お知6せ 

♦回線の状態によっては、まれに 「 L モード」と通 
信でさない場合びあります。 

♦引っ越しや移転などをしたとさは、端モ機器自動 
設をを行わないと 「 L モード」と通信でさなくな 
る場合びあります。 

• L / み定ボタンを押して接続中画面になってか 
日、センターとの接続に約30〜己□秒程度かかり 
ます。 



はじめて L モードを利用する 


% 


L モードを郵送や店頭で申し込まれたあと 、 L モードを 
はじめてご利用になるには、設定センターからアクセ 
スポイント電話番号（センターま号）を取得し、親機 
に登録するための操作を行います 。 L モードを親機の 
操作で申し込まれた場合 （0®= 己-3〜已 -4 ぺージ）は、 
6-1 9ページの端末機器自動設定をして < ださい。 


L モードを利用設定する 


操作のしかた 


^言ミ >'品 


はじめて L モードを利用する 
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はじめて L モードを利用する 




トップメニュー 


1 ^=11 
2 メインメニュ 
3マイメニュ ー 


4アドレス入力検索 

り画由]メモ- 

日お気に入り 
7ファッピイプラヴ 


お気に入り 


インターネットのアドレスを登録しておくと 
ずぐに表示することびでさます。 

フ アツ ピイプラザ) 

シャープスペースタウンの案内を表示します, 



メール 


メールの作成や送受信びでさます。 


メインメニュー 


生まに役立つ情報び取り出せまず。 


マイメニユ ー 


お気に入りの番組をマイメニューに登録してお 
くと、すぐに表示させることびでをます。 


アドレス入力検索 


ホームページのアドレスを入力ずるとインター 
ネット上のホームページを見ることびでをます。 


画面メモ 


表示させた画面を保存することびでさます。 


用語について 

ゲートウェイ： 

異なるプロトコルを持つネットワークを相互に接続 
するための、八ードウェアやソフトウェアのこと。 

3ンテンジ： 

コンピュータで、画像、動画、音声、文章などを 
を且み合わせて、一つの作品として仕上げたをの。 

サイト： 

サーバび設置された場所のこと。おちにインター 
ネット上のサーバに巧して使ラ。 

ダウンロード： 

他のコンピュータ上にあるデータを、ネットワー 
クを通じて 自 分の端末側にコピーすること。 

センター： 

メールの送受信やブラウヴページの閲覧をするた 
めに、回線を接続ずるところ。 


タグ： 

ファイルの中の特定の場所につけられた印のこと。 
そのタグを指定することで、その場所へ簡単に 
移動でをる。 

URL r ユーアールエル J : 

Uniform Resource Locator ©略。 www Tr 
使われる、インターネット上の情報にアクセス 
ずるち法をおす表記。（インターネットの URL 
のことをアドレスと呼ぶことをある） 
「http://www.000.cajp/AAA/」 というように、 
「プ □ トコル：//サーバ名/パス名」と記述される。 


L モードやサイトによっては r パスワード J び 
必要にな日まず。 

>バスワードの変更のしかた（防=6-11〜己 -12 
ぺージ） 

別途 NTT か5提供される 「 L モード使用説明書」 
ちご覧ください。 


@"お知6せ 

• 停電などで電源び切れるとアクセスポイント電話 
ま号（センターま号）び消去されます。をラー度 
操作をして登録し直してください。 

(B を巨-已ページ） 

参端末機器自動設定中に、電話やファクスは使用で 
さません。 



L モードの トツプ メニューについて 


はじめて L モードを利用する 
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トップメニュー I 


「 L モー问利用時は液晶ディスプレイに巧の様に表示されます。各メニューやぺージ等で表示される内容び変わります。 


: S ： (ブラウザ マー ク） 

「 L モード」へ接続している間、 
表おまたは点滅しています。 

表示中は通信料金びかかりまず。 
「 L モード」の接続び切れる 
とミミ S (ブラウヴマーク）は消 
えます。 


メニ ュー 

メニューの項目び表示されま 
す。選ばれている項目び 

オレンジ色）の力 
ーソルで表示されます。 
項目を表示するには;'、また 
は''、 T ,'| で項目を選んで 
を押します。 

ただし、一部ご利用になれな 
いサイトびあ0ます。 


/決定 


0 ( 1 ( 1:115 

接続時間の目まを分単位で表 
术しよす。 

-:暗号化' 

暗号化通信中に表示し 
ふ当 0 


画面の読み込みび終わるまで 
の目まを目盛りで表示します。 

® ち向表示 

サイトを表示しているとさや 
文字入カモードのとをに、ぺ 
ージやカーソ>1レの移動び可能 
なち向び表示されます。 

圧）は、画面びスク□ールで 
さるち向や選べる項目びある 
ち向を表示します。また 
は:、▼}を押して操作してくだ 
さし心 

〇は、1つ前のぺージに戻 
る、または1つ先のページに 
進むことびできるとさに表示 
され串す。1つ前に戻るとき 
はを、1つ先に進むとさ 
を押してください。 


、 1-2 _ァ_ツピ_ィ_7うブ_ _ 

I 广 —' ■广 I ク IJ デ 


接続, 


000:0 5 1 暗号化"|| 


口 


クリア 

I 。り了 び表示されているとさ 
に、を押すとなのよラ 
に動作します。 

. ブラウヴサービスを使用し 
ているとさは、トップメニユ 
一び表示されます。 

-メールの操作をしていると 
きは、]っ前の画面び表示さ 
れます。 


巧^お知5せ 

• コンテンツによっては、ご利用になるために情報料び必要なをのびありまず。 

• コンテンツ提供者のサービスには、ご利用の際に別途お申し込みび必要なをのびあります。 

♦ 「 L モード」対応のページし U 外は正しく表示されない場合びあります。 

•「 L モード」対応のページとは、 「 L モード」に対応したタグ（ファイル中の特定の場所につけられた 
印）などで作成されたものです。文字のみのページや、画像 （ GIF 、 JPEG 形式のみ）を表示でさます。 
参トップメニューを表示しているとき、 「 L モード」と回線び接続されている場合もあります。回線び接 
続されている場合は、フラウヴマークび表示されています。 

• この取扱説明書の説明用画面は、実際の画面と字体や形状び異なる場合びあります。 



瓜 

信止 


を押しまず。 


顯モ娜します。 


はじめて L モードを利用する 


% 


L モード利用時のディスプレイ表示 


表示はそのままで 「 L モード J の 
接続を切断ずるときは 


「 L モード」を終了ずるときは 


y 心ミ'1 


索 
一検 
ユ-力 

ニユ入り 
メニスモ入 
ンメレメに 

イイド面気 

メマア画お 


はじめて L モ I ドを利用する 



6-7 










































% 


L モード利用時の文字入力について 


メールの宛先（メールアドレス）-題名-本でやサイト（番組）のページなどで漢字-ひらがな-カタカナ 
英数字-絵文字などを入れることがでさます。 


文字入カモード画面について 


(例：本文の入力画面） 


表示エリア 

確定した艾字が叫 
表示されます。 




回回回回 KV 夕'か'•口 A X '—、；：■：； 
地を々寺をぐ晒 r 如つ^ 
222 f f ? ff がの n i =3 w マ■扣©可 

马雌圆 S ;) 叫面3命1面罪!扇麗 
陋西®西替成な S &0 至弦)@ 
聲リごみ®が巧え回造月岂 
爸 D 百回凸曰回 B 回回回を一-; 

を S 媒 S け S 速 A 霉!壁©©0窃 
刮瑞ぞ aQ £? Sr 1 田3お品0 
百«夕 II タジ日靈9が載 W 
む S 化0を— 一* oVJ ん;- _- 。苗连 
^ U V * S 亟載 ◎〜= ち陋 

G 画必團圍圓園 Wt 國お A 巧 
<4* 涵お* r 幸蘇度普狂貨 I ® 喧 
oa を 1*4 ご打;^ gw 



給文字一覽 


を押すごとに、入カモードび切り替わりまず。 


[漢/かな] 

[カナ] 


陕] 


[数] 


半[カナ] 

' 全ち漢字/かな 

—► 全ちカナ入力 

— ► 

全角英字入力 

— ► 

全ち数字入力 

— ► 

半ちカナ入力- 

入カモード 

モード 


モード 


モード 


モード 


文字入カモードの切替え 


;0 


L モード利用時の文字入力について 



⑩ K 脚 Nlfl A © おみ恐〇?回 
© v ? l 相©丄；：；：；：！： A を\わす®亞回 
®^「 u 邮感^^^窗媒ゴを澄》卵©运圓 
⑩出トン^面一^^け M を—抬み〇面回 
® u だ训@#0>\18;丽 I 乂疏♦•図図 
⑥—な圓 © J 宁化《を^◎♦あぶの 
©@f •^ジ化 III sdrslll@v み々回 I 口 I 
®®* 口訪^ •__. 朱鸣0初国&ご@'3叫品| 
⑤⑩ミリお伽剛=}な1圆ザ- 
®<©xr " な no © A の^哲\查 il 
⑤©於ドル" 聯： み固 \ A_cf 
②®训巧 H 邮益：-2夕 &© お亞 
①⑩ wrw 喊 L 5 -⑩目 IL 9 圆搜 IVI と 
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操作のしかた 


漢字/かな入カモードで文字を入力します。 


:▲) または： ▼) で 
义字を入力する 
頃目を選ぶ 


巧 


^新規メール作成 " 
巧先 | 0 "り" 6 湯"，け. z | 
題名 I お元気でずか I 
本文 


死 


r ク IJ ア 


参選んだ項目は太線の枠でオレンジ色に表示 
されまず。 


B を巧す 


因 


魔/かな] 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


交宇巧が 




取消 


•夕字入カモードに切り替わります。 


ダイヤルボタンで 
文字を入力する 

(例）「ひさ」と入 
力します。 


日 1 

蹲/かな] 


>ひさ 

[ダイヤル]で文字入力，颗消]で 


巧巧「採用音訓 I 取消 


•変換しないとをは、 L / 決定ボタンを巧し 
ます。 


または 

0 - 

f 音訓 を巧して 

0 

漢字にを換する 


日 1 

魔/かな] 


>义 

【ダイヤル]で文字入力，熙消]で 


巧巧「採用音訓 I 取消 


•変換したで字が表示されます。 


使いたい文字に 
変換をれるまで 

^または 
"を巧す 


音訓 

0 


口 

魔/かな] 


[ダイヤル]で文字入力，晒消]で 


を巧「採用^音訓^取消 


♦ボタンを押すたびに切り替わります。 

(A) または |: T ) で逞ぶことをできます。 

参反転表示されている文字までび変換されます。 

‘、:<1またはで変換したい文字の範囲を 
調整することびでさまず。 


採用 

0 


を巧す 


义 


> 


臨/かな] 


[ダイヤル]で文字入力，晒消]で 


を宇切が 




取消 


-文字を削除するとさは- 

① みで削除したい文字に 
力ーソルを合わせる。 

② 取ミ肖ボタンを巧すと選択した文字び削 
除される。 

-削除したをろので字び詰まります。 


手順3〜目を繰 
り返し巧って文 
宣を入力する 


日 I 

镇/かな] 

义しぶりです。お元気でずか 


> 

[ダ仆ル]で文き入力，[取消]で 


1 文宇鹏 r 


死 


取ミ肖 


■ 透中でやめるとまは 

を巧します。（待機画面に戻ります。 


文章の入力が終 

鷄 5' S 




I 新規メール作成 I 


宛先！…… m@n. yy. 


題名區元気ですか 


本文区しぶりです。お元 
to ですか 




广ク U ア 


•夕字入カモードが終了して手順1の画面に 
おし永 si 〇 


L モード利用時の义字入力について 


% 


文字を入力する 


L モード利用時の文字入力について 



ブラウザ 
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ぶまたは; V ) で 
女字を入力する 
頃目を選ぶ 


で 


^ 新規メール作成 " 
宛先 I 日 … 34 日日 7 日 @nTy 77 ^ 
題名 I お元気でずか ~ 
本夕 


•選んだ項目は太線の枠でオレンジ色に表示 
されます。 


@を巧す 




魔 / かな ] 


[ ダイヤル ] で文宇入力，颗淵 ’ 


なき切き r 


取消 


•文字入カモードに切り替わります。 


，文^鹏を数回巧 

して入カモード 
を選ぶ 






[ が ] 

I 

> 

[ ダイヤル ] で文字入力 , 

颗潮で 

I 交宇切替' I メニユ 

—'取消 


選んだ入カモードが画面ち上に表示されます。 

トン 

•文字の入カモードび半[英]のとをリジを押 
すとサイト（ま組）やメールのアドレスと 
してよ<使われる文字び表示されます。 

@を押して、文字を選んだあと L / 決定 
ボタンを巧します。 

卜-ジ 

一©を押すたびに切り替わります一 

「. co . jp 」 r . ne . jp 」 r . ac . jp 」「. com 」 
r @ pipopa . ne . jp 」 「 www 」 


ダイヤルボタンで 
义字を入力する 



[机 


マイ 

> 

[ ダイヤル ] で文字入力 , 

願潮で 

义き切替' I メニユ 

—'取消 


>入力した文字は表示エリアに表示されます。 
次の文字を入力するか、文字切替ボタンを 
押すと入力した文字びお定します。 

—文字を削除ずるときは-, 


① ’:▲) ’:平）‘ で削除したい文字に 
カーソルを合わせる。 

② 取消ボタンを巧すと選択したス字び削 
除される。 

-削除した後ろの文字び詰まります。 


■ 改行ずるとをは 

|:_ A ) I :扣勺：、卜で改行したい場所のすぐをろの 
文字にカーソルを合わせて、ダイヤルボタンで 
巧^ (改行）を押してください。表示エ U アには 4 J 
び表ホされます。（全角1文字分に相当します。） 
メールの本文入力時のみ入力でさます。ただし、 
数字入カモードや半角数字入カモードのとさは 
「#」び入力されて改行は入力されません。 

■ 定型义を巧入ずるとをは 

文字入カモードび表示されている状態でメニュー 
ボタンを巧して定型でを挿入する操作をしてくだ 
I さい。 （ I ® '日-44ぺージ） 


5义字の入力び終わった百、を巧す 

♦文字入カモードび終了して手順1の画面に 
戻ります。 

■ 途中でやめるとまは 

[證)を巧します。府機画面に戻ります。） 

■ 文字を巧入ずるとさは 

^ 0で挿入したい場所のすぐをろの夕 
字にカーソルを合わせて新しく文字を入力しまず。 
■ 区点モードで义字を入力ずるとまは 

①手順3で[区点](区点入カモード）を還ぶ 
③ダイヤルボタンで区点コードを入力する 
区点コードは、区点コードー覧表 ( B ®=9-12 
〜 9-23 ぺージ）を参照してください。 

③入力した区点コードの文字び表示エ U アに表 
示されます。 

■ 給义字モードで义字を入力するとさは 

① 手順3で[絵文字](絵夕字入カモード）を選ぶ 

② 1:4) I :扣马>兵 で入力 したい絵文字を還ぶ 

③ 區]を押す 

選択した文字び表おェ U ァに表示されます。 

巧^お知 6 せ 

♦巧手側び 「 L モード」和用ち L ソ外（パソコンや携 
帯電話など）の場合は、半角カタカナや絵文字を 
使巧しないでください。相手側でうまく表おでき 
ない場合びあります。 


% 


L モード利用時の义字入力について 


操作のしかた 


カナ■英字-数字モードで文字を入力します。 


L モード利用時の文字入力について 



〇 

1 

を 










































1 Ip を巧し、 

みまたは: y ) で 
インメニ; 1 -J 
を選ぶ 


2国を巧し、 

▲またはみで 
[ L モードコー 
ナー J を選ぶ 


3 14 kl を巧し、 

▲または: T ) で 
r L モード各種 
設を J を選ぶ 


4 BI を巧し、 

r パスワード 
設ぞ J を選ぶ 


5陸 y を巧し、 

パスワード 
入力欄を選ぶ 


6陸 y を巧す 



臟中-色 0(1:05 . ■ 

クつン户- L — 

mi Ci - ij 7 h 

の撰べる に] -u スト 

，じ] 

巧! で気ろ報 
印タウンページ 

の今円の 5. わ TI ソク 

肺おがみ 別’シ’ン 

mmemm 


' 'メニュー 

1 ク U ア 



トップ;ニュー 

1メール 

山 

2 二 ご山 

3 マイメニユ ー 

4 アドレス入力検索 
已画面メモ 
日お気に入り 

み 

i 

1 ■ ■ 1 ク U ア 


砂 〇:11& ,■ 

■姐 

L トト’コ-卜 

mi 葦巧 

のち料表維利巧滿誌 


円11 f - 卜‘ち薄訪ず 


fUl 房る 


1 ' 'メ ニユー 

ク U ア 


. 綿ホ り〇〇:〇& 

L モード各種設定 
m パスワード課を 

巧|_メ~ル設定 
のお客様情報設を 

の1が々 

巧メと/に 1- へ屋る 


死 


クし 


パスワード 


□パスワード保を 


0K 


L キャンセル」 


所 


離申 な C 


半機 


[ダイヤル]で文字入力，願潮 


巧切が 




取 


7変更前のパスワー 
ド（数字 4 巧）を 
入力する 


: 径篇中を00:115 

〇 
半[数] 


> 

[ダイヤル]で文字入力, 

廠潮で 

1文宇切き' 1 メニュ 

-'取消 


♦文字の入力ち法については、 「 L モード利用 
時の文字入力について」をご覧ください。 
(防日-8〜巨 -10 ぺージ） 

•ご契約時は「0000」（数字4巧）に設定さ 
れています。 

• 2 回目し U 降の変更の場合は、ご自分の設定さ 
れたパスワードを入力します。 


g を巧ず 


,臓中©〇〇:〇 


パスワード 

1¢¢?? 1 

□パスワード 

呆存 

1 0 K 

1キヤ如レ 


で 


r ク U ア 


•パスワードは「****」と表示されます。 
(ほかのちに見られるのを防ぐためです。） 


4) またはホで 
roKj を選ぶ 


10園を巧し、 
r パスワード 
巧更 J を選ぶ 


§，.接活中 ©00； 


パスワード 

1**串ホ 1 

□パスワード 

呆を 

1 0 K 

1キャンセル 


rs 


... 臨，- 00 0:0 5 . 

パスワード設定 
m パスワ三ド変更 

巧パスワード要否 
のパスワ~ド設をげ况 

の]房る 

巧2^インに：!-へ房る 


で 




ク U ア 


次ぺージへ- 


パスワードを変更/入力する 


% 


I パスワードを巧更する 

L モードのご利用にあたり、お客様のお認び必要な場 
合はパスワード（数字4ケタ）の入力び必要になりま 
ず。ご契約時には「0000」に設定されていまずび、 
他のちに不正に利用されることを防ぐために、お客様 
独自のパスワードに変更していただくことをおすずめ 
します。詳しくは、別途 NTT から提供される 「L 
モード使用説明書」をご覧ください。 


-パスワードび化要な場合—— 

(すべて同じノくスワードを使用してください。 
♦有料ま組の申込および解約 
♦ L 案内 メール サービスの申込および解約 
♦パスワードの変更 

各種サービス機能の変更や設定 


操作のしかた 


パスワ—ドを変更/入力する 



メ—ルブラウザ 


口 


百' 


で I 消 
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パスワードを変更/入力する 


►つづを 


11 陸 y を巧し、 

:▲) または ： ▼) 

で巧パスワード 
入力欄を選ぶ 

12 位 sj を巧し、新パ 
スワード（数き 
4 巧）を入力す 
る 


13 位 d を巧し、 

:▲) または ： ▼) 
で巧パスワード 
再入力欄を選ぶ 


14 yg を巧し、手順 

12 と同じ巧パス 
つ —ドを再度入 
力する 


ミ•■ぷ觀_鐵 D : fl 5 ^——括 

がスワ-ドを変更します。 
説明を読む 
新パ‘スワ-ドの入力 

ちラー度、新がスワ-ドを入 
力して下さい。 


巧 


nj7u ア 


i 径沒中 g )00 ；OS . 

〇 

半觀] 

串串ネ«! 

> 

[ダ仆ル]で文字入力, 

願潮で 

[文字切 gl 1メニュ 

-'取消 


1 日国を巧し、 
a) または； y ) で 
じ夫を J を選ぶ 


1 日 g を巧す 


ミ".鮮沖键111:05 - j 

饥リパ'江肌 4_) 

新スワ-ドの入力 

■说 



ちラー度、新 A ‘スワ-ドを入 

力して下さい。 


师臣み 


' ' «メ ニュ- 

-< ク U ア 


ミ"巡^り10:05 ら J 

言及お引 :; _r 

K スワ-卜‘を変更しました。 

の]房る 

运メインに]-へ民る 


f メ ニニ 


\) くスワードが変更されました。 


;"載り00:05 を 

\\ K 广で を没:ぞレホ9 〇 

説明を読む 
新がスワ-ドの入力 
[ m*l 

をラー度、新け’スワ-ドを入 
力して下さい。 


^3^ 


〇 

半戲] 


S 巧瓷.ホ ©00:05 

%%%% 

> 

[ダ仆ル] で文き入力，[取消]で 


咬宇切が 




取消 


をお知 S せ 

参パスワードを変更されない場合ま「0000徽字 
4ケタ）」をバスワードとして設定されたと見な 
します。 

参パスワードは他人に知られないよラ十分ごを意く 
ださい。 

• ) くスワードのを要方法や設定の状況をお認するち 
法については、別を NTT から提供される 「L 
モード使用説明書」をご覧ください。に003年 
1月現な） 


% 


パスワ—ドを変更/入力する 
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パスワード入力 
画面び奉示され 
た5、または 
{▼でパスワード 
人力欄を選ぶ 

慶)を巧す 


ミミ;ぶ进 


パスワード 

I I 

□パスワード 

呆を 


I キャンセル 


因 


Iク U ア 



パスワード（数 
字 4 巧）を入力 
する 


担圏を巧して 
▼で roKj を 
選ぶ 


I- 

〇 
半[数] 



> 

[ダ仆ル]で文字入力, 

颇潮で 

巧宇切き' 1 メニュ 

取ミ肖 


: 控 a 中 ' ©10； 


パスワード 

1**** 1 

□パスワード 

呆存 

1 0K 

!キ巾ンかレ 


巧 


>パスワードは「****」と表示されます。 
(ほかの方にちられるのを防ぐためでず。） 


■ パスワード巧巧について 

パスワードを入力ずるとき、‘'、または‘’ス,' I で 

「パスワード保存」を選び、 l / fel を巧してチェッ 
クを入れると、パスワードび保存されます。 
パスワードを保存すると、2回目からはパスワー 
ド入力画面び表示されなくなり、入力の手間び省 
けます。 

ただし、ほかのちをパスワードなしで操作できる 
よラになるため、ごを意<ださい。 



巧^お知6せ 

• 間違ったバスワードを入力した場合は再度パス 
ワード入力画面び表示されます。この場合はパス 
ワードをお確かめのラえもラー度バスワードの入 
力操作を行ってください。 

• ) くスワードを4回連続して間違えて入力すると、 
メッセージび表示され、通信び自動的に切断され 
ます。 

• ! くスワードを保存した場合はご契約者本人しソ外の 
ちび本商品から L モードを利用したとをにを保存 
したパスワードび自動的に送信されます。 

本来;（スワード入力び必要なサービスをご契約者 
と同様に利用可能となりますのでごを意くださ 
い。 

• ! くスワード入力の要/不要を設定でさる項目は、 

「マイメニューの利用」「メールサービスの利 
用」「サイト（ま組）の閲覧」です。詳しくは、 

「 L モード使用説明書」をご覧ください。 

•パスワードをお忘れになった場合については、 

「 L モード使用説明書」をご覧ください。 


I パスワードを入力する 

ご契約後初めてお使いになるとさは、バスワードび 
「0000」に設定されています。「0000」化列の 
) くスワードをお使いになる場合は、 r ; f スワードをを 
更する」（豚日-11〜己 -1 2ぺージ）の操作でバス 
ワードを変更ずることびできまず。 


パスワードを変更/入力する 


% 


操作のしかた 


パスワ—ドを変更/入力する 



6-13 































































1[ g を巧し、 

:左)または: V) で 
i ■メインメニュ 
- J を選ぶ 

2レを y を巧し、 

:、▲)または:，)で 
[ L モードコー 
ナー J を選ぶ 

3 •定 I を巧し、 

▲1 または: T ) で 
r L モード各種 
設を J を選ぶ 

4這 y を巧し、 

:▲) または：▼:で 
[L メ叫 
を選ぶ 

5 を巧す 


S --» 因 

トップメニユ ー^™ 

1六ール _心 

3マイメニユー み 

4アドレス入力検索 i 
b 画面メモ み/ 

日お気に入り 一 


广ク U ア 


" 辣0:115 

クつンク ー_ 

mL に]- IJ スト 
医際べるに 1- リスト 


で 


の天 丸ホ 報 
曲タウンページ 


の今日 の M チ I ック 


を I と)巧な バカ ソ’ - 




厂クリア 


ミ •.接顔 L を oo:os ■ 

L トト， ] -卜 
mi 莫の 

のち料番組利田お說 

■说 

间 I f - ドち種訪を 


巧!房る 


I I 'メニュー 

クリア 


" 飯を绍0:05 

L モード各種設定 
m パスワ~ド記を 

I ご1 L メ——^レ基；刀二 
阿お客様情報設定 

阿戻る 

巧公ンむ-へ屋る 


で 


死 


ク U ア 


1,. 送房中000： 


パスワード 

I I 

□パスワード 

呆を 

I 0K 

I キトンがレ 


で 


I ク U ア 


お客様の設まされた 
パスワード（設定し 
ていないとをは数字 

の rooooj ) を 

入力し、: ▲) または 
女で roKj を還ぶ 

(陪日-13ぺージ） 


パスワード 

M ** I 

□パスワード 

呆を 

I 日 K 

I キャンセル 


巧 


7陸 y を巧し、 

r マイアドレス 
設を J を選ぶ 


8 園を巧し、 

I ■登録/頸 J 
を選ぶ 


EI を巧す 


•• 雜も。〇0:0を ’ iam 
L メール設定 
1717がドレス設定 

巧夕-ル乾巧設定 ■ 

な着信お断りメ-ル詰を 

印) M レグル-了設を 
の L 秦の)!-ルサ-ビス巧みみ 


巧 


死 


ク IJ ア 


ミ••逸!もり!}0:05 巧 

マイアドレス設定 
m 替緑/ 瘦を 

巧削除 

[^電56をで;/レスのイ并 ffi 言受 

を 

曲設た確韶 

师戻る 




§，.挂房中6〇〇:11& 

現在の7イアト’レス 

01234 5 6 7 8 9 @pipopa, ne, i 

を変更いたします。 

マイアト‘レスを登録しまず。 
説日月を読む 

載希 望 


で 




ク U ア 


1日： ▼) で博1巧望 J 
の頂目を選び、 
g を巧してか 
5、7イアドレス 
(@よ日前の部 
分）を入力ずる 

11 g を巧す 


ミ"^ i * ©00:05 ■ 

ii 

半劇 

i keda 

> 

[ダ仆ル]で 文字切替, 

願消] で 

I 交字切替' I メニュ 

—'取消 


"，辑。〇0:05心 担 

マイアト’ レスを登録します。 

説明を読む 

第 1希望 _ 

llkeda _ 1 

@pipopa, ne. jp 
第 2 希望 


巧 


r ク u ア 


> 第 1 希望の欄に入力したアドレスび表おさ 
れます。 

巧ぺージへ- ► 


S マイアドレスを変更ずる 

メールアドレスは、ご契約時には「お客様の電話番号 @ pipopa . ne . jp 」 になっています。これを、「マイア 
ドレス（お客様び任意に選ぶアドレス） © pipopa . ne . jpj にをえることびできまず。 

不要なメール（迷惑メールなど）を受け取らないよラにするために、マイアドレスへの変更をおすずめしま 
す。詳しくは、別途 NTT か5提供される 「 L モード使用説明書」もあわせてご覧ください。 


操作のしかた 


マイアドレスを変更する 
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マイアドレスを巧更する 

-つづを 


■ マイアドレスに使える义字 

’まえる文字 


半角英数字 

A 〜 Z (大文字、ル文字の区別なし） 〇〜9 

記号 

一（八イフン） 

(アンダーバー） 

. (ピリオド） 

※ピ U オドは最後の一で字には使 
用でさません。 

文字数 

3文字し U 上 I 已文字し U 内 


マイアドレスの部分は、ご自分のお名前そのをの 
や簡単な英数字の組み合わせ（例： ABCDe 、 

1 234 A ) など他のちに容易に巧測されやすいを 
のは、迷惑メールや間違いメールび届く原因とを 
なりますので、文字の組み合わせには十分気をつ 
けて、お選びください。 

選ばれたマイアドレスび、既に他のお客さまに使 
ねれている場合には、 その了 ドレスはご利用いた 
だけません。 

資^お知5せ 

• マイアドレスの設定には通信料びかかります。 

• マイアドレスへの変更を完了しますと、すぐに新しいメールアドレスをご利用になれます。 

• マイアドレスは何回でも変更することびでさます。 

• マイアドレスを変更してから一定期間内は、変更したお客さまのみび変更前のマイアドレスに戻すこと 
びできます。その期間内は変更前のマイアドレスび他のお客さまへ巧供されることはありません。 


• メールアドレスの変更後も、アドレスを変更する前に届いていた未読メールを読むことびできます。 

• お弓越しなどによりお客さまのご和用電話ま号び変更になった場合、電話番号アドレス（ご利用電話番 
号 @ pipopa . ne . jp ) は変わりますび、マイアドレスは変更されません。 



変更前マイアドレスのご利用期間 

マイアドレス変更後に、変更前の 
マイアドレスに戻ずことびできる期間 

I 曰未満に4時間!;(内） 

なし 

I 曰し U 上 10 日未満 

マイアドレスを変更を 10 日間 

]〇曰 LU 上 

マイアドレスを変更を日0日間 


12第2巧望、第3 
巧望のマイアド 
レスち手順10〜 
11と同じよ5に 
入力する 


1 3 すべて入力び終 
ねつた5、 
r 巧定 J を選び、 
區 I を巧す 

ミ"纖过|〇:〇5 W 

=/ T,l ' I パ 

日义 /£ ァ G J 

あなたの新しい7イアト’レスは 

I keda 則 ipopa . ne.ip 
です。 

の]房る 

巧 X インに 1- へ房る 


I 1 'メニュー'クリア 


♦登録したマイアドレスび表示されます。 

•ほかのお客様び使用しているマイアドレス 
は登録できません。 

♦画面に「ご希望のメールアドレスはすでに 
使用されていまず。」と表示された場合 
は、メールアドレスの変更びでをませんで 
したので、再度別のマイアドレスの入力を 
お試しください。 


マイアドレスを変更する 



メ—ルブラウザ 
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s 途惑 メールを 防止ずる 


L 着信お断りメールのアドレスを登録する 

迷惑メールを防止するにはなの2つのち法びあ0ます。 

□ マイアドレスを設定ずる（防巨-14〜巨 -1 已ぺージ） 

P 迷惑メールのお断り機能を利用ずる 

については、送信元のメールアドレスびねかっている迷惑メールや勧誘メールなどの不要なメールをあらか 
じめ登録しておくと、登録したメールアドレスから送5れてくるメールの受信を拒否することびでさます。 

•登録できるメールアドレスは最大30件までです。 

♦詳しくは、 「 L モード使用説明書」をご覧ください。 


操作のしかた 


迷 

惑 

メ 

I 

ル 

を 

防 

止 

す 

る 



1を巧し、 
、または ： Tit 
r メインメニュ 
一 J を選ぶ 

2 15を巧し、 
.▲'またはみで 
TL モードコー 
ナ ー1 を選ぶ 

3 し y を巧し、 

みまたは： ▼) で 
r L モード各種 
設定 J を選ぶ 

4幽を巧し、 

:▲) または:. ▼) で 
[L メール設を！ 
を選ぶ 




トップメニュ - 
1メール 


3マイメニユー み 

4アドレス入力検索 
b 画面メモ み^ 

日お気に入り 、グ- 


r ク U ア 


mL に] - U スト 
の選べるにトリスト 

閒で気ち報 
印タウンページ 

の今日 の M チ I ック 


あ]お巧み別’シ’: 


呢 


r ク U ア 


©0 0:0 5 , ■ 

Lf-K ]- す- 
rriL 案巧 

巧ち料番組利巧確認 
间 L モ-ドさ種設定 
师おる 


•で 


に） 


ク U ア 


ミ".趟^卿 0:05. IH 

L モード各種設定 
m パスワ~ド設定 

巧[:メこル設を 
间お客様情報設定 

[01 戾な 

巧メインに 1- へ戻る 


で 




r ク U ア 



5 EB を巧し、 

r 着信お断日 
メール設を J を 
選ぶ 

ミ—.獲も径〇0:05 . wmam ち] 

L ール設定 
m 7 イアト‘レス說を 

の) HI ; 鼠;关訊を 
円!着信お脱り) (- II , 訪を 

阿]) HI ぶル-7’ 款巧 
の I 辜が iX -ルサ-卜‘ 7ち;入み. 

解約 

' けニユー'クリア 

6 EB を巧し、 
r お断0メール 
万 ドレスの登録 J 
を選ぶ 

ミ".^^一 山 

着信お断りメール設定 
m お斷 nx - iij 卜‘ I 。の菁綜 

巧お齡外‘レスの削除 

閒訪を確認 

の戻る 

货別'ノに卜へ房る 

I I 'メニユー'クリア 


EI を巧す 


" 墜を00:05 户. Q 

現在の登録されているお断 
りメ - I げドレスはありません。 
あと3日件登録でさます。 
説明を読む 

お斷〇のメ-ルアト’レスの入力 


ク IJ ア 


:で[お断り 
メールアドレス 
の入力 J のテキ 
ストボックスを 
選ぶ 

庭)を巧す 


ミ"里。00:05 一 ^巧 

現在の登録されているお断 
りメ-ル7ドレスはありません。 
あと3日件登録でさます。 
説明を読む 

お断りのメ-ルアドレスの入力 ， 


— □ 

半劇 


5.. 接房中 Q 00：05, 

I 

> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


I 交字切き「 




取消 


10お断 D メール 
アドレスを 
入力する 



mill) 

半晩 

abcdefg @ xxxx , yyy | 

> 

[夕‘仆ル]で文字入力, 

願潮で 

i 文字切替' I メニュ 

—' 取ミ肖 


♦登録可能なメールアドレスの文字は、半ち 
で已〇文字 L ツ内です。 

次ぺージへ一 
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迭惑メールを防止する 

つづせ 


■ お断 D メールアドレスを削除ずるには 

① 手順日で r お断りメールアドレスの削除」を 
選ぶ 

② し y を巧し、 I : A ) または味 I でお断りメール 
アドレスび表示されているテキストボックス 
を愚 3'; 

③ Ijy を巧し、 i : A ) または I :ス）で削除するお断 
りメールアドレスを選ぶ 

④ 国を巧し、みで r ミ夫定」を選ぶ 

⑤ ( S を巧し、「はい」を選ぶ 

⑥ 區)を巧す 

⑦ お断りメールアドレスの削除を続ける場合 
は、’: ▼) で「削除を続ける」を選ぶ 

⑨上記の③から操作する 


をお知6せ 

•「 L モード」通信中は、通信料金びかかります。 

♦各還択画面の項目や表示順などは、変更されるこ 
とびありまず。 

参着信お断りメール送信ちび、グループアドレスを 
変更している場合、電話番号および任意のグルー 
プアドレスの両方に巧して迷惑メールお断り機能 
び働さ、メールの受信を拒否します。 

グループについては 「 L モード使用説明書」を参 
照してください。 

•着信お断り機能を設定すると、マイアドレスと利 
用電話番号アドレスの併用をしている場合、利用 
電話番号アドレスおよびマイアドレスの両方に巧 
して迷惑メールお断り機能び働を、メールの受信 
を拒否しまず。 

• 迷惑メールお断り機能び働さ、メールの受信を拒 
否した場合、巧手のちには送信されてをたメール 
に「こちらは L メールシステムです。受信者のご 
都合によりメールを送信でさませんでした。」を 
付け加え返信します。 

♦マイアドレスと利用電話番号アドレスを併用して 
いる場合、送信ずるメールの送信元アドレスはマ 
イアドレスとなります。（2003年]月現在） 



11恩を巧す 


•觀中到0:05 一. 巧 

現在の登録されているお断り 
メ-ルアト‘レスはありません。 

あと3日件登録できます。 
説明を読む 

お断りのメ-ルアドレスの入力 


邮耐 g 画 nn. VVV 


ア 


>登録されているお断り;<ールアドレスの件 
数が表示されます。 


12みでじ夫を J 

*歌、恩を 


ミ"離中 Q0 0 : 0 5, 

% iJ 

=rbi4-n— I 
巧疋兀 J 

abcdefg@xxn. yyy 
を登録しました。 

背緑を締ける 
の]房る 

巧がパこ 1- へ房る 


1 ホ巧 1 


' | メニユー》クリア 


>「登録を続ける」を選び L / ミ夫定ボタンを押 
すと続けてお断りのメールアドレスを登録 
ずることびでさます。 


>お断りメールアドレスの登録び完了し、 
録内容び表示されます。 


A 


迷惑メ I ルを防止する 
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「 L モード」にアクセスしてから、回線び接続されたままで設定した時間びたつと、自動的に回線 
を切断します。（操作中やプリント中でも切断します。） 

01分〜10分または無監視に設定でをます。無監視に設定した場合でも、 「 L モード」とデータの 
やりとりび一定時間ない場合は回線び切断されますのでごま意ください。 


親機で設定しまず 

ん 「L モー ド設赴 

W を還ぶ 


登録 

0 


[ : d 

、 「メール自動受信」 

(■ミ"1 

/ミ夫定 ^ 

^を選ぶ > 

/巧定 


♦> 


〇メールを自動受信する 
♦>> ©メールを自動受信しない含皆 g | 
のどちらかを選ぶ 


自動受信 
する 


自動受信 
しない 


I UK I 

を選ぶ 
I UK I 

を選ぶ 


細2娜す ♦> 


/km 


2回押して 
設定終了 


か 


1メール至隨通知び届くたびに受信 ( 1 が己が 
2指定した時刻に受信 L 確の 

3指定した時刻にメール至幢通知び_ 

届いていたら受信 
のいずれかを選ぶ 


2、3を 
選択 


無 


I QK I 

を選ぶ 


/km 


I QK I 

を選ぶ 




国 

2回押す 


か 

か 


か 


1を選択^ 


q 3回押して 


/決定 


設定終了 


2、3を 
選択 


または I 平で 
時刻を選ぶ 
(0 時〜23時） 


/fej 


I QK I 

を還ぶ 


為 


3回押して 
設定終了 


「 L モード」に蓄積された新着メールを、自動的に受信する機能の設定びでをます。 
くわしい設定のしかたは、日-32〜已 -33 ぺージをご覧ください。 


親機で設定します 


登録 

0 


「L モー ド設定」 

を選ぶ 


■ 

、「切りちれ防止 タイマー」^ 

[■ミ "\ 

レミ夫定1 1 

,を動'; > 

/ ミ綻 


♦> •国 


:_夺,1または’,,1で愚 3'; 
の1分〜10分または無監撒 


国 


I UK I 

を選ぶ 


か 

国 
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■ 途中でやめるとまは 

を押します。 


■ 前に戻るときは 

I ク之ァを巧します。 


[ 切りちれ防止タイマー 


S L モードを便利に®う 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨンキーの ’:▲) またはで選びます。 


(例） 

皆綺呼巧 


登録設定 

1 初期登録 


1 初期登録 


2 読上げボイス設定 

'▼1 ホ巧!才 

2 読上げボイス設定 


3 から<り時計設定 

、、▼,の甲 9 、 

3 からぐり時計設定 


4 おをしろ便利機能設定 


4 おちしろ便利機能設定 


已音関連設定 


己音関連設定 


巧 > で選択，沈走]で;央を 


な > で選択，ま迅で決定 


' ' 1 '戻る 


1 ' ' '民る 


[ メール自動ま信 


はた6き 


手順 


L モ—ドを便利に使ラ 



メ—ルブラウザ 


はた5キ J 








































































































暗号化通信 （ B ® ■日-53、日-已日ページ）にお要な証明書を表示し、有効にする-無効にするの設定を 
します。無効にすると、その証明書び認をするサイトへ接続するとをに、「接続先の認をに失敗し 
ました。日音号化通信を終了しまず。」と表示されます。（接続でさなくなります。） 


親機で設定します 


登録 

0 

♦> 


> 「L モード設定」を選ぶ 


‘/ミ夫定 


/決定 


曰ス化したし、 
証明書を選ぶ 


巧 


0 


他の証明書を同じよラに 
設定する。すべて設定し 


たら 


歷 


を押す。 


/決定 


バ視 


で証明書 I 

の内容を確認 I 
でさます。 


「話明書設定」を選ぶ ♦> 
1有効 

2無効 >> 

のどちらかを選ぶ 


証明書設定 


端末機器自動設定で登録されたアクセスポイント電話番号をディスプレイに表示ずることびできま 
ず。アクセスポイント電話ま号び登録されていないときは、表示されません。 


モ 

I 

ド' 

を 

便 

利 

に 

使 

う 


親機で設定します 


登録 

0 


「L モード設定」 

を選ぶ 


/ミ夫定 


「センター 
番号確認」 

を選ぶ 


為 


(センター番号が 
表示されまず。） 


レミ夫を 


「 L モード」をはじめてご利用になる場合、設定センターからアクセスポイント電話番号を登録し 
9 0 


■ 透中でやめるとまは 

f 信◎止）を押します。 


■ 前に戻るときは 

'クぐを巧しまず。 


親機で設定しまず 

rwW ^ 「L モード設定」 

0 を11ぶ 


国 


r 端末機器自動設定」を選ぶ 


/ミ夫定 


か 


か 


「はい」 

を選ぶ 


サービス 利巧時に 
お客様電話番号の 
通知び必要です。 
通知しますか？ 


/Ira 


5几。!^マ 

日义 /^£71 ： J 

♦ 

ミ" 

/ 巧定 

I はい I 






1 0K 1 



センター番号確認 


L モードを便利にほう 


% 


端末機お自動設定 


はた6き 手順 



メ—ルブラウザ 


はた6き 手順 


はた6き 
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L モードを便利にほう 


画像表巧 


サイトやメッセージに含まれている画像を読み込まないよラにでをます。 


親機で設定します 

"~^〇録 > 「L モード設定」を選ぶ ^幽 「画像表示」を選ぶ ♦> 

_ ©画像を表示する _ 

yy ^ 〇画像を表示しない > し y > I QK I を;票ぶ > を定 
のどちらかを還ぶ 


親機に登録したお気に入りのデータを 「 L モード」に送信して一時な管することびできます。 


親機に登録した電話帳の内容を 「 L モード」に送信して一時な管ずることびできまず。 


■ 途中でやめるとまは 

[^1 を押します。 


■ 前に房るとまは 

'。之7を押します。 


モ 

I 

ド' 

を 

便 

利 

に 

使 


親機で設定します 

♦「 L モード設定」を選ぶ 


登録 

0 


1/fe 


♦> 


♦> 




「はい」を選ぶ 


/Ira 


^ r お気に入りデータ送信」 

,を動'; 

送信先メールアドレスを入力して、 
お気に入りデータを送信します。 

操作方法は巨-74ページをご覧ください。 


親機で鼓定しまず 


g » ^ 「 L モード設定」を逞ぶ 


0 

♦> 






「はい」を選ぶ 


点 


^ 「電話帳データ送信」を還ぶ ♦> 

送信先メールアドレスを入力して、 
電話帳データを送信します。 

操作ち法は已-74ページをご覧ください。 


お気に入りデータ送信 



電話帳データ送信 


はた5を 


手順 



はた6さ 


L 


はた5き 
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名前表示を設定する . 6-39 

受信メールを保護ずる . 6-40 

メールに返事を出ず/転送ずる 

ルに返事を出す（返信） . 6-41 

ルを他の宛先に転送する . 6-42 

相手のメールアドレスを電話帳に登録ずる . 6-43 

定型文を入れる 

定型でを入れる . 6-44 

定型でを編集する . 6-45 

メールを 編集ずる 

送信済 ルを編集する . 6-46 

未送信 ルを編集する . 6-47 

未送信メールを一括送信ずる . 6-48 

メールを削除ずる . 6-49 























































メールについて 


L モードの利用者同±だけでな<、パソコンや携帯電 
話をお使いのちとも、メールのやりとりができます。 




□ ©@® 
□ の®® 
□ 0 ®® 
□ ©◎© 
° 




メールメニューについて 


メールメニューを表ホするにはなのち法びありまず。 
を押す 


(未読メールびある場合は受信メールー覧び表示されまず。 
を押し、「メール」を還んでから@を巧す 


に 


受信メールを表示します。 

送信ミきメールを表示します。 

未送信メールを表示しまず。 

新しいメールを作成して送信-保存します。 
「 L モー円に届いた新着メールを受信しまず。 


メールで送信/受信でさる文字数はなのとおりです。 


項目 

をち夕字（漢字、 ひらげな、 カタカナ、 
英字、数字、絵文字）の場合 

半角で字（英字、数字、カタカナ）の場合 

巧先け-ルアドレス） 

2已文字 

已〇文字 

題名 

30文字 

已〇文字 

本で 

1己00艾字 

300収き 


I 半角カタカナのメールを送信/受信した場合、正しく表示されない場合びありまずので、 「 L モード」 
利用ちどうしでのメールのやりとりじ(外には半角カタカナを使用しないでください。 

I 本文び全角1巳00文字(半ち3000文字)を超えるメールを受信した場合、全ち1已□□文字目(または半角 
3000文き目)からは自動的に削除されます。全角1已〇□文きを超えているときは r *」び表示されます。 

I 宛先（メールアドレス）には、絵文字は使用でさません。 

文字（スペース含む）には全角と半角びありますので、入力するとさは間違えないよラにを意してくだ 
さい。 

本文の改行マークは全ち1文字として扱われます。 



• CxJ 

レメニュ ー^™ 


—メ ー J — 

1 BHSX — ルー \ 

2送信済メールー覧 
3未ピ■(言 •> — J レー fc 
4新規メール作成 
5受信メール読出 
6定型文編集 ■ — 


クリア 



登録されている定型文を編集しまず。 


メールの送受信可能义字数 


メールについて 


6 


I 


モ—ド 

ブラウザ 
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下記の設定の詳細については、別途 NTT から提供される 「 L モード使用説明書」をご覧ください。 

• パスワード設定（を更のしかた陵^-11~6-12ぺージ） 

メールやサイトによっては、パスワードび必要になります。 

•マイアドレス設定{設定のしかた陵 >6-14-6- 15ぺージ） 

メールのメールアドレスは、ご契約時は「お客様の電話番号 @ pipopa . ne . jp 」 となっています。 

• メール起を設定 （ TL モードほ用説明書 J をご覧ください） 

メールの転送機能の設定と、その際の転送先アドレスを登録することびできます。 

♦着信お断0メール設定 （ TL モードほ用説明書 J をご覧<ださい） 

受信したくなし姻手のちからのメールに巧して、こちら側では受信を拒否していることを伝えるメールを自 
動的に返信することびできます。あらかじめメールを受信したくない相手のちのメールアドレスを登録して 
おくことび必要でず。これにより不要なメールの受信を避けることびでさます。 

• メールグループ設定 （ TL モード使用説明書 J をご覧<ださい） 

同じ内容のメールを複数の相手（グループ）に送るとき便和な機能です。メールグループは10件まで設 
定でさ、各メールグループには49件までの送信巧アドレスを登録でさます。 


巧"お知6せ 

♦ e - mai め、らの添付ファイルを受信することはでき 
ません。 


メールについて 


% 


便利なメールの設定や機能について 


>1 ルについて 


6 


-ブラウザ 
L モ—ド 
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( g ) を巧す 


メールメニュー 

因 

1受信メールー貴_ 


2送信済メールー覧 


3未送信メールー覧 


4新規メール作成 


5受信メール読出 


6定型文編集 


1 1 1ク U ア 


•メールメニューび表示されまず。 

(未読メールびあるとをは受信メールー覧び 
表示されます。を押すとメールメ 

ニュ- 


-になります?! 


•次のち法でわメールメニューび表示でさます。 
L / ま定ボタンを押す一「メール」を選んで 
L / ま定ボタンを押す 


;▲) または： ▼) で 
r 新規 メール 
作成 J を選ぶ 


a 


メールメニュー 
1受信メールー賣 
2送信済メールー覧 
3未这信メー J レー見 
4新®膽成—- 
5受信メール読出 
己定型文編集 


I ク U ア 


EI を巧す 


> r 送信メールび一杯です。削除してくださ 
し、。」と表示したら、不要な送信済メール 
または未送信メールを削除してから、もラ 
一度操作してください （ B ぞ已 -49 ページ）„ 
送信済メールと未送信メールは、合わせて 
已〇件まで保存できます。 


巧巧のテキスト 
ボックスを選ぶ 


因 


I 新規メール作成 I 


宛先!: 
題名 C 
本文厂 


I メニユー广クリア 


g を巧す 



巧巧を入力する 
(巧巧は、1件しか 
入力でをません） 


■ 。 

半陕] 

日31234 5 6 7 8 @ xx , yy . zz . ne , jp | 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


僻切き广 




取消 


•「 L モード和用時の文字入力について」 

( i ®=6-8 〜己 - 10ページ）を参照してくだ 

さい。半角で已〇文字まで入力でさます。 

改行はでをません。 

スペースは使用しないでください。 

卜—ン 

•文字の入カモードび半[英]のとをリジを押 

ずとサイト（ま組）やメールのアドレスと 

してよく使われる文字び表示されます。 

@を押して、文字を選んだあと L / ミ夫定 

ボタンを押します。 

トー 

^リジを巧すたびに切り替わります一 

r . co . jp 」 r . ne . jp 」 r . ac . jp 」 r . com 」 
r@pipopa.ne.jp 」 「 www 」 


•電話帳から宛先を検索するとさは 
(0^6-2 已ぺージ） 


7越を巧し、 

▼) で題をのテキ 
ストボックスを 
選ぶ 

8国を巧し、 

題ちを入力する 


巧 

新規メール作成 
宛先 10…34日日7日子 7] 

題名 I I 

本文 




ク U ア 




^1 

魔/かな] 

お兀気でずび ■ 


> 

[ダイヤル]で文字入力, 

願消]で 

僻 切き' 1 メニュ 

-'取消 


•艾字の入力画面になります。 


t 「 L モード利用時ので字入力について」 

( E 暑 6-8 〜目 -1 日ぺージ）を参照してくだ 
さい。全角30文字分（半角目〇艾字）まで 
入力でさます。改行はでさません。 

次ぺージへ一 


S メールを新しく作って送信ずる 


メールを作る 


新規にメールを作成するには、「宛先（メールアドレ 
ス）」懼名」陆文」を入力します。作成したメー 
ルは、 「 L モード」利用ちやインターネットを経由し 
て、 e - mail をお使いのちへ送信します。 


操作のしかた 


L 


メ—ルを新しく作つて送信する 6 
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••つづを 


メールを新しく作つてち信する 


12 


巧 


0 を巧し、 
みで n 呆巧 J を 
選ぶ 


で 


新規メール作成 


掘 

1送信 

. l \ 

題 

2保存 


本 J 

3おる 

=1 

•X- 八い,ソ L y 〇 。-» 

気ですか 

儿 


ク U ア 


»「送信」を選んで L / ミ夫定ボタンを巧すと、 
「 L モード」に接続して、作成したメール 
を送信しまず。 r 送信完了切断しまず 
か？」と表示されたら「はい」を選んで L / 
ミ夫定ボタンを押すと、回線び切断されメー 
ルメニュー画面に戻ります。 


13 51を巧す 


♦作成したメールび「未送信メール」として 
本機になちされます。 


■ 途中でやめるとまは 

g ；] を押します。（待機画面に戻ります。） 

■ 電話帳に登録しているメールアドレスを巧索して 
巧巧に設定するには 

① 「メールを作る」（豚 6-24 ぺージ）の手順 
1〜3までを操作する 

② ijy を巧す 

③ を押し' 「電話帳呼出」を選ぶ 

④ IS を巧す 

⑤ 单 I またはで送信先を選ぶ 

⑥ @を巧す 

⑦ もラー度、@を巧ず 

メール作成画面に変わり、選んだ宛先び入力 
されます。 


赁^お知6せ 

♦宛先、題名、本文それぞれの入力可能巧数を超え 
た場合は、新たに文字を入力でをな<なります。 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 

参回線び接続されていないが態でメール作成中にか 
かってをた電話を受けることびでをます。文字を 
入力中は、通話を終了ずると手順7 . 9 . 11の画 
面に戻りまず。手順7 .日-]1の画面を表示して 
いたとをは、通話を終了ずると待機画面に戻りま 
す。その場合、入力していた内容は保存されませ 
ん。 

♦巧手側び 「 L モード」利用者しソか（バソコンや携 
帯電話など）の場合は、半角カタカナや絵で字を 
使用しないでください。巧手側でラまく表示でを 
ない場合びあります。 

• L モードしソかのメールサービスをご利用の方と 
メールの送受信を行ラ場合、内容び正し<表おさ 
れなし)ことびあります。 

• 絵文字の利用は、メール送受信のとをだけ可能で 
す。（ただし、巧手側び 「 L モード」利用者しソ外 
の場合は、ラまく表示でさない場合びありま 
す。） 



9 画を巧し、 

▼で本义のテキ 
ストボックスを 
選ぶ 


10国を巧し、 

本义を乂力する 


•「 L モード利用時の文字入力について」 
(防巨-8〜 6- 10ぺージ）を参照してくだ 
さい。全角1已00文字（半ち3000文字） 
まで入力できます。定型文 （ B ぞ已 -44 ぺ一 
ジ）を挿入することびでをます。 



■ 新規方 ー ル作成^™ 
宛先 |0…34日日7日 @)( x 77777] 
題名 I お元気ですか~ I 
本文! I 



巧 

魔/かな] 

义しぶりです。お元気ですか 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[聴翔で 

を宇切香 I I メニュー广取消 


■ブラウザ 

y— ルを新しく作つて送肩する 6 L モ—ド 
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メールを新しく作つてち信する 


操作のしかた 


を巧す 


rx —ルを作る」 （ E 署目 -24- 
してから操作します。 


'6-25 ページ）の操作で送信メールを作成-保存 


乂 ー ル ニュー 

田 

1ち信グ ニルー捏 — _ 


2送信済メールー覧 


3未送信メールー覧 


4新規メール作成 


已受信メール読出 


已定型文編集 


( 1 1 クリア 


ールメこューが表示されます。 

(未読ールがあるとさは受信メールー覧が 
表示されます。' 9^7を押ずとメールメ 
ニューにな0ます。） 

♦なのち法でちメールメニューび表示でをます。 

L / 決定ボタンを押す一「メール」を選んで 
L / 巧定ボタンを押す 


: A ) または子で 
r ホを信メール 
一覽 J を選ぶ 


0^を巧し、 
みまたは: V )で 
を信したいメー 
ルを選ぶ 


で 


メールメニュー 
1受信メールー覧 
2送信済メールー覧 
3未送信メールー覧 
4新規メール作成 
己受信メール読出 
6定型文編集 


广ク U ア 


fa を巧し、 
メールの 内容を 
表示する 


5 


尽ニニ 

0 


を巧し、 
で惜信 J 
を選ぶ 


C 

ミ- ） 

b 

/決定 


を巧し、 


r はい J を選ぶ 


g を巧す 


日 I 

04/11 10：00日1/日1件 
061234 56]8@ xx , yy , zz . ne , j 
出かけませ / u か！ 

- 占嘴 • • 

次のお休みに、みんなで八 
イキングに出かけませんか 


死 


巧 J ア 


04/ 1 7 1 0:0 0 0 1 /0 1件 

編集 ■ 

lJj - 

UJ ^ ピ巧耳 


次 ( 


3削除 
仰刷 
5戻る 


S 

e . i 


:'ハ 
U か 


r^U> 


ん000:0 


因 


送信完了 
切断しますか*^ 

I いいス] 


r ク U ア 


♦回線び切断されメールメニュー画面に戻り 
ふ 〇 

•送信したメールは「送信済メール」として 
本機に保存されていまず。 


■ 途中でやめるとまは 

原^を押します。（待機画面に戻ります。 


アドパイス！ 

メールの設定び正しいかどラかを確認するために 
まず、ご自分宛にメールを作成して送信してみる 
ことをおずすめします。受信のしかたは巨-34ぺ 
ージをご覧ください。 


巧"お知 S せ 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 

• メール送信中など回線び接続されているとさは、電話やファクスを使用でさません。 

♦回線の状態によっては、 「 L モード」と接続できない場合びあります。 「 L モード」と接続でさなかっ 
た場合は、「接続に失敗しました。」と表示されます。 

• L モードけ外のメールサービスをご利用のお客さまとメールの送受信を行ラ場合、内容び正しく表示さ 
れないことびあります。 

• L モードの通信中に、回線の通信状況等によりメールの送受信びでさない場合を、通信料びかかります。 
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I _メールを送信する 


メ—ルを新しく作つて送信する 6 

















































♦六ッセージ 到着お知らせ サービスッセージ 有り通知）を利用すると、 「L モード」に新着 X —ル 
が蓄積されたとさに、ディスプレイに「たンターにメールが届いています。…」と表示され、お知ら 
せランプが赤色に点灯します。 

※この表示は、 「L モード」に新着 X- ルが届いてい 
ることをお知らせするちのです。 


お f 

ぉ知ら占 


• 「センターにメールび届いています。…」と表示されただけでは、まだ本機にメールは受信されてい 
ません。メール自動受信の設定 （Er6-32 〜已 -33 ページ）び、「メール到着通巧び届くたびに受信」 
になっているとをは、続いて自動的にメールを受信します。メール自動受信をしない設定のときは、 
「メールを手動受信ずる」（际 =6-34 ページ）の操作でメールを受信してください。（はじめは、しな 
い設定になっていまず。） 

受信したメールは親機に保存されて、内容を見ることびできまず。 


《メール自動受信でメールを本機に受信す 
ると、親機のみメ□デイーでお知らせし 
ます。メール自動ち信完了音を「あり」 
に設定してください。 

(はじめは、「あり」に設定されてい 
ます。 lET 日-3已ぺージ） 


をお知 S せ 

♦ メール到着通知音、メール自動受信完了音の音量は、親機の呼出音量と連動しています。「親機の呼出 
音量を変える」 （B を 1-27 ページ）の操作で変更できます。また、「親機の呼出音を鳴らさないように 
する」 （iS'1-27 ページ）の操作で最ルの音量になります。 

♦受信メールの本文は全角で1已□□文字（半ち3000文字）まで受信でをまず。 

♦受信メールー覧やメールの内容を表示したときに、画面に表示されていない部分びあるとをは ’:▲) また 
は ’:▼) でスク□-ルさせて表示してください。 

• 保存でをる受信メールは99件までです。99件を超えるメールを受信したとさは、未読メールと保護メー 
ルしソがのちいメールから自動的に削除されます。 

• メールを受信したとさ、未読メールと保護メールの件数び合わせて9白件を超えると「受信メールび一杯 
でず。」と表示されます。そのときは、未読メールの内容を確認ずるか、保護メールを解除して不要な 
メールを消去してください。 

参 「L モード」に受信メールびなかったときは、「新着メールはありません。切断しますか？」と表示さ 
れまず。 

•「L モード」と通信中は通信料金びかかります。 


親機に保存された 
受信 メールの 件数 
を表术します。 



メモリ-受信 

4/17林） 

4: 38 pm 

一が 


]1 ^ 件 i 


化0件 


0件 


寡 



《 L モードセンターに新しい:)<ールが届く 
と、親機のみメ□ディーでお知らせしま 
す。メール到着通知音を「あり」に設定 
して < ださい。 

(はじめは、「あり」に設定されてい 
ます。目-2目ぺージ） 


メールを受信ずる/表示する 


% 


メールび 届いたとまは 


y — ルを受信する/表おする 


6 


-ブラウザ 
L モ—ド 
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メールをま信する/表示する 


L モード利用時のメッセージ到着お知6せサービスについて 


• メッセージ到着お知らせヴービスを利用ずるときは、ナンバー•ディスプレイの機能設定び「使用する」 
になっていることを確認してください。 （ bS '7-3 ぺージ） 

• メッセージ到着お知らせヴービスは、ナンバー.ディスプレイを契約されていなくてち利用することびで 
さます。 

• 通信中や操作中は、メッセージ有り通知を表示しません。 

• メールのメッセージ有り通知は、メディア種別は表示されません。 

• 停電時、メッセージ到着お知らせサービスは利用でさません。 

• 「センターにメールび届いています。'''」を表示中に停電し、そのを復旧すると「センターにメールび 
届いています。…」の表示はしません。 

• 「センターにメールび届いています。'''」の表示は、メッセージセンターからのメッセージ消去情報を 
受信するまで表示されます。 

参「センターにメールび届いています。'''」び表示されていないのにおがらせランプび点巧しているとさ 
は、 8-24 〜 8-2 已ぺージをご覧ください。 

参端末機器自動設定 （B ぞ己-已、日-19ページ）び正しく設定されていない場合、メッセージ到着お知らせ 
サービスのメッセージび正常に表示されないことびあります。 


% 


メールを受信する/表おする 
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メール到着通知音 

1あ0 
2なし 


巧で選択，巧田で;夫定 


"〇を巧し、 
:▲) または： ▼) で 
恒関連設定 J を 
選ぶ 

睦 y を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
r メール 到着 
通知音 J 巧選ぶ 

陸 y を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
いずれかの頂目 
を選ぶ 


メールを受信する/表示する 


% 


音関連設定 
1音量調整 
2親機呼出音 
3メール到着通知音 
4メール自動受信完了音 

巧で逞択，[ミ../巧:固でみ定 


■ 透中でやめるときは 

(2 を押します。 


資^お知 S せ 

• メール到着通知音の音量は、親機の呼出音量と連 
動しています。「親機の呼出音量を変える」 
(B ぞ 1-27 ページ）の操作で変更でをます。ま 
た、「親機の呼出音を鳴らさないようにする」 
(防=1 -27 ページ）の操作で最ルの音量になりま 
す。 


参メール到着通知音を鳴らさないとさは「な 
し」を選びます。 


■ 1つ前に戻るときは 

' を押します。 


メール到着通知音の 
設定を巧更する 


「L モード」に新着メールび蓄積されたことをお知ら 
せする、メール到着通巧音のあり-なしを変更するこ 
とびでをます。はじめは「あり」に設定されていま 
す。 


操作のしかた 


4 B を巧す 

♦選んだ項目に設定されます。 

5が]を巧す 


定 

{正域 

{ii 斑 

設設獵な 

フ計ネ：" 

ィ時便定 

録ボりろ設お 

登げ<し連選 

期上らち関で 

巧読かお音な 



メ—ルを受信する/表おする 
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時 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず J 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 



自動受信： 
メール 2を受信 


メール3 
L モード着 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 


メール3 
L モード着 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず J 


メール3 
L モード着 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 


巳 

時 


自動受信： 
メール 3を受信 


メッセージあ0 
通知を確認 


V 


自動受信： 


メール1、2、3 


を受信 



自動受信： 

メール 1、2、3 
を受信 


※メールびないとさ 
でを設定時刻にな 
ると受信動作をし 
ふ^ 〇 


※設定時刻に^ッセージ 
有り通知を確認し、通 
知がないとさは受信動 
作をしません。 


時 


メール1 
L モード着 


メール1 
L モード着 


メール1 
L モード着 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 


自動受信： 
メール 1を受信 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず J 


本機に通知 
「センターにメールが 
届いていまず」 


メール2 
L モード着 


メール2 
L モード着 


メール2 
L モード着 


% 


メールをま信する/表示する 


メール自動受信とは 


「L モード」からメッセージあり通知を受けたり、あらかじめ設定した時刻になるごとに、自動的にメール 
を受信でさます。自動受信をするたびに通信料金びかかりますので、ごを意ください。 


メール自動受信の例 


メ ッ セージあり 
通知ごとに受信 


設定時刻ごとに受信 

(午後日時に設定） 


設定時刻にメッセージ 
あり通知があると受信 

(午後日時に設定） 



メ I ルを受信する/表示する 
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■ メール自動受信を設定ずるには 
(防6-32~33ベージ） 

■ アップロードした電話帳やお気に入日のデータ 
( B ぞ 6-74 ぺージ）びおるとさは 

これらのデータは、メール自動受信ではダウン 
□ー ドでさません（受信時に破棄されます）。 
電話帳やお気に入りのデータをアップ□ー ドした 
ときは、必ず手動受信 （B ぞ日 -34 ぺージ）でダウ 
ン□ー ドしてください。 

■畳信メールを表巧ずるために、パスワード入力が 
化要な設定にしているときは （[ L モードほ用説 
巧書 J をご覧< ださい） 

パスワード入力画面で、 L モードご契約時に設定 
したパスワード11ぺージ）を入力してく 
ださい。 


メールを受信する/表示する 


巧^お知 S せ 

• メール自動受信を正常に動作させるには、親機の 
曰付-時刻設定（防]- 34 ぺージ）を正しく行っ 
て < ださい。 

• メール 自動受信をご利用になる前に、あらかじめ 
手動で メールを 受信して、正常に メールび 受信で 
さることをおかめて < ださし、。 

• 設定時刻に親機を使っているとを（通話やコピー 
など）は、親機の動作び終了してからメール自動 
受信び動作します。 

♦同じ時刻に伝言アラーム（防已-日〜已 -7 ペー 
ジ）び設定されていた場合、伝言アラームの動作 
び終了したあとにメール自動受信び動作します。 

参ずでに未読 メールと 保護 メールび あわせて 99 件 
あるとをは自動受信でさません。 

• エラー表示び表示されたとさは、手動でメールを 
受信してください。エラー表示は L/ 決定ボタンや 
メールボタンを押すと消えます。 

♦エラー表示び表示されていなくてを、メール自動 
受信びうまく動作してし诏いときは、手動でメー 
ルを受信してください。 

• 停電などで電源び切れたとさは、電源び復旧した 
あとに端末機器自動設定（防日-1日ページ）を 
行ってください。電源復旧後に「メール自動」 
マークび点なしていてち、端モ機器自動設定を行 
なわないとメール自動受信はでさません。 


% 


メ—ルを受信する/表示する 
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メール自動受信を設定すると、 「 L モード」からメッセージあり通知を受けたり、設定した時刻になるごと 
に、自動でメール受信の操作をします。 

はじめは、自動受信をしない設定になっています。 


操作のしかた 


を巧し、 


'登録 

，- 0 

:▲) または： ▼) で 

rL モード設定 J 
を選ぶ 

陸 y を巧し、 
r メール自動 
受信 J を選ぶ 


3 ® を巧し、 

r メー ルを自動 
ま信する J の 
頃目を選ぶ 


4阁を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
roKj を選ぶ 


陸 y を巧し、 
ま信爱件の頂目 
を選ぶ 


お餘ぉ•化 

4おをしろ便利機能設定 
已音関連設定 
日画面設定 
7電話帳 
8 ill 

な> で選択，[ミ../決迈でミ央定 


戻る 


因 


設定メニユー^" 
1メゴレ自動受信 
2切り忘れ防止タイマー 
3端末機器自動設定 
4センター番号確認 
已証明書設定 
己電話帳データ送信 


r ク U ア 


7陸 y を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
roKj を選ぶ 


8陸 y を巧す 


メール 自動受信^ 
自動受信を実行する条件 
を選択して下さい。 

I け-ル到着通知び届 < たび 


I 0 K I 


ク IJ ア 


, W mmm I „ i 

メール 自動受信^" 
センターにメールび届< 
たびに受信を実行ずるよラ 
設定します 
(一部地域を除 <) 

I 0 K I 


で 


メール 自動受信< 
◎メ-ルを自貴受信する 
〇メ-ルを自動受信しない 


~0 K 


1ク U ア 


巧 


メール 自動受信™ 
© メ-ルを自動受信する 
〇メ-ルを自動受信しない 


roM 


I ク U ア 



1015を巧す 


I 「 L モード」からツセージあり通知を受 
けるごとに、メールを自動受信する設定に 
なります。 


で 


メール 自動受信^" 
自動受信を実行する条件 
を還択して下さい。_ 

r け-ル到着通知び届くたび 


1ク U ア 


垣 y を巧し、 

:▲) または：▼で 
n メール到着 
通知が届<たび 
に受信 J を選ぶ 


■〇! 


け-刷ち通^届くたび 

に受信 

2指定した時刻に受信 
3 指定した時刻にメ-ル到着 
通知び届いていたら受信 


ク U ア 


巧"お知 S せ 

参自動受信を設定していても、手動受信（防己-34 
ページ）で必要なとさに受信操作をすることびで 
さまず。 


% 


メールをま信する/表示する 


メール自動ま信を設定する（メッセージあり通知ごと） 


X .—ルを受信する/表おする 6 L モ—ド 

-ブラウザ 
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指定時刻になると、自動的にール受信をずる設定にすることちでさます。 

また、指定時刻に><ッセージあり通知を受けているときのみ受信ずる設定にずることもでをます。 


操作のしかた 


r メール自動ま 
信を設まする J 
( 陪百 -32 ぺ一 
ジ）の手順日ま 
でを操作する 


睦 y を巧し、 

[2 指ました時刻に受信 J または 
r 3 指をした時刻にメール到着通知 
び届いていた S ま信 J を選ぶ 


7 yy を巧す 


8 陸 y を巧す 


■〇! 


がール自動受信 ■ 


指定した時刻に自動受信を 
実行するよラに設定します。 

r~orn 

、广广 ' ク U ァ‘ 


□ 


— メール 自動受信 
言受定完了しました。 

QiTI 


ク U ア 


爲 を巧し、 

:▲) または；▼で 
roKj を選ぶ 


4 幽を巧し、 

時刻の頃目を 
選ぶ 


垣 y を巧し、 

:▲) または：▼で 
設ぞ時刻を選ぶ 
(0 時〜 23 時） 

垣 y を巧し、 

:▲) または ：▼) で 
roKj を選ぶ 


「2指定した時刻に受 
信」を還んだとき 


巧 


メール 自動受信^ 
自動受信を実行する条件 
を還択して下さい。 

い指定した時刻に受信 

i 3 n 


r ク U ア 


w . C*J 
メール 自動受信 
指定した時刻に受信を実行 
します。実行する時刻を 
指定して下さい。 


時刻[〇闊 


0 K 


メ ー J 
指定したお 
します。 
指定 U 

時刻 


— 巧 
婚^" 

~を実行 


14時 
1已時 

1日時，戸刻を 
17時 
18時 
巧碌 


r ク U ア 


mmm ^mm：' L_] 

メール 自動受信 
指定した時刻に受信を実行 
します。実斤する時刻を 
指定して下さい。 


時刻 口 9斑 

non 


r ク U ア 


51 を巧す 


•手順2で… 

「2指定した時刻に受信」を選んだとを 

指定時刻にメールを自動受信する設定にな 
ります。 

「3指定した時刻にメール到着通知が届い 
ていた5受信」を選んだとき 

指定時刻にメッセージあり通知を受けてい 
るとさのみ、メールを自動受信する設定に 
なります。 


巧 ^ お知 6 せ 

♦自動受信の「指定した時刻に受信」で 「 L モー 
ド」に接続されると、新着メールびないなどの理 
由でメールを受信でさなかったとさでを、通信料 
金びかかります。 

• 自動受信を設定していても、手動受信 （ B ぞ已 -34 
ページ）で必要なとさに受信操作をずることびで 
さます。 


メールをま信する/表示する 


% 




メール自動受信を設定する（指定時刻ごと） 


メ—ルを受信する/表示する 



6-33 
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メールを受信する/表示する 


3 §) を巧す 

• 「受信メールび一杯でず。削除してください」 

と表示したとさは、受信メール（未読メールと 
イ呆護メール）び一杯で新しいメールを保存でき 
ません。 L / ま定ボタンを巧ずと受信メールの 
一覧び表示されますので、不要なメールを削除 
してください。 （ B 穿 6-4 白ぺージ） 

参 「 L モード」に接続し、メールを受信します。 

• 「接続に失敗しました。」と表示したとき 
は、 L / 決定ボタンを押すと受信メールの 
一覧び表示されます。ただし、新し<保存 
されたメールは表示されません。 

■ [ L モード J とほ信中は 

ブラウヴマーク (;：：) び表示および 、 「L モード 
接続中」ランプび点なしている間は、電話やファ 
クスは使えません。 


■ 受信メールの内容を EP 刷するには 

手順日から「ぺージプリントする」操作（防日-72 
ページ）を行ってください。 

手順日のあとに、 I 患尉を押しても印刷することびで 

6-34 さまず。 


■ 途中でやめるときは 

g ] をす甲します。 

巧^お知 S せ 

参 「 L モード」しソ外のメールサービスをご利用のち 
とメールの送受信を行ラ場合、内容び正しく表お 
されないことびあります。 

•「 L モード」の通信中に、回線の通信状況等によ 
り、メールの受信びでさない場合ち、通信料金び 
かかります。 

♦ メールを手動受信したとさは、メール自動受信完 
了音は鳴りません。 


6 


参メールメニューび表示されまず。 

(未読メールびあるとさは受信メールー覧び 
表示されます。 I ク^7を押すとメールメ 
ニューになります。） 

参;欠のちまでちメールメニューび表示でをまず。 
L / ミ夹定ボタンを押す一「メール」を選んで 
L / 決定ボタンを押す 


みまたは: V ) 
で r 受信 メール 
読出 J を選ぶ 


を巧す 


——因 


メールメニュー ■ 
1受信メールー黃〜 

2送信済メールー覧 
3ホ送信メールー覧 
4新規メール作成 
已受信メール読出 
6定型文編集 


r ク U ア 


i C3 

メ—ルメニュ— 

1受信メールー覧 
2送信済メールー監 
3未ピ信メールー見 
4新規メール作成 
己 受信 メール 読出 
6定型文編集 


下ク U ァ 


4受信竞了のメツ 
セージび表示を 
れた5、 
n ホい J を選ぶ 


ミ"臟中..の10:05 

f，l 

1 

受信完了 

□ 

2 

切断しまずか？ 


3 



4 

1はい1 

□ 

ぶ 

ぶ 

1いいミ1 

lift クリア 


51を巧す 


因 


受信メールー覧1/]頁 ■ 
因;欠-め M 日—； T 二— 
メールありびとラ 
サークルのお巧 S せ 


【メニ： 


♦ディスプレイに受信メールー覧び表示され、 
最新の受信メールび選択されています。 

•受信メールの識別マークについて 
なの識別マークを表示して、メールの状態 
を表しています。 

曰 . まだ読んでいないメール 

□ (空白） . すでに読んだメール 

? '''な護 （ I ® ■日-40ぺージ）されているメール 


® を巧す 


回 I 

日日/ 2 目 1 目：日日日 1 /日 1 件 
0 612 3 4 5 6 7 8 @ xx , yy , zz , ne . j 
次の日曜日 

次の日曜曰に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 


。二 


ク U ア 


♦メールの内容び表示されます。 


メールを手動受信する 


メール自動受信をする設定にしていてを、必要なとさにメールを手動で受信することびでをます。 
メール自動受信の設定を変更するときは、日-33ページをご覧ください。 


操作のしかた 



メ I ルを受信する/表 lb する 










































メールを受信する/表示する 


% 


メール自動受信完了音の 
設定を巧更する 


本機に新しいメールを受信したことをお知らせする、 
メール自動受信完了音のあり-なしを変更することび 
でさます。はじめは「あり」に設をされています。 


操作のしかた 


11登 0® を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
r 音関連設定 J を 
選ぶ 

登録設定 

1 初期登録 

2 読上げボイス設定 

3 から<り時計設定 

4 おをしろ便和機能設定 
已音関連設定 

な > で選択，ミ克固で決定 

' ' 1 戻る 


2 ( B を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
r メール自動ま信 
完了音 J を選ぶ 

音関連設定 

1 音量調整 

2 親機呼出音 

3 メール到着通知音 

4 メール自動受信完了音 

巧 > で選択，決冠で決定 

' ' '戻る 



3 ® を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
いずれかの頃目 
を選ぶ 

方ール自動受信完了音 

1 あ 0 

2 なし 

巧 > で選択，沈冠で決定 

' ' « '戻る 

参メール 受信完了音を鳴日さないとさは「な 
し」を選びます。 


■ 1つ前に戻るときは 

'' を押します。 


4 yg を巧す 


♦還んだ項目に設定されまず。 

5 ® を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

擔 I を巧します。 


をお知 S せ 

♦ メール自動受信完了音の音量は、親機の呼出音量 
と連動していまず。「親機の呼出音量を変える」 
( B ぞ 1-27 ページ）の操作で変更でさます。ま 
た、「親機の呼出音を鳴らさないようにする」 
( B ぞ1 -27 ページ）の操作で最ルの音量になりま 
す。 



y — ルを受信する/表おする 


6 


-ブラウザ 
L モ—ド 


6-35 



























































メールをま信する/表示する 


メールを表示する 


保存しているメール（受信メール（防■日-27ぺージ ）■ 
送信済メール-未送信メール）の内容を表示します。 


操作のしかた 


(例）受信メールを表ホずるとき 


1麗)を巧す 

L*J 

メールメニュー^™ 

1 勃言グ ニルー捏〜 

2 送信済メールー覧 

3 ホ送信メールー覧 

4 新規メール作成 
已受信メール読出 
已 定型文編集 


1 I I 1クリア 


参メールメニューび 表示されます。 

(未読メールびあるとをは受信メールー覧 
び表示されます。） 


メ 

I 

ル 

を 

受 

信 

す 

る 

/ 

表 

示 

す 

る 



2 ’ 

ク 

ザ 


6 

L 

モ 

I 


•なの方法でをメールメニューび表示できまず。 
L / 巧定ボタンを押す一「メール」を逞んで 
L / 巧定ボタンを押す 




表示したいメール 
-覽（ま信メール 
-覧*を信巧メー 
ルー覧* 末送信メ 
ールー質）を選ぶ 


(jJ 

^ ■メールメ ニユー 
1 受信メー ルー 監， 

2送信璋メールー覧 
3未送 i 言メー J レー覧 
4新規メール作成 
5受信メール読出 
6定型文編集 


「ク U ァ 


® を巧す 


CiJ 

■受信メールー覧1/1頁 ■ 
顾日磨日^—— 
メールあ0びとラ 
サークルのお知らせ 


广 ゾニュ ー' クリア 


•保存されている ールの一覧が表示されます。 
•受信;ル（陪^目-27ぺージ）の識別マー 


クについて 


次の識別マークを表示して、ールの状態 
を表しています。 


図 . まだ読んでいない;ル 

□ (空白） . すでに読んだール 

S •••保護 （ c 赛目 -40 ページ）されている;<ール 

■ メールの内容を印刷ずるには 


手順5から「ページプ I 」ントする」操作を行って 
ください。 （ E 穿目-72ページ）手順5のあとに 
[ Sal を押してち印刷ずることびでさます。 

■ モ読メールびあるとをは 

待機画面に「（〇〇からの）未読 メールび ありま 
す。 メール ボタンを押し、 メールを 確認くださ 

し、。」と表示されているときは、(|；|を巧して 
0.30 「受信メールー覧」を表おすることびでさます。 


4 :または: T ) で 

表示したい メール 
を選ぶ 




5 g を巧す 

因 

05/29 15:00日1/03件 

0 612 3 4 5 6 7 8@ xx , yy , zz , ne . j 

巧の日曜日 

5^ •: 

次の日曜曰に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 


1 ' 'メ ニュー 'クリア 


•メールの内容び表示されます。 


•送信済ール-未送信メールを編集すると 
きは日-4目〜目-47ぺージ） 

•未送信 ールを送信ずるときは 
牺目 -48 ぺージ） 

ールを削除するとさは 
牺日 -4 目ぺージ） 


■ 途中でやめるとまは 

〇を巧しまず。 


巧"お知6せ 

参メールの内容を表示したときに、画面に表示され 
ていない部分びあるとさは‘: ▲) またはでス 
ク□ールさせて表示してください。 

参未送信メール-送信済メール-受信メールの内容 
を表示しているときは、で1つ前の、‘、'◄'，'.で 
なのメールを表示します。 

•題名のないメールを受信すると、受信メールー覧 
では「無題」と表示されまず。 

• 題名を入力せずにメールを保存または送信する 
と、未送信メールー覧.送信済メールー覧では 
「無題」と表示されます。 

♦未送信メール-送信済メールは合わせて已□件ま 
でイ呆存でさます。 

♦親機で表示でをる文字数は全角で1已〇□文字（半 
角で3000夕字）までです。この文字数を超えて 
いるときは「*」び表示されます。 

























誰か 6 メールを 巧 5 


'戻る 


1でを巧し、 

:▲) または ： Tit 
r おをしろ便利 
機能設定 J を選ぶ 

2這 y を巧し、 
r 誰か 5メール J 
を選ぶ 


おちしろ便利機能設定 
] 誰から メール 
2伝言アラーム 


狂> で選択，[ミ../ミ夫迅で決定 
> > I 戻る 


3陸 y を巧し、 

r アニメーシヨ 

ン設を J を選ぶ 


誰からメール 
二！^ョン圈 
2名前表示設定 
3 アニメーシヨン確認 


風で選択，[ミ../決道で決を 


戻る 


4强を巧し、 

r する J ち選ぶ 


アニメーション設定 
1する 
2しない 


巧>で選択，ミ夫迫で決定 


戻る 


>「しない」を選んで L / 決定ボタンを押すと、 
アこ六ーシヨン表示をしない設定になります。 


BI ち巧し、 

:▲) または ： Tit 
巧手巧を登録 
する頃目を選ぶ 


アニメーション設定 
1設定者！;(がイヌ 
3— 


4- 

己- 

笛で選扔 [!../ 巧冠で決定 


房る 


•項目1は「設定者 li (外」に固定されていまず。 
頃目2〜日に登録されていない相手先は、ず 
ベてこの動作となりまず。 


反ま j を巧し、 

ぶまたは ： ft 
登録する巧手巧 
ち選ぶ 


電話帳 
油田悟 
=ミ雨ヴオ I 」 


扫> で還択，ま迈で;夫を 


戻る 


参電話帳にメールアドレスを登録されている 
相手先び一覧表おされます。 


( S ) を巧し、 
みまたは： ▼) で 
アニメーション 
の種類を選ぶ 


アニメーション設定 
1イヌ 

2困 

3アヒル 
4カエル 
已クマ 

苗で逞択，ま面でまを 


戻る 


参「イヌ」「ネコ」 r アヒル」「カエル」 
「クマ」「ウサギ」の日種類から選べます。 


次ぺージへ一 



未読 メールび あることを、 アニメー ションと親機の電 
話帳に登録されている名前を表示してお知らせしま 
ず。 

また、親機の電話帳にメールアドレスび登録されてい 
る巧手のちから、最大日件までを選んで、個別にアニ 
メーションを設定することびできます。 

アニメーション表示と名前表示は、それぞれ動作を設 
定でさます。はじめは、いずれち「する」設定になつ 
ています。 

誰からメールを使ラ場合は、メール自動受信の設定を 
おすすめします。 （ B ®" 日-32〜日 -33 ぺージ） 

1 アニメーシヨン表巧を設定する 


未読メールびあるときに表示されるアニメーションの種類を変更する、アニメーション表示を停止する、な 
どの設定びでさます。 


操作のしかた 


メモ！ J-SS 



レおお涅巧窺 FAX -*' 宜资 • 



未読 ールがなくなる 
と、 アこ—シヨン- 
^ッセージ表示は消え 
ふ^ 〇 


定 


定 


を 


で 


み 


設 

定定能 
設設機 
ス - I をホ ■■: 
ィ時便定 M 
録ボりろ設択 
登げくし連選 
期上5ち関で 
巧読かお音3 


-ブラウザ 

誰からメ—ルを使う 6 L モ—ド 


6-37 















































誰か 6 メールをほラ 


-つづを 

8 S を巧す 

•ネ目手先とアニメーションび設定されます。 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 設定した内容を密更ずるとまは 

① 手順日で、内容を変更したい項目を還ぶ 

② ijy を押ず 

③ 手順日から操作し、巧手先やアニメーション 
を変更する。 

■ 設定済みの頂目を消去ずるとまは 

® 手順日で、消ましたい項目を選ぶ 
(2) & D を押す 
③もう一度、 ® を押す 

キャッチ/;肖ま 

■ アニメーションの内容をお話ずるとをは 

① 手順3で、「アニメーション確認」を選ぶ 

② 屋)を押ず 

③ 確認したい アニメーシヨ ンを選ぶ 

④ 區)を押す 


イヌ ネコ 



9掘を巧す 


♦待機画面に戻りまず。 

♦このあと、 I 点足]または 1^] を巧してから、 

を巧ず操作を行ってください。この操作 
を行ラと、実際の動作び変更されまず。 

■ 1つ前に戻るとまは 

'戻 Q るを押します。 

■ アニメーシヨ ン表示をさせないときは 

① 手順4で、「しない」を愚3; 

② @を押ず 

《項目ごとにアニメーションの非表示を設定ず 
ることはでをません。 


をお知6せ 

参アニメーションを個別に設定した巧手先からの未 
読メールと、アニメーション設をび「設定ち 
外」になってし)る相手先からの未読メールびある 
とさは、個別に設定されているアニメーションび 
優先して表术されます。 

参電話帳にメールアドレスび最をまで入力されてい 
ないと、設定したアニメーションは表示されませ 
ん/。 


% 


誰か日メ—ルを使う 6 


I 


モ—ド 

ブラウザ 


6-38 





















Bq を巧し、 
ぶまたは： ▼) で 
r おもしろ便利機 
能設定 J を選ぶ 

陸 y を巧し、 
r 誰か5メー 
ル J を選ぶ 


蜂 Ml を巧し、 

:▲) または：▼:で 
r を前表示設 
定 J を選ぶ 


香漏目ス化 

1初期登録 
2読上げボイス設定 
3からくり時計設定 
4おもしろ便利機能設定 
巳音関連設定 

風で選択け..'ミ夫迅でみ定 


おちしろ便利機能設定 
1 誰からメール 
2 伝言アラーム 


えなで選択， [!../ ミ夫泡でミ央定 


誰からメール 
1 アニメーション 設定 
2名前表示設定 
3 アニメーシヨン確認 


狂> で選択，決沼でみ定 


g を巧し、 
r する J を選ぶ 


名前表示設定 

1する 
2 しない 


巧> で選択， [ミ ，■/み眉で決定 


»「しない」を選んで L / ミ夹定ボタンを押すと、 
名前表示をしない設定になります。 


S ) を巧す 


R 

f 衙 ） 

U 

停止 


を巧す 


参待機画面に戻りまず。 


1つ前に戻るときは 

「ぉ言 を巧します。 

複巧のメールを受信したときは 

名前表示設定を「する」にしているとさに複数の 
ネ目手先からメールを受信した場合、 「 L モード」 
にメールび届いた順番に巧手先の名前を表示しま 
す。 

<表示例> 

「00, XX , AA か5の未読メールびあります。'''」 

y MV 


巧手先の名前を表示しまず。 


※親機の電話帳に登録されていない相手のちや、 
電話帳にメールアドレスび登録されていないネ目 
手の方の名前を除いて、日件まで名前を表おし 
まず。 


■ 途中でやめるときは 

(2 を押します。 


をお知 S せ 

♦誰からメール機能を使うときは、あらかじめ巧手 
先の名前、メールアドレスなどを親機の電話帳に 
登録しておいてください。 

• 親機の電話帳に登録されていない巧手のちや、親 
機の電話帳にメールアドレスび登録されていない 
巧手の方の名前は表示されません。 

• 親機の電話帳に登録されている名前やメールアド 
レスを修正または削除すると、誰からメールの登 
録内容を更新されます。 

ただし、電話帳の内容を修正-削除したあとは、 
L / 決定ボタンまたはメールボタンを押してか 
日、停止ボタンを巧す操作を行ってください。こ 
の操作を行ラと、誰からメールの内容び変更され 
ます。 

•同じ巧手からメールを受信しているときは、同じ 
名前を複数表示することびあります。 


誰か6メールをほラ 


% 


ち前表巧を設定する 


電話帳に登録されている巧手先の名前 


親機の電話帳に登録している相手先からのメールを受信したときに、 

を表示する/しないの設定を変更することびでさます。 

アニメーシヨン設定（腐'日-37ページ）に登録した項目ごとに、名前を表示する/しないの設定をすること 
はでをません。 


操作のしかた 


ブラウザ 


誰からメールを使う 6 L モ—ド 
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ま信メールー質 
を表示する 

(陽 6-3 目ぺージ 

手順 ] 〜3 ) 

みまたは: V ) 
で巧證したいま 
信メールを選ぶ 


g を巧ず 


で 


受信メールー覧1/1頁 
次の曰磨日~~こ— 
メールありびとラ 
サークルのお知らせ 




ク U ア 


:▲) または： ▼) で 
r 巧護/解除 J を 
選ぶ 


® を巧す 


日日/ 
06 
次 ( 



li ] 

1返信 

2區送 

3電話帳登録 

4削除 

日， i 

: ' A ' 

夕( 

mu 

1 


6印耐 


貢つ 

しレ'牙^ y C 



(III ク u ア 


日日パ日1日：日日日1/0 3件 
0612345678 @ xx . yy . zz . ne , j 
次の B 曜曰 

次の日曜日に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 




ク U ア 


可 


受信メールー覧1/1頁 ■ 
S 次の曰曜日__； 

メール ありびとラ 
サークルのお知らせ 




r ク U ア 


メールの内容が表示されます。 


>選択したールに保護機能が設定され、受 
信メールー覧のール名の先頭に、 S が表 
おされます。 

図 . まだ読んでいないメール 

己（空白） . すでに読んだ^ール 

S . 保護されているメール 



■ 途中でやめるとまは 

を押します。（待機画面に戻ります。） 

■ メールの巧童を解除ずるとをは 

再度手順！〜日の操作を行ラと保護び解除されま 
す。 


■ 巧護されているメールを削除ずるとまは 

® 受信メールー覧を表示ずる 

( E ^ 日-3目ぺージ手順！〜 3) 

( D '： i ) または（ス J で、削除したい保護ルを 
證 S - 

③ 區]を押ず 

④ 'ち-を押す 

⑤ または I :スで「削除」を選ぶ 

⑥ 區]を押す 

⑦ （、▲)またはイ1で「はしりを選ぶ 

6-40 ⑨国を押す 


をお知 S せ 

参保護機能び設定でさるのは、すでに読んだメール 
で已〇件までです。 

参99件を超えるメールを受信したとさは、未読 
メールと保護メール(外のちいメールび自動的に 
削除されます。 


S 受信メールを巧護ずる 


残しておきたい受信メールを保護しておくと、誤って 
削除することを避けられます。保護を解除することを 
でをまず。 


操作のしかた 


受信メ—ルを保護する 



































ま信メールを表 
示する 

(豚目-36ぺ-ジ） 


を巧す 


:または:,1で 
r 返信 J を選ぶ 


因 I 

日日パ目1日：日日日1/日3件 
0 612 3 4 5 6 7 8 @n. yy, zz, ne. j 
次の日曜日 

次の日曜曰に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 




ク U ア 



> r 送信メールび一杯です。削除してくださ 
し、」と表示したら、不要な送信済メールま 
たは未送信メールを削除してから、もラー度 
操作してください。（防 6-49 ぺージ） 

送信済 メールと 未送信 メールは 合わせて 
已□件まで保存でをまず。 


[ S ) を巧す 


a 


返信メール作成^ 
巧先 10 612 311 5 6 7 8 8 XX. n. z| 
題名 lRe >; 欠の日曜日 I 

本文 


可 U ア 


•返信メール作成画面び表示されます。 

本义を乂力し 
て、を信する 

(暇 6-24 〜 6- 
26ページ） 

♦返信メールの題名には自動的に 「 Re >」 び 
付加されます。 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を#します。 

■ 「 L モード J と通信中は 

ブラウヴ マーク （ Si .) び表おおよび 、 「L モー 
ド接続中」 ランプび点灯している間は、電話や 
ファクスは使えません。 


巧^お知6せ 

• 返信メールの宛先や題名を編集することびでをまず。 
• 送信したメールは送信るメールとして保存されまず。 
•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 
•巧手側び 「 L モード」利用者し U が（パソコンや携 
帯電話など）の場合は、半角カタカナや絵で字を 
使用しないでください。巧手側でラまく表示でき 
ない場合びあります。 

• 絵文字は本文と題名に利用可能です。 


メールに返事を出ず/お送ずる 


% 


しメー ルに返事を出す（返信） 

メールををらつた巧手に返事を出すことびでをまず。 
(返信メール） 

巧手のちのメールアドレスと題名は、受信したメール 
を和用して自動的に設定されますので、本文を入力す 
るだけで送信でをます。 


操作のしかた 


メ I ルに返事を出す/転送する 
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メールに返事を出す/面送する 


ま信メールを表 
示する 

(胺日-3日ページ） 


11/291 日：日日日 1/ 日 3 件 
612 3 4 5 6 7 8 @xx, yy. zz, ne. j 
次の日曜日 

-, 公々*. 

次の日曜曰に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 




ユ-を巧す 


▲•または中で 
r おち J を選ぶ 


巧 


次 C 


3 電話帳曼細 


、气 日保護/解除 


て山 


6 印刷 


でバ 

思つ 


ク U ア 


\ 「送信メールび一杯です。削除してくださ 
し、。」と表示したら、不要な送信済メール 
または未送信メールを削除してから、もう 
-度操作してください（防己-49ページ） 0 
送信ミ斉メールと未送信メールは、合わせて 
已〇件まで保存でさます。 


■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 「L モード J とほ信中は 

ブラウヴマーク （ミミ i ) び表示および、 「 L モー 
ド接続中」 ランプび点なしている間は、電話や 
ファクスは使えません。 


51 を巧す 


ro 


I 新規メール作成 


宛先 [_ 


題名 [Fw > 次の曰曜日 
本で 


撰只?題'ュ空会 


巧 


ク U ア 


>メール入力画面が表示されます。 


巧巧を入力し 
て、送信する 

(陪 日-24 〜 6- 
26ページ） 

♦転送するメールの題名には自動的に 
rFw > j び付加されます。 

参文字の入カモードび半[英]のとさ*を 

押すとサイト（ま組）やメールのアドレス 

としてよく使われる文字び表示されます。 
卜ーン 

リジを巧して、文字を選んだあと L / 決定ボ 
タンを押します。 


卜-ン 

© 


を押すたびに切り替ゎります- 


「 .COJP 」「 .ne.Jp 」「 .acjp 」「 .com 」 
r@pipopa.ne.jp 」 「 www 」 


をお知 s せ 

• 転送するメールの題名や本文を編集することびで 
さます。 

参送信したメールは送信ミきメールとしてなをされます。 
参 「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 
参メールアドレスに絵文字は使用できません。 



L メールを他の巧巧に転送する 

受信したメールの内容を他の人に巧らせたいとさに、 
受信したメールを転送することびでさます。 

転送するとさ、受信メールの題名と本文は自動的に入 
力されていまずので、転送したい巧手のメールアドレ 
スを入力ずるだけで送信でさます。 


操作のしかた 


y — ルに返事を出す/転送する 6 L モ—ド 

-ブラウザ 
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アドレスを登録 
したいま信メー 
ル巧表示する 

(胺日-3日ぺ-ジ） 


を巧す 


:争）またはイ)で 
r 電話帳登録 J 
を選ぶ 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 


〇 

11/291 日：日日日 1/ 日 3 件 
0 612 3 4 5 6 7 8 @n. yy, zz, ne, j 
次の日曜日 

• - • • 

次の日曜曰に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 




ク U ア 


06 

次4 


11 


で 


e. i 


次 ( 


て lU 


4削除 

5 ィ呆護/解除 
6印刷 


バ 

ミつ 


f ク U ア 


@を巧す 



•電話帳登録画面び表示されます。 

•すでに電話帳に100件登録されていて、新 
しく登録することびできないときは、受信 
メール内容表示に戻ります。不要な電話帳 
を消ま （ B を 2-1 日ページ）してからをラー 
度操作をやり直してください。 


日電話帳にを前、 

読み、電話番号 
を登録する 

(咳 2-1 1〜 2- 

12ページの手順 
4〜 10) 

6這 y を巧す 

♦登録び終わると、受信メールを表示します。 


7登録び按わった 

百 fS ) を巧す 


巧手のメールアドレスを電話帳に登録する a 


受信メールを利用して、発信ちのメールアドレスを電 
話帳に登録します。その場合、新たに電話帳び追加さ 
れます。 


操作のしかた 


巧手のメ—ルアドレスを電話帳に登録する 
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2 


义字入カモ_ド 
に切日替える 

(腐"目-8〜 6- 1日 

ぺージ） 


メ云ユ_を巧し、 

r 定型义巧乂 J 
を選ぶ 


3 指 y を巧ず 


巧 


魔/かな] 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


交宇切替 


取消 


で 


戻る 


m で選択，も ■/ ま沼で決定 


巧 


■定型文一監 ■ 


C0. H 


.ne. IP 

. or. ip 

WWW. 

,com 

な > で選択，ず迅でミ克定 


■ 途中でやめるとまは 

^を巧します。（待機画面に戻ります。 


:▲) または： ▼) 
で挿入したい 
定型文を選ぶ 


苗 

定型 ター 覧 

, com 

了解しました 

自宅に電話してください。„ 
令曰は何時ごろ帰ってさます 
昨曰はどラをありびとラござ 
包> で選択，ミ央君で決定 


一 あらかじめ登録されている定型では- 
r . co . jp 」 、 r . ne . jp 」 、 r . or . jp 」 、 
「WWW」 、 r . com 」 、 

「了解しました。」、 
r 自宅に電話してくださし、」、 
r 今曰は何時ごろ帰ってさますか？」、 
「昨曰はどうをありがとラございました。」 
「ごめんなさい。待ち合わせに30分ほ 
ど遅れます。」 


g を巧ず 


■ む 

燥/かな] 

自宅に電話してください。1 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


文字切替「 


取消 


•選択した定型でが表示エ U ァに表示されま 
す。 


巧"お知 S せ 

参巧入した後の定型文を編集することびでさます。 
参定型文を挿入したとさに、入力可能な文字数を超 
えた場合、入力可能な文字数だけ挿入されます。 


S 定型文を入れる 


定型文を入れる 


メールの「巧先」「題名」「本文」を入力や編集ずる 
とさに、定型文を拝入ずることびでさます。定型文 
は、あらかじめ10件登録されていて、編集ずること 
をでさます D 


操作のしかた 


定型文を入れる 



6-44 



































1 画を押し、年 
または： ▼) で r メ 
ール J を S ぶ 


ミ— 


/ミ夫司 を巧し、 
または; V) で 
r 定型文編集 J 
を選ぶ 


で 


^■メールメニュー 
1受信メールー覧 
2送信済メールー覧 
3未ピ f 言メー J レー見 
4新規メール作成 
己受信メール読出 
日誕夕編集- 1 


故定1 を J 甲し、 

(与または (V) で 
編集したい定型 
文を選ぶ 



途中でやめるとまは 

g ] を押します。（待機画面に戻ります。 



2メインメニュー 
3マイメニュー 
4アドレス入力検索 
b 画面メモ 
目お気に入り 


4 I ぶ d を巧す 


•文字入カモードに切り替わります。 


5定型文の文字を編 
集する 

(賊 6-8 〜目 - 1日 

ぺージ） 


•編集は、 ] 件あたり全角2已文字（半角己日 
文字）の範囲で行えます。 


i - ■ -» 巧 

定型文一覧 
至急連絡下さい- 

.ne, jp 

. or. ip 

WWW, 

.com 

な > で選択，ま迅でミ央患 

f ' ' 「戻る 


♦編集された定型でが登録されます。 


6レを d を巧す 


-- --窃 

魔/かな] 

至急連絡下さい ■ 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 

を宇切お' f f 取消 


因 


魔/かな] 


|co. jp 


> 

[ダイヤル]で文字入力，【取消]で 


I 文宇切替「 


巧消 


定型义を入れる 


% 


し 


定型义を編集する 


登録されている定型文を編集し、登録（上書さ）する 
ことびでさます。 


操作のしかた 


定型文を入れる 
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編集したい送信 
巧メールの内容 
を表示する 

(豚日-3日ぺ-ジ） 


曰 I 

日日/1615:00 01/03件 
0 612 3 4 5 6 7 8 @ xx , yy , zz , ne , j 

次のサークル 

.• '紙 '. 

次の サークル 活動は、2週 
間後にいつをの場所で行い 
ます。 


。ミ -を巧す 


r 再編集 J を選 
ぶ 


S ) を巧す 


>メールの入力画面び表示されます。 


■ 途中でやめるとまは 

( S を押します。 


巧"お知 S せ 

•手順4で「送信メールび一杯でず。削除してください。」と表示されたときは、すでに未送信メールと 
送信済メールび合わせて已〇件保存され、新しいメールび保存でをない状態にあります。不要な未送信 
メールまたは送信済メールを削除して（咳=己 -49 ぺージ）からもう一度操作をやり直してください。 
•相手側び 「 L モード」利用者し U が（パソコンや携帯電話など）の場合は、半角カタカナや絵文字を使用 
しないでください。相手側でラまく表示でさない場合びあります。 


LzJ 

™ 再編集メール作成 
宛先 | QB ] g 345 B 7 B @ xryy~zl 
題名 I 次の サークル I 


本文 I 次のサークルる動は 
、 2週間後にいつち 



5内容を修正する 

① 1:4洁たは|みで修正する項目を選ぶ 

② L / 決定ボタンを押す 

③ 文字を修正ずる 

(廊日-8〜目 -1 日ぺージ） 

® L / 決定ボタンを押す 

6 を巧す 

0 


7 A 1または,,1で 

n 呆巧 J を選ぶ 


♦送信するとさは、「送信」を選びます。 

8 (4) を巧す 

♦新しい未送信メールとして保存されます。 
編集前の ー ルちそのまま残ります。 


田 


再編集メール作成 ■ 


雨ち I かけ‘;巧をぶをが京1る が r : 

プ巧1送信 


;驚: 


-曰 

印 


2週 P 马後(しし、ち) I 


% 


メールを編集ずる 


L 送信済メールを編集する 

送信済メールの内容を編集して未送信メールとして保 
存することびでをます。編集前のメールをそのまま残 
ります。 


操作のしかた 


メ I ルを編集する 



田 




を 

帳 

話除刷る 
電削印戻 

I / - C - ノィ ーす 

次次間ま 


6-46 
















































r ク M ア 



編集したいホを 
信メールの内容 
を表示する 

(豚目-3日ページ） 


05/16 15 : 00 日 1 /日 3 件 
0 612 3 4 5 6 7 8 @ xx , yy , zz , ne . j 

出かけませんか！ 

-• 、紙 •- 

次のお休みに、みんなで八 
イキングに出かけませんか 




ク U ア 


「タミ -を巧す 


r 編集 J を選ぶ 


〇を巧す 


♦メールの入力画面び表示されます。 

■ 途中でやめるとまは 

( S を押します。 


巧^お知 S せ 

♦巧手側び 「 L モード」利用者し U 外（バソコンや携帯電話など）の場合は、半角カタカナや絵文字を使用 
しないでください。巧手側でラまく表おでさない場合びあります。 


ご?’巧 CxJ 

編集メール作成^ 
宛先 | QG ] g 345 B 78 @ xry 77 T ] 
題名 I 出かけませんか"]~~ I 

本文 I 次のお休みに、みん I 
なで八イキングに出 1 


广メニユ ー I クリア 


5内容を修正する 

① 1:4诗たは1:,)で修正する項目を選ぶ 

② L / 決定ボタンを押す 

③ 文字を修正する 

(臨日-8〜目 -1 日ぺージ） 

® L / ミ央定ボタンを押す 

6 を巧す 

0 


7 A ) または,で 

n 呆巧 J を選ぶ 


♦送信するときは、「送信」を還びます。 

8 を巧す 

参編集前のメールに上書をして保存されます。 



メールを編集する 


% 


^未送信メールを編集する 

未送信メー J レの内容を編集して保存することびでさま 
す。（編集前のメールに上書きされます。） 


操作のしかた 


口 


.1 八か 

6 口 J : 


i 信 


信除制る 
送削印戻 


SS 出次\ 


y —ルを編集する 
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r モ送信メールー 
質 J を表示する 

(陪日- 3 日ぺージ 
手順1〜3 ) 


因 


■未送信メールー覧1/1頁 
.5** の^ 
出かけませんか！ 

お元気でずか 



:▲) または:スで 
r ミ件を信 J を 
選ぶ 


，巧 

夫;关信乂ールー覧 1 / 1 百圓 

1 j 

1 編集 

1 





3—件削除 
4全件削除 
日戻る 




1111 ク U ア 


E ) を巧す 


•未送信メールびすべて送信されます。 

•「 L モード」と回線びつなびっていなかっ 
た場合でも、自動的に回線を接続してメー 
ルを送信します。 


送信び按わった 
5 r はい J を選 
ぶ 


<:■ 搭瓷ホ。〇〇:〇ミ 

LJ 

1 

送信完了 


2 

切断しますか？ 


4 

1 はい 1 


5 

6 

いいえ1 

□ 


1 1 1クし 

ア 


>「いいえ」を選んで L / ミ夫定ボタンを押すと 
回線び切断されずにメールメニュー画面に 
戻ります。 



■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ メールの送信を途中で止めるとまは 

「接続中」の表示び出ている間にを巧してくだ 
さい。送信び中止されてメールメニュー画面に戻 
ります。「メール送信中」の表示び出ている間に 
を巧すと、メール送信び完了したメールは未 
送信メールー覧から削除されていまず。 

■ [L モード J とほ信中は 

ブラウヴマーク (;：：) び表示および、 「 L モード 
接続中」ランプび点なしている間は、電話やファ 
クスは使えません。 


資^お知 S せ 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 


S ホ送信メールを一巧送信する 


保存されている未送信メールを一度の操作ですベて送 
信することびでさます。（一括送信） 


操作のしかた 


未送信メ—ルを I 括送信する 
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削除したぃメ^ 
ルの内容を表示 
する 

(豚日-3日ぺ-ジ） 




0 


を巧し、 
A } またはみで 
r 削除 J を選ぶ 


因 


05/28 15:00 01/03ホ 
061234 5 6 7 8 @ xx , yy , zz . ne , j 

次の曰曜曰 
■ 

次の日曜日に、みんなでバ 
一べキューをしよラと思つ 
ています。 


t メニ i 


[)5 ヴ 9 fn/[n 件 
0 n if 1編:^ 

次 d ?電話帳登録 


次 q 4 單刷 
5戻る 





ています。 


ty を巧し、 
( i : で I ■はい J 
を選ぶ 



♦削除をやめるとさは、「いいえ」を選んで 
<ださい。 


g を巧す 


♦なのメールの内容び表示されまず。停止ボタ 
ンを巧すと、待機画面に戻りまず。 


■ 途中でやめるとまは 

庭]を押します。 

■ 受信メール-を信ちメール-ホを信メールをずべ 
て削除するとをは 

①日-3己ページの手順！〜3の操作で削除したい 
ールの一覧（受信ールー覧/送信済一 
ルー覧/未送信ールー覧）を表のする 

® 巧~ 


0 


を押し、「全件削除」を選ぶ 
@駐を押し、み’で「はしりを選ぶ 
④を巧す 

削除をやめるときは、③で「いいえ」を逞 
び、 g ) を押してください。 

(保護メール、未読メールびある場合は、「イ呆 
護メール（または未読メール）を削除しまず 
か？」と表示されます。「はしりを選んでし ; y 
を巧ずと保護メールや未読メールもすベて削除 
されまず。） 


メールを削除ずる 


% 


受信メール.送信済メール-未送信メールを削除する 
ことびでをます。保護したメールを削除することをで 
さます。 


操作のしかた 


(例）送信済メールを削除する場合 


メ I ルを削除する 6 


-ブラウザ 
L モ—ド 


6-49 






























メモ 


6-50 


ぺージ 

ブラウザサービスについて . 臣-已吕 

暗号化通信について 

暗号化通信のしくみ . 6-53 

サイト（番組）を表示ずる . 色-54 

暗号化サイトへ接続ずる . 色-5色 

画面上での操作のしかた 

チェックボックス付き項目を選択する . 日-已7 

ラジオボタン付き項目を選がする . 日-已7 

プルダウンメニューか6項目を選択する . 已-已8 

着信メ□ディーを取り&む（着信メ□ディーダウン□-ド） 

サイトなどから着信メ□ディーを取り込む . 已-已9 

ページやサイトを登録して素早く表示ずる 

ぺージやサイトをお気に入りに登録する . 日-已〇 

お気に入りか日サイトを表おする . 日-日1 

お気に入りのタイトルを編集する . 日-日2 

マイメニューを使う 

マイメニューに登録する . 已 

マイメニューか日サイトを表示する . 日-日4 

ぺージを再読み込みずる . 6-6 已 

URL を入力してぺージを表示ずる . 百-百色 

サイトのぺージを巧をずる（画面メモ） 

画面メモをイ呆をする . 日-日8 

画面メモを表示する . 日-日8 

画面メモを削除する . 日-已9 

画面メモを親機の待機画面に使用ずる . 6-70 

画面に表示したぺージをプリントずる . 色-7吕 

サイトか S ダウン □ー ドした データを 

プリントずる（コンテンツ印刷） . 巨-73 

電話帳やお気に入りデータをアップ□-ド推信）ずる" 6-74 
電話帳やお気に入りデータをダウン□-ド语信）ずる"巨-7已 
PHONE TO • MAIL TO • FAX TO . WEB TO 機能を使う 

PHONE TO 機能をイまラ . 已 -7 日 

MAIL TO 機能を使う . 6-76 

FAX TO 機能を使う . ら -11 

WEB TO 機能を使う . ろ-11 























































s ブラウザ サービス について 


天気予報やタウン情報など生活に役立つ情報を取り出 
すことびでをます。 

また、アドレス （ URL ) を入力するとインターネッ 
卜上のホームページなどを見ることびでさます。 



ミ 

ヴ 

サ 

I 

ビ 

ス 

に 

い 

て 


6 


メ 

1 

1 

1 

ル 

L 

モ 

I 

プ 


ラ 


ク 


ザ 



-。 

トップメニュー^™ 

1 メール ー^ 

2 つメ ニユ 
3マイメニュー 
4アドレス入力検索 
b 画面メモ 

6お気に入 C | 一 

勺ファッピィ I プラザ み 


I 四回ゾ t I 
i お気に入〔1 
'フアツピィ17^ 

— i - 


旬 


クリア 


i 1 1 ■ I 

^^"URL 入力^^™ 

http :// 



アドレスを入力します。 


L モー ドで提供する サービス でず。 
をサイトび^でさるところでず。 

天気予報のサイトび検索でをる 
ところです。 

業衝 Ij に覇謡号び検索できまず。 

毎曰更新され、新しい情報をお 
知らせするところです。 

各種情報びメールで送られて< 
る「メールマガジン」を紹かし 
ています。 

パスワードの変更など L モード 
のさ種設定びでをます。 


rOK I 

I ■厂 クリア 


✓— 

ミ" 雛中000:日5, m 

、 

♦取り出した情端ま、そのサイト（番組）を登録したり、ページをイ呆存- 


ツアー予定^^™ 

印刷することびでをます。 


by 1 y lyj ス fe 

①ページやサイトを登録して素早く表示する 


已 / 2 0 (火）広島 

(腐^ 色-色〇〜 6-62 ぺージ） 


5 X 2 1 (水）岡山 

® サイトのぺージを保をずる （11^6-68 〜 6-69 ぺージ） 


日/ 2 2 (木）金が 

感 表示したぺージをプリントずる （E 署 6-72 ページ） 



♦サイト（番組）から着信メ□ディーを取り込む（ダウン□ードする） 


1 ' 'メニユー'クリア 

ことちでさます。 

、 


着信メ□ディーを取り込む（防 6 -已 9 ぺージ） 

J 


アドパイス！ 

》 r 切日ちれ防止タイマ ー J (咳 = 6 - 1 8 ぺージ） 

この機能は、「 L モード」へ接続中に何を操作 
しなかった時、自動的に 「 L モード」の接続を 
切断する機能です。 

「 L モード」の接続を切り忘れて、通信料金び 
かかるのを防ざます。 

ご購入時は、に分」に設定されています。 

※通信料をを節約してサイト（香組）のぺージを見る 

インターネットなどで見たいサイト（ま組）の 
ページを表示してぃる陆こ黑娜すと、表 
示しているぺージはそのままで、 「 L モード」 
の接続を切断ずることびでさまず。 

通信料金を節約してページを見る 
ときに便利でず。 


巧^お知6せ 

参 「 L モード」と通信中は通信料金びかかりまず。 
•「 L モード」対応のページ L ソ外は正しく表示され 
ない場合びあります。 

• 情報検索サービスのご利用後は、回線び切断され 
ているか確認してください。 
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証明書を送信 


つンテンツ • 
プロバ’イダ 



しししし 


しししし 


しししし 


n 

/ 


なりずまし： 

第兰者びコンテンツ-プ□バイダを 
装って、不正にお客様の情報を入手 
したりすることです。 


暗号機能 


コンテンツ•プ□バイダの認証後に、データを暗号化して送受信しまず。暗号化したデータは、本機とコ 
ンテンツ-プ□バイタ 1 ソがは解読することびでをませんので、第=ちによるデータの盗み見や書さ換えを 
防止することびでさます。 


6 


1 

メ 

1 

モ 

1 

1 

ル 


ブ 


ろ 


ク 


ザ 





解読 


L モード 


m 

As 

<：をみ見-書き換え 


つンテンツ • 
プロバ’イダ 


► pm 


辭読 


n 


盗み見： 

第=ちび通信回線に不正に侵入するなどして、 
お客様の通信内容を不正に入手することです。 

童キ換ブ： 

第兰ちびお客様の通信内容を不正に書さ換え 
てしまラことでず。 


巧"お知 S せ 

♦ L モードの暗号化通信は、 SSL (Secure Socket Layer ) という認証/暗号技術を使用しています。 

♦ 0 音号化通信を正常に動作させるには、親機の曰付-時刻設定 （B を 1-34 ページ）を正しく行ってくださ 
し、。 


日音号化通信について 


% 


本機から特別な操作なしに、対応サイト（暗号化サイト）と暗号化通信を行ラことびでさます。 

暗号化通信とは、認証や暗号の技術を使用することで、プライノ（シーを保護して安全なデータ通信を行ラ通信 
方式です。本機と日音号化サイトとの間で、データ通信前に証明書による認証を実施するととちに、データを暗 
号化して送受信することで、第兰者による"なりすまし"や通信途中でのデータの"盗み見’’ “書き換え’’を 
防止し、クレジットカードや住所など、お客様の個人情報をよりま全にやりとりすることびできます。 


暗号化通信のし<み 


認証機能 


実際にデータのやり取りを行ラ前に、コンテンツ■プ□バイダ（情報提供者）から送られてくる証明書恒忍 
証局といラ公的な機関び、コンテンツ.プ□バイダの本人性を証明ずるために発行するをの）と、本機び持 
つ証明書をチェックし、双ちの証明書び、おかに同一の認証局から発行されたものであるかをお認します。 
また、コンテンツ■プ□バイダから送られてきた証明書を表示し、その内容を巧認することで、第云をに 
よる"なりずまし"を防止することびでをます。 


暗号化通信につ—^て 
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1 国対甲し、‘: ▲) 
または ：▼) で 
r メインメニュ ー J 
を選ぶ 


巧見機の電源び OFF になったり、停電になっ 
た時は、再度 L モードの利用設定をしてく 
ださい。 （ E 署目-已ぺージ） 


( S を巧す 


▲) または: T 1 で 
お巧をな頂目を 
選ぶ 


ミ". 罐を货 )0:05. , ■ 

インメニユー 
[111_に1-の卜 
巧駕ぺるに]-リスト 

「31天丸す報 
证タウンページ 

の今曰のいチ I ック 

胚1お好み7力’シ’ン 


で 


厂クリア 


ミ■■晴 ’逆) 0:05 ■ 

■ 设 

六インメニュー 
mi じ 1 - U ス h 

の漂べる)(て1 ロト 


ので巧.ホ報 
印タウンページ 


の今 R の M チ TIV ク 


お1お巧み別’シ‘ン 


' 'メ ニユ ー1 クリア 


※実際の画面とは異なることびあります 


巧 


トップメニュー ■ 
1 メール _ _ 

つ™™—、^" 

3マイメニュ ー 
4アドレス入力検索 
b 画面メモ 
日お気に入り 


か 


r ク U ア 



見たいサイトび表 
示をれるまで手順 
3〜4の操作を繰 
り返す 

参 L 回線断ボタンを押すと、表示しているぺ 
ージはそのままで回線を切断することびで 
をます。通信料金を節約してページ内容を 
見たいとをなどに操作してください。 


S ヴイト（番組）を表示する 


サイト谣組）をご覧になるときは、まず目次にあた 
る「メインメニュー」を表示させます。「メインメ 
ニュー」からお好さな項目を遲択していさ、サイト 
(ま組）を表示します。 


操作のしかた 



サイト(番組)を表示する 


6 L モ—ド 
メ—ル n 


ブラウザ 
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サイト【ま組）を表示する 


% 


1つ前の画面に房るとさは 


t 1 び表示されているときは； ◄; を押してくだ 
さい。 

(例）ページを A 一 B 一 C と表示してさた場合 



■ [ L モード J と通信中は 

ブラウヴマーク （ミミ:） び表おおよび、 「 L モード 
接続中」ランプび点なしている間は、電話やファ 
クスは使えません。 

■ [ L モード J を終了ずるとをは 

處]を押します。 

■ 画像データを表示させた<ないとまは 

画像表示で画像データを表示させないようにする 
ことびでさます。 （ B ぞ已 -20 ぺージ） 

■ 表示したぺージをプ U ントするには 
(防 6-72 ぺージ） 


をお知 S せ 

• L / 決定ボタンを押して接続中画面になってから、センターとの接続に約30〜日〇秒程度かかります。 

参回線の状態によっては、まれに 「 L モード」に接続できない場合びあります（：「センターとの接続に失 
敗しました。」び表示されます）。 

参回線の状態によっては、サイトび表示されるまでしばらく時間びかかることびあります。 

♦回線の状態によっては、まれに 「 L モード」との接続び切断されることびありまず。 

また、 「 L モード」に接続しているときにキャッチホンやキャッチホン•ディスプレイの割り込み音び 
入ると、通信び不安定になり切断されることびあります。 

( 「センターとの接続び切断されました。」と画面表示され、表示していたブラウヴマークび消えまず。） 
この場合は、 L / 決定ボタンを押して「センターとの接続び切断されました。」の画面表示を消し、をラ 
一度 L / ま定ボタンを押して 「 L モード」への接続の操作を始めてください。 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 

♦ 「 L モード」対応のページし U 外は正しく表示されない場合びあります。 

• 通信を中断した場合、あるいはホームページび正し<表示されなかった場合でち、通信料びかかりまず 
ので、ごを意ください。 

参情報検索サービスのご利用をは、回線び切断されているか確認してください。 

•「 L モード」と接続び失敗した場合でち通信料金びかかります。 

参 GIF 、 JPEG 形式し U 外の画像データを表示することはできません。その場合、画像の位置に図を表示し 
ます。 GIF 、 JPEG 形式の画像データであってち表示でさない場合びあります。 


ヴイト(番組)を表おする 


6 


メ—ル 
しモ—ド 


ブラウザ 
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暗号化サイトへ接続ずる 


暗号化サイトとは、データをやりとりする際に、暗号化通信を行ラことで、データの盗み見や書さ換え、な 
りすましを防ぐ、安全性の高いサイトです（確実な安全性を保証ずるちのではありません。）。暗号化サイ 
卜に接続すると、確認画面び表示された後、暗号化通信び開始されます。 


操作のしかた 


暗号化サイトを 
表示する 

(賊6-已4〜6-已已 
ぺージ） 


ミ•■，'錦中 J を00:0 


で 


暗号化通信を 
開始します。 
(認証中） 

r«n 


厂ク U ア 


•暗号化サイトへの接続前に、認証中画面が 
表示されます。 

• 「中断」を選んで L / 決定ボタンを押ずと、 
接続を中止して前の画面に戻ります。 


暗号化サイトが 
表示をれる 


日音号化サイト接続中に 
点灯します。つ I 


幽…[暗号化 \mm ^ 

I オンラインバンキング I 

XX 銀行 


クリア 


•暗号化通信が開始され、画面上部に暗号化 
マークが点灯します。 


■ お号化サイトの証明書を表おずるには 

① 暗号化サイトの表示中に 、 W 


0 


を巧します。 


②「証明書参照」を選んで@を巧します。 

■ 註巧書の有効/お効を設定ずるには 

「証明書設定 J (防 6-1 日ページ）で設定します。 


化のサイトへ 
巧動する 

• a 常のサイトへ移動しようとすると、確認 
画面び表示されます。 


roKj を選ぶ 


ミ;.接房中 ©00:12 恒号化 9^ ■.し] 


暗号化ページを 
終了しまず。 


1 0 M 

1キャンおレ1 

11(( クリア 


垣 y を巧すと、 

暗号化通信び按 
了する 

♦暗号化マークび消灯します。 


r 接続巧を認証でをませんでしたが続けますか？ J 
と表示されたとをは 

-サイトの証明書に本機の証明書び対応してい 
ない 

-サイトの証明書の有効期限び切れている 
-本機の証明書の有効期限び切れている 
-親機の日付•時刻設定び正しく設定されてい 
ない 

などの理由により、上記の確認画面び表示される 
ことびあります。 

このときは、「はい」を選んで@を押すと、証 
明書による認証を省略して暗号化通信を行いま 
す。認証でさないサイトへの接続による損害等に 
ついては、 NTT はその責任を負いませんのでごを 
意 < ださい。 

「いいえ」を選んで life ] を押すと、接続を中止し 
て前の画面に戻ります。 


巧^お知 S せ 

♦暗号化通信を正常に動作させるには、親機の曰 
付•時刻設を （B を 1-34 ぺージ）を正しく行つ 
て < ださい。 


% 


暗号化サイトへ接続する 


6 L モ—ド 
メ—ル I 


ブラウザ 
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操作対象の還 
択びされてい 
るとさは太線 
枠で囲まれま 
す。 


①ぺージ表示中に|>)または I :▼，で、選おするチエッ 
クボックス （□) に操作巧まの逞おを移動する 
選ばれた枠び太線枠に変わ D ます。 

すでに逞択されている項目は肉で表示されています。 


①ぺージ表示中に （▲,> またはで、還択するラジ 
オボタン （ 〇 ) に操作巧まの還択を移動する 
選ばれたラジオボタンび太線枠で固まれます。 


ミ"接活中^0:05 ^■坦 

地域を指定 


® 屋)を押す 

項目び選択され、□び図に変わります。 

複数の項目を選択できます。 

選択を取り消すには、取り消す項目（区]の項目）に 
操作対象の選択を移動して[己ボタンを巧します。 
図び□に戻ります。心」 


③を押ず 

項目び選がされ、「大阪」の口び図に変わります。 
同時に「東京」の©び〇に変わります。 

複数の項目を選択することはでをません。 


画面上での操作のしかた 


% 


画面に表示された選択肢の中から項目を選んで操作す 
るち法は、チェックボックス、ラジオボタン、プルダ 
ウンメニューびあります。それぞれ操作ち法や選択で 
さる数などび異なります。 


チェックボックス付を 


ラジオボタン付を 

[ 頂目を選がする 

k - 

項目を選がする 


チェックボックスは、選択肢の中から複数の項目 
を還択できるときに、項目名の前につけられる 
マークです。 


ラジオボタンは、選択肢の中か5 ] つだけ選がでを 
るとをに、項目名の前につけ5れるマークです。 


メ 

I 

ル 


巧"お知 S せ 

参パスワードの入力画面で「□な存する」の 
チェックボックスをまたはで逞択して 
を巧すと、入力したパスワードび保存され 
ます。この操作を行っておくとしソ降のバスワード 
の認証処理び自動的に斤われますので、次回から 
パスワードを入力する必要びなくなります。 


ミ"笔 ©00:05 ■ ■ 

■因 

選択してください。 


□ 野球 
図サッカー 
□ ゴルフ 
□ テニス 


' 1 1 メニユ ー 1 ク U ア 


ミ •• 接活中.进0:05 、 

地域を指定 

— 1 U 

〇東京 
囚大転 
〇名古屋 
〇福岡 


' 1 1 メニユー'クリア 


を 00:05- ■ 

■因 

選択してください。 


図野球 


図サッカー 


□ ゴルフ 


□ テニス 


' 1 メニユ ー 1 ク U ア 


選い線ま 
のて太れ 
象れはま 
がささ囲 
作びとで〇 
操択る枠す 


屋 

京阪古岡 
東大名福 

贷巧〇〇 


画面上での操作のしかた 


6 L モ—ド 


ブラウザ 
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% 


画面上での操作のしかた 


プルダウンメニュ ー 
から項目を選がする 


プルダウンメニューは、選が肢び見えない状態で 
表示されるメニューです。 

ページ内では影付さで表示され、プルダウンメ 
ニューを選ぶと、選択肢び一覧表示されます。 


①ぺージ表示中にまたはイ,|で、操作巧まの還 
おをプルダウンメニューに移動する 
還ばれた枠び太線に変わります。 


操作巧をの還 
択びされてい 
るときは太線 
巧で囲まれま 
す。 


ミ"避 £• 键 0 ;DS ■ 

■ 口 

<アンケート> 


あなたの性別は？ 


- 1 男性 1 


1 n ピ 1 


1 1 メニ a- 

ク U ア 



で 

の 

操 

作 

の 


を 


6 


メ 

1 

1 

1 

ル 

モ 

1 

プ 

ド' 

ラ 


ク 


ザ 



® 區)を押す 

選んだプルダウン^ニューび一覧表示されます。 
一度にすベての選択肢び表示されない場含びあります。 
その場合は、 I ' A ' i または I ' T ' i で全選択肢を順に表示 
でをます。'一’ 


選択肢び一覧 
表示されます。 


ミ •• 遵も 鮮 ; 

<アンケー 

あなたのせ別は? 

1男性 

画。 

卜> 

m 

1 1 'メニユー'クリア 


(3) ( A ) または（、▼)で項目を選ぶ 

選んだ項目び反転表示されまず。 

項目を選ばずに一覧を閉じるには*"クリ^を巧しまず。 

0 

® を押す 
選んだ項目び確定されます。 


ミ"纖迎0:05 _ ■ 

<アンケート> 

— 。 

あなたの性別は？ 


1女性1 


1 OK 1 


1 ' W ニユー 

ク IJ ア 
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着信メ□ディ-を取り込む胤!メ□ディ-ダウン□-ド ） K 


サイトなどか6着信 
メロディーを取り込む 


サイト（番組）等から、最新の曲やお好みの巧を取り 
込んで（ダウンロードして）着信音として利用するこ 
とびでをます。3曲までダウン□ー ドでをまず。 


操作のしかた 


1着信メ□デイー 
び掲載されてい 
るサイトを表示 
する 

(腐" 6-54 〜 6- 
己己ぺージ） 


2着信メロディーを 
ダウン□ードする 

♦着信メ□ディーのダウン□ー ド方法は各サ 
イトで異なりまず。 


3 ▲) またはすで 

r 登録する J を 
選ぶ 


4 1/結を巧す 


ミ《■沒爲中 ©110:116 ® 

メ□ディ ーメニュー 
1演奏する 
2登録する 


西で選択，ま冠で決定 


5 A ) またはザで 
巧をする場所を 
選ぶ 


•1 〜3に保存ずることができます。1〜3 
は「親機呼出音切誓」の7〜9になりまず。 
崎]-28ぺージ） 

すでに着信メ□ディーが保存されていると 
きは、タイトルが表示されています。（最 
大全角10文字） 


6レを d を巧す 


•すでに保存されている着信□ディーを選 
んだとさは、上書さ保存確認画面が表示さ 
れます。 


ミ"^り 诏 

_登録する_ 

2 - 

3- 


狂> で選択，ず迅で決定 


着 

信 

メ 

□ 


を 

取 

D 

込 

む 



メ 


□ 

デ 


I 

ダ 

ク 

ン 

□ 

I 

ド' 


6 

1 

メ 

1 

し 

モ 

1 

1 

ル 

ド 

2 


ク 

ザ 


■ rL モード J と通信中は 

ブラウザマーク（ミミ i ) が表示および 「 L モード 
接続中」ランプが点灯している間は、電話やファ 
クスは使えません。 


■ ダウン□—ドした着信メ□デイーを呼出音に設定ずるに 
は（臨 1-28 〜 1-2 目ぺージ） 


巧"お知 S せ 

参 「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 
参 「 L モード」対応のページし U 外は正し<表示され 
ない場合びあります。 
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1 ぺージを表示中 
を巧す 


に 




0 


® を巧す 


参表示されていたページびお気に入りに登 
録されまず。 


r お気に入日登 
録 J を選ぶ 


,臟を。。〇 

U お気 ly 
2画面メモ登緑 
3待機画面登録 
4再読込 

5トップメニュー 
6お気に入り一覧 


■ r お気に入りび一杯でず。削除してください。 J と表 
示されたとまは 

すでに20件登録されていまず。新しく登録すると 
さは不要なお気に入りを削除してください。 

■ 登録されているお気に入0を巧認するとまは 

① 待機画面を表示中に (4) を押ず 

② 1 : 4 ) または‘:,）で「お気に入り」を選ぶ 

③ を押ず 

登録したお気に入り一覧び表示されます。 

■ 登録されているお気に入0を削除するとまは 

① お気に入りをお認する操作をする 

② （▲) または ’:▼) で削除したし)お気に入りを還ぶ 


③ ""ミ—を押す 

④ またはイ）で「_件削除」を選ぶ 

⑤ yy を押ず 

⑥ |: A ' i で「はい」を選び、@を押す 

お気に入りび削除され、お気に入り一覧画面 
になります。 


登録されているお気に入日をすべて削除ずるとをは 

①お気に入りをお認する操作をする 


②飞ュ—を押す 

または（ス）で「全件削除」を選ぶ 

④ @を押ず 

⑤ |みで「はしりを選び、厨を押す 
お気に入りびすべて削除されます。 

■ お気に入りと画面メモ （腐 =6-68~6-69ぺージ） 
の違い 

お気に入りからページを表示するときは 、 「L 
モード」を介して最新の内容を受信し、表示しま 
ず。画面メモを表示するときは、通信は行われず 
に保存時の内容びそのまま表示されます。内容の 
更新びをいページは、お気に入りに登録すると常 
に最新の状態を表示でさます。 

赁"お知 S せ 

参お気に入りは最大20件まで登録することびできます。 
♦お気に入りのタイトルは、全ち8文き（半角1己 
文字）まで登録でさます。全角8文字を超える夕 
イトルの場合、9文字目からは登録されません。 
参タイトルびないページを登録したときは、その 
ぺージの URL (アドレス）び登録されます。 

参登録したお気に入りは停電びあってを保存されて 
いまず。 


£1ページやサイトを登録して素早 < 表示する 


ページやサイトを 
お気に入0に登録する 


ページやサイトのアドレス （ URL ) を、短いタイトルを 
つけて登録しておくことびでをます。（お気に入り） 
よく見るページを登録しておくと、お気に入りを選択 
するだけで簡単にそのページを表示でをます。 


操作のしかた 


。へージやサイトを登録して素早く表おする 6 L モ—ド 

メ—ル I 


ブラウザ 
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ぺージやサイトを登録して素早<表示する 



I _お気に入りか6サイトを表示する 


操作のしかた 


1 I ぶ d を巧す 


2 ▲) または:,)で 
r お気に入り J 
を選ぶ 


3，墨を巧す 

•お気に入り一覧画面び表示されます。 
•お気に入りのタイトルを編集するには 
( B を日-巨2ページ） 

■ ぺージ表示中にお気に入日か6サイトを表示ずる 
には 

① ページを表ホ中に^ tT を押す 

② ,:、▲)または,）で「お気に入り一覧」を選ぶ 

③ (4) を巧す 

お気に入り一覧画面び表示されます。 

④ ’:、▲)または|:ス）で表示したいお気に入りを選 
んで、 Uy を押す 

お気に入り登録されているページび表示され 
ます。 



2メインメニユ ー 
3 マイメニユ ー 
4 アドレス入力検索 
b 画面メモ み/ 

日お気に入り 、グ • 


み 


1ク U ア 


1 

巧 

トップメニュー 


1 メール 

</ 

2 メインメニュー 

心 

3 マイメニュー 

み 

4 アドレス入力検索 
b 画面メモ 


巨麵こな) 


' ク U ア 


4 ▲) またはみで 

表示したい 
お気に入りを選ぶ 


ミミ ; LzJ 

お気に入り 1/1 頁 
1コンザニド情報二~ 

2スポーツニュース 
3 芸能ニュース 
4 気象情報 
已 AA 情報 


广 メニユ ー' クリア 


5レ 起 J を巧す 


ミ" 琴，卿： 05 


■ 。 

■ッァー予定 ■ 
日/. 1.8 (白 ： r 

大阪 

己/2日 

(乂） 

ム島 

己/21 

(水） 

岡山 

日/2 2 

沐） 

金ミ尺 

1 1 

'メニユー 

1 ク U ア 


• 「1_モード」に接続して、お気に入り登 
録されているページび表示されます。 


パ 

I 

ジ 

や 

サ 


を 

録 

し 

て 

早 

< 

表 

お 

す 

る 


6 

I 

メ 

1 

し 

モ 

1 

1 

ル 

ド 

ブ 


ち 


ク 


ザ 


をお知 S せ 

♦お気に入り一覧画面で、タイトルの前の番号をダ 
イヤルボタンで入力してサイトを表示させること 
びでさます。 
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操作のしかた 


r お気に入日か 
5サイトを表示 
する J 操作の手 
順！〜3を巧5 

(咳 6-61 ぺ一 

ジ） 

▲) または:，)で 
編集したい 
お気に入りを 
選ぶ 


因 


お気に入り1/1頁 
13ンサニト'肩報 
2スポーツニュース 
3芸能ニュース 
4気象情報 
5 情報 


ク U ア 


( S を巧す 



♦タイトル編集画面び表示されます。 

♦タイトル名び表示されない場合びあります。 

® を巧す 

•文字入カモードに切り替わりまず。 




0 


を巧す 


r タイトル編 
集 J を選ぶ 


— 

2ス日 URL 編集 
3芸； 3 —件削除 
4复4全件削除 
日4日民る 

I ( I I ク U ア 


■ お気に入日の URL (アドレス）を編集ずるには 

登録されているお気に入りの URL (アドレス）を 
編集することびでをまず。文字数は最大で、全ち 
2已〇文字（半角已00文字）までです。 

① 「お気に入りのタイトルを編集ずる」操作の 
手順3までを行ラ 

② 1:— 4) または1:—,)で 「 URL 編集」を愚 3'; 

③ 區)を押ず 

④ URL のテキストボックスび選択されている状 
態で ( jy を巧す 

URL 編集画面び表示されます。 

⑤ URL を編集する 

文字の訂正や入力は腐"日ぶ〜己-10ページを 
参照してください。 

⑥ 區]を押ず 

⑦ イ）を押して roK 」 を選択する 
⑨屋]を押ず 


7 新しいタイトルを 
入力する 

(腐" 6-8 〜 6-1 日 

ぺージ） 

8 幽を巧し、味で 
roKj を選ぶ 


巧 


タイトル編集 


: X ツ尸一情報 


Rin 


B を巧す 

♦お気に入りの画面にをどります。 


をお知6せ 

参お気に入りのタイトルを編集した場合、登録でき 
るのは全ち8文字（半ち1日文字）までです。 

•お気に入りのタイトルを編集しても登録されてい 
る順序は変更されません。 

♦フレーム（画面分割機能）、 」 ava 、」 avaSc「ipt 
などを含んだページは正しく表示できない場合び 
あります。 

• 情報量びをいページは「ページサイズび大さすぎ 
ます。」と表示され、表示可能なサイズ分の情報 
のみ表示されます。 

• GIF 、 JPEG 形式 L ソがの画像は表示できません。 


% 


ぺージやサイトを登録して素早<表示する 


し 


お気に入りのタイトルを編集する 


。へージやサイトを琶録して素早く表おする 6 L モ—ド 

メ—ル I 


ブラウザ 
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マイメニューを巧う 



マイメニューに登録する^ 

よく利用するサイトをマイメニューに登録すること 
で、な回からそのサイトに簡単にアクセスでをます。 
マイメニ:！一は 「L モード」に登録されます。 

マイメニューの登録については、別途 NTT から提供 
される 「 L モード使用説明書」もご覧ください。 


操作のしかた 


1登録するサイト 
を表示する 

(暇日-已4〜 6- 
已已ページ） 


2 または:，)で 

r マイメニユー 
登録 J を選ぶ 

参サイトによりページ構成び異なりまず。 
該当する項目（契約や登録など）を逞ん 
で < ださい。 


■ お気に入り巨-60〜巨 -62 ぺージ）とマイメ 
ニューの違い 


お気に入りとマイメこューは、 URL のデータを登 
録する場所が異なります。 

お気に入りのデータは、親機に登録されるのに巧 
し、 マイ こ:！一は、 「L モー ド」 のヴーバーに 


登録されます。 




L モードの 
ヴーパー 


3偏]を巧す 

♦マイ ニューにサイトが登録されます。 


7 

斗 

メ 

ZL 

I 

を 

使 

ラ 


6 

I 

メ 

1 

し 

モ 

1 

1 

ル 

ド 

2 


ク 

ザ 
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マイメニューをほラ 


@3を巧し、’:— 

または▼で 
r マイメニュー J 
を選ぶ 


トップメニュ - 
1メール 

2メインメニュ ー 


4アドレス入力検索 
已画おメモ 
已お気に入り 






4) またはすで 
表示したいマイ 
メニューを選ぶ 


〇を巧す 


♦登録されているマイメニューび一覧表お 
されます。 


@を巧す 

参登録されているサイトび表示されます。 


■ マイメニューの登録を解除するとをは 

登録したサイトを表示し、「マイメニュー解除」 
(解約や削除など、サイトにより異なります）を 
還びまず。 

■ 「 L モード J と通信中は 

ブラウヴマーク（ミミ；）び表おおよび、 「 L モー 
ド接続中」ランプび点灯している間は、電話や 
ファクスは使えません。 

■ 回線を切断して表示しているぺージ内容を見たい 
とまは 

顯モ娜しまず。 

回線を接続した状態でページを表示しているとさ 
に、 S を押すとページは表ホされたままで回線 
を切断します。 

表示しているページを通信料金をかけずに見るこ 
とびでさます。 


をお知 S せ 

参有料サイトに申し込まれると自動的にマイメ 
ニューに登録されます。 

参マイメニューに登録でさないサイトをあります。 
参フレーム（画面分割機能）、 」 ava、JavaScript 
などを含んだページは正しく表示できない場合び 
あります。 

参情報量のをいページは「ページサイズび大さすぎ 
ます。」と表示され、表示可能なサイズ分の情報 
のみ表示されます。 

参 GIF , JPEG あ式 W 外の画像は表おされません。 



I _マイメニユーか6サイトを表示する 


操作のしかた 


マイメ I I ユ—を使ラ 


6 L モ—ド 
メ—ル I 


ブラウザ 
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ページを巧読み込みする 



表お中のページの内容を受信し直します。画像び正常 
に表示できなかったときや、ページの内容を最新のも 
のに更新するときなどに行います。 


操作のしかた 


1再読み込みする 
ぺージび表示を 
れたが態で 


广メ ニュー 

0 


を巧す 


2 4) または,)で 
巧読込 J を 
選ぶ 


ミ"ぶ置た 辣 >0: 

05 — 

— ^ 

このマークの映画館へ 


図 


1 1 

1メ- 

ニユ — I クリア 


: 接篇申- 。〇11:05 ,- ■ 

お気に入り登録 
2画面メモ登録 
3待機画面登録 


日トツソメ— ユー 
6お気に入り一覧 




ク U ア 


■ TL モード J を終了させるとまは 

度]を押します。 

■ rL モード J と通信中は 

ブラウヴマーク（ミミ.）び表示および、 「 L モー 
ド接続中」 ランプび点なしている間は、電話や 
ファクスは使えません。 


■ 回線を切巧して表ちしているぺージ内容を見たい 
とまは 


顯ち娜します。 


回線を接続した状態でページを表示しているとさ 


に、を押すとページは表示されたままで回線 
を切断しまず。 

表示しているページを通信料金をかけずに見るこ 
とびでさます。 


3 を巧す 

ミミ i 趟中色 cn : 叫 ^ ■口 

このマークの映画館へ 

ザ 

' ' 'メニユー'クリア 

•再読み込みした情報で、表示中のページ 
び再表示されます。 


パ 


I 

ジ 

を 



み 

込 

み 

す 

る 


6 

I 

メ 

1 

し 

モ 

1 

1 
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ド 

2 


ク 
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をお知 S せ 

•「 L モード」対応のページし U 外は正し<表示され 
ない場合びあります。 

♦フレーム（画面分割機能）、 Java , JavaScript 
などを含んだページは正しく表示でさない場合び 
あります。 

• 情報量のをいページは r ページサイズび大をすざ 
ます。」と表示され、表示可能なサイズ分の情報 
のみ表示されます。 

• GIF ,」 PEG 形式し U 外の画像は表示されません。 
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1 B ) を巧し、 

みまたはみ 
で r アドレス入 
力巧索 J を選ぶ 


E ) を巧ず 


S 


トップメニュ ー■ 

1 メール 

2メインメニュ ー 
3マイメニュー 
4アドレス入力検索 
巳画面メモ 心 

己お気に入り 、/ 


マぶ 

み 


I ク U ア 



• URL のテキストボックスび太線の枠でオレ 
ンジ色に表示されていないとをは、‘: ▲) ま 
たはで URL のテキストボックスを逞ん 
で < ださい。 

• 2 回目からは、前回入力した URL び表示さ 
れまず。別のページを表示するにはし U 下の 
手順で修正废更）してください。 


URL のテキスト 
ボックスが選ば 
れていることを 
確認して g ) を 
巧ず 



>2回目からは、 
れまず。 


前回入力した URL び表示さ 


URL (アドレ 
ス）を入力する 


半陕] 

http ： //www, n. yy, zz, co, jpl 


> 

[ダ仆ル]で文宇入力，熙消]で 


辟切替 r 


死 


取消 


•文字の入力ちまは、目ぶ- 
照してください。 


'目-10ページを参 


•入力するときは、大艾字とルで字、全角と 
半角に注意してください。 

•変更するときは、取消ボタンを押して不要 
なで字を消してから、入力しなおしてくだ 
さし、。 


5 51 を巧す 

6 ▼) を巧して 
roKj を選ぶ 

じ 

URL 入力 

;http ： //www, XX, yy. zz, co; 

Up/ ' 

1 OK 1 


1 1 'クリア 


51を巧ず 


S URL を入力してぺージを表示する 


ぺージには rURLJ と呼ぶアドレスび付いていま 
す。これを入力して、個人、団体、企業などび開設し 
ているさまざまなページを表示でさます。 


操作のしかた 


URL を入力してぺージを表おする 


6 L モ—ド 
メール I 


ブラウザ 
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URL を入力してページを表示する 


■ 途中でやめるとまは 

g) を押します。 

■ URL ヴドレス）に使用でまる文字と义き巧は 

URU こ使用でさるで字は、半角数字、半ち英字で 
ず。また漢字、全角かな、全ち英字、全角数字、 
半角カナ、半ち英字、半角記号、半角数字、区点 
です。文字数は最大全角2已〇文き（半角已00文 
字）まででず。 

■ 表示しているぺージの URL をお話ずるには 

① ページを表示中にを押す 

② ，::または |: V ) で 「 URL 参照/編集」を選ぶ 

③ 區]を巧す 

■ [L モード J を終了させるときは 

處]を押します。 

■ [しモード J とほ信中は 

ブラウヴマーク（ミミ,）び表示および、 「L モード 
接続中」ランプび点なしている間は、電話やファ 
クスは使えません。 


■ 回線を切断して表示しているぺージ内容を見たい 
とまは 

顯ま娜します。 

回線を接続した状態でページを表示しているとさ 
に S を押すとページは表示されたまま回線を 
切断しまず。 

表示しているページを通信料金をかけずに見るこ 
とびでをます。 


巧"お知6せ 

• 指定でをる URU ま1回に1つでず。 

• URL を入力したあと回線接続中に操作を中止す 
るときは、 r 接続中」または r 取得中」と画面表 
おされている間に L / 決定ボタンを巧してくださ 
い。 

•手順3のあと、テキストボックスには 「 http ://」 
び自動的に入力されています。 

♦入力する URL の先頭には必ず 「 http ://」 または 
「 https ://」 を付けてください。 「 http ://」 ま 
たは https ://」 びないとぺージに接続できませ 
ん。 

•「 L モード」対応のページし U 外は正し<表示され 
ない場合びあります。 

♦フレーム（画面分割機能）、 Java , JavaScript 
などを含んだページは正し <表示でをない場合び 
あります。 

• 情報量のをいページは r ページサイズび大をすざ 
ます。」と表示され、表示可能なサイズ分の情報 
のみ表示されます。 

• GIF ,」 PEG お式し U 外の画像は表示されません。 


% 


メ —ル 


ブラウザ 


URL を入力してぺ—ジを表示する 6 L モ—ド 
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s ヴイトのページを巧をずる（画面メモ) 


表示中のサイトのページを「画面メモ」として保存す 
ることびでさます。な存した画面メモは 「 L モード」 
と通信せずにいつでを表示でをますので、たとえば、 
料理のレシピや乗換案内など、一度表示した画面をあ 
とから利用したいとをに便利です。 


I _画面メモをおをする 


サ 


の 

パ 

I 

ジ 

を 

保 

を 

す 

る 


操作のしかた 


1ぺージを表示中に 


ニュ 

0 


■ を巧す 


2 ▲) または 

で r 画面メモ登 
録 J を選ぶ 


巳 进0:05 ' 

1お気に入り登録 

麵 メモ^ BH 

3 待機画面登録 
病読込 

5トツプゾ^ユー 
6 お 凤1し 人 〇を巧 




3 g を押す 

♦すでに画面メモび7件登録されているとさ 
は、「画面メモび一杯です。削除してくだ 
さい。」と表示され新しく画面メモを保ち 
でさません。 


画 

面 

メ 

モ 





画面メモを表巧する 



6 

メ 

1 

1 

1 

ル 

モ 

1 

y 

ド' 

ク 

ザ 



操作のしかた 


1待機画面を表示中 
に ly を巧し、 

みまたはみ 
で r 画面メモ J 
を選ぶ 


2国を巧し、|ぶ 
または ▼) で表 
示したい画面メ 
モを選ぶ 



.，巧 

トップメニュ ー■ 


1メール 


2メインメニュー 

ブ^ 

3マイメニュー 

み 

4アドレス入力検索 



已 S ® メモ-/— ‘V 
日お気に入り 、グ' 


「ク U ア 


画面メモ 1/1 頁 
1耳より！シネマ情報 
2懸賞のページ 
3ラちの猫見せちやいます！ 
4生春卷さの作りかた 
巳画像のページ 
目イラストのページ 



参な存されている画面メモび一覧表おされま 
す。画面メモび保存されていないときは、 
「画面メモはありません。」と表示されま 
す。 


3 @をがず 

1 U 

このマークの映画館へ 



ザ 



1 { 

1メ- 

ニユ _1クリア 


4画面メモを見る 

•他に登録されている画面;<モがあるとさは、 
〇などが表示されます。’>を押すと次 
の画面モを表示します。を押すと] 
つ前の画面モを表おします。 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 
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削除したい画面メ 
モを表示する 

(豚目-目8ぺージ） 





このマークの映画館へ 


ザ 


1 1 

'メ- 

ニユ — 1 クリア 


t メニュ 

0 


を巧す 



、▲:で r はい J を 
選ぶ 

•削除をやめるとさは「いいえ」を選んでく 
ださい。 


r 削除 J を選ぶ 


因 


このマークの映画館へ 

占■，ぶ! 
2待機画面登録 
3印刷 

4証明書参照 
5おる 


■ 途中でやめるとまは 

〇を押します。 

■ 画面メモに巧巧している画像を待機画面としてほ 
用ずるときは （ i ®'6-70~6-71 ぺージ） 


B を巧す 


参画面メモを削除ずると、次の画面メモび表 
示されます。 

残り1件の画面メモを削除したときは「画 
面メモはありません。」と表示されまず。 


巧"お知 S せ 

• 画面メモは7件まで保存でをます。ただしページ 
の情報量によっては保存できる件数び少なくなる 
ことびあります。 

• リンク先のあるページも画面メモに保存すること 
びでさます。画面メモから U ンク先を遲択する 
と、 「 L モード」に接続され、リンク先のページ 
び表示されます。 

♦画像表示（腐'日-20ページ）を r 表示しない」に 
設定しているとさは、画面メモに画像は保存され 
ません。（その後画像表示設定を r 表示する」に 
してから画面メモを表示させてち、画像は表おさ 
れません。） 

•画面メモ内からを 、 PHONE TO ■ MAIL TO . 
FAX TO ■ WEB TO 機能び使えます。（防 6- 
7 己〜日- 77 ぺージ） 


サイトのぺージを巧巧する【画面メモ） 


% 


し 


画面メモを削除する 


操作のしかた 


サイトのぺージを保をする(画面 .モ) 


メ —ル I 
6 L モ—ド 


ブラウザ 
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^国トップメニュー 
1 メール 

2メインメニュ ー 
3マイメニュー 
4アドレス入力検索 
日画面メ 
己お気に入り 


待機画面を表示中 
にし fel を巧し、 

▲) または,） 

で r 画面メモ J 
を選ぶ 


r 


巧押レ、 

库または味1 
で表示したい画面 
メモを選ぶ 


画面メモ 1/1 頁 
1今曰のメニュ ー 
2乗換案内 
3天気予報 

4当日券割引 サービス 


♦保存されている画面メモび一覧表示されまず。 
画面メモびなをされていないとさは、「画面 
メモはありません。」と表示されます。 



5 :▲) またはすで 

隱画面登就 
を選ぶ 


6陸 y を巧し、 
画像を選巧する 


参選択されている画像データびオレンジ色の 
枠で囲まれます。 

•他の画像を選択するときは、 {▲) または {T; 
でオレンジ色の枠を移動させます。 

7レ;詞を巧す 


参画像び取り込まれると、「ピー」といラ音 
び鳴りオレンジ色の巧び消えます。 


8 ( S ] を巧す 


9待機画面の設を 

を r ダウンロー 
ド画像 J にする 

(陪已 -2 ぺージ） 

• 「からくり時計」「内蔵アニメーション」 
「カレンダー」に設定されていると、選択し 
た画像び表示されません。 


巧 

r のマ~ 々の峡画館へ 

11削除 n 

滞機晒登録 

3印刷 

4証明書参照 
日戻る 




UJ 

このマークの映画館へ 


ザ 


1 1 

'メニ 

ニユ — 1 クリア 


S 画面メモを親機の待機画面に巧用する 


画面メモ（防巨-日8〜日-己9ぺージ）に保存している 
画像や、サイト内の画像を待機画面として使用するこ 
とびでさます。 


操作のしかた 


待機画面 



^ をミ . >.>w a 


画面モを親機の待機画面に使用する 


6 L モ—ド 
メール I 


ブラウザ 
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画面メモを視機の待機画面にほ用する 



■ 途中でやめるとさは 

g ] を押します。 


■サイト巧の画像を規機の待總图面にほ用するときは 

① 使用したい画像のあるサイトを表示する 

(防日-已4ぺージ） 

② 'ち-を押す 

③ 单1または,:をで「待機画面登録」を選ぶ 

④ 手順日〜9の操作をする 


画 

面 

メ 

モ 

を 

親 

機 

の 


画 

面 

に 

使 

用 

す 

る 


6 

I 

メ 

1 

し 

モ 

I 

1 

ル 

ド 

ブ 


ち 


ク 


ザ 


巧^お知 S せ 

参選択した画像び1画面を超える場合は、表示不可 
能な部分び削除されます。 

• 手順7で L / 決定ボタンを押したあとに、着信び 
あったり受話器を上げたりした場合、待機画面に 
登録でさない場合びありまず。また、すでに保存 
されていた画像び消えてしまラことびあります。 
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S 画面に表巧したぺージをプ u ントする 


メールの内容や、サイトのページを記録紙に印刷する♦長いページ（コンテンツ）をプ U ントするとき 
ことびでさます。（ページプリント） は、左ちに並べてプリントするため経済的です。 

(メールは立ちに並べてプ U ントでさません。） 




画 

面 

に 

表 

示 

し 

た 

パ 

I 

ジ 

を 

プ 

I 」 

ン 

I - 

す 

る 



6 

メ 

1 

1 

1 

ル 

モ 

1 

2 

ド' 

ク 

ザ 



操作のしかた 


1印刷したいメー 
ルの内容やぺ一 
ジを表示する 

♦ L 回線断ボタンを押ずと、表示しているペー 
ジはそのままで回線を切断ずることびでをま 
す。続けて手順2から操作してください。 
•印刷したいページを表示させたあと、コピ 
一/印刷ボタンを押しても印刷することが 
でさまず。 


2 メ —0 ュ-对甲し、 

单または;和で 
r 印刷 J を選ぶ 

3 I ぶ d を巧す 


•印刷確認画面が表示されまず。 



■ 途中でやめるとまは 

協1を押します。 

■ 記録紙がつまつたとをは （防 =8-7 ぺージ) 


巧"お知 S せ 

• ページを記録紙に印刷するとさは、あらかじめ親 
機に記録紙をセツトしておいてください。 

参プ1」ント中は、モ機の使用はでさません。 
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サイトかがウン□-ドしたデ-夕をプリントずるりンテンツ0 1) 



サイトからダウン□ードした印刷用データを、記録紙 
にプ U ントすることがでさます。（コンテンツ印刷） 

L モードサイトの内容をプ U ントするページプ U ント 
( E 穿目-72ぺージ）とは異なり、コンテンツ印刷で 
は、ダウン□ードした印刷専巧データをプ U ントしま 
す。 


会場のご案内 


] I I 



し 口 □ 



操作のしかた 


あらかじめ記録紙をセツトしておいてください。 


1印刷用データを 
提供している 
サイトを表示する 

2サイトか 5 

印刷用データを 
ダウン□-ドする 



参ダウン□ードのち法はサイトによって異な 
ります。ちサイトの案内にしたびって操作 
して < ださい。 


I ■はい J を 
選ぶ 


. 接括を色¢0: 




台計 XX ページ 
印刷しますか？ 


ぃ三 
いいえ 


を巧し、 
r はい J を選ぶ 


• 「いいえ」を選んで L / ミ夫定ボタンを押す 
と、回線を切断せずに印刷します。 

5 yy を巧す 

♦ダウン□ー ドした印刷用データびプ U ント 
されます。 


4围 



参印刷をしないとさは、「いいえ」 
L / ミ央定ボタンを押しまず。 


を選んで 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 印刷中に記録がげつまつたとをは 

印刷中のデータは消まされます。 

つまった記録紙を取り除いてから（陪=8-7ぺ一 
ジ）、再度プリントしてください。 


巧"お知 S せ 

• コンテンツ印刷用にダウン□-ドしたデータは、 
画面に表示されません。 

参ダウン□ー ドしたデータに異常びあると、正しく 
プ I 」ントでさないことびあ0ます。 

• ダウン□ードしたデータのサイズによっては、印 
刷に数分程度かかることびあります。 

♦コンテンツ印刷をするときは、あらかじめ親機に 
記録紙をセットしておいてください。 

♦プリント中は、子機の使用はできません。 

•サイト内のファクス番号にダイヤルし、ファクス 
を受信する FAX TO 機能（ファクス受信の通信料 
金び別途必要豚己-77ぺージ）とは異なり 、 L 
モードの通信料金のみでご利用いただけます。 


ヴ 
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卜 

か 

ら 

ダ 

ク 

ン 
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I 

ド' 
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夕 

を 
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I 」 
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す 
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印 
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電話帳やお気に人りデ-夕をアップ□-ド推信）ずる 


親機に登録されている電話帳やお気に入りの内容を L 
モードのサー J く一に送信して一時な管することびでさ 
ます。（データアップ□-ド） 「 L モード」用端モの 
買し順えや修理のときに便利です。買い換えや修理後 
に一時保管したデータをダウン□-ド （ B ® ■日-7已 
ページ）ずると引さ続き電話帳やお気に入りの登録内 
容をご利用になれます。 




操作のしかた 


(例）電話帳データをアップ□-ドする場合 


待機画面か6 
^ を巧し、 
みまたはみで 
TL モード設を！ 
を選ぶ 

[{ ly を巧し、 
みまたは: V )で 
r 電話帳データ 
mmi を選ぶ 


可 


設定メニユー^" 
1メール 自動受信 
2切り忘れ防止タイマー 
3 端末機器自動設定 
4 センター番号確認 
5 証明書設定 
6電話帳データ送信 


►お気に入りデータをアップ n — ドするとさ 
は'、'または I ' Y ;’ で「お気に入りデータ送 
信」を選択してください。 


@を巧し、 
r はい J を選ぶ 


可 


データを送信 
しますか？ 

RiUTI 

I いいス I 


> L / 決定ボタンを押したあと、「データびあ 
りません。」と表示されるとをは、アップ □ 
ードしよラとした電話帳またはお気に入りデ 
一夕び登録されていません。 


〇を巧す 


口 


送信先アドレスを 
入力して < ださい。 


[キャンセル] 


ク U ア 


送信 巧メール アド 
レス（お客様の 
TL モード J の 
メール アドレス） 

を入力する 

① アドレス入カエ U アび選択されていること 
をお認ずる 

② L / ま定ボタンを押す 

③ お客様の 「 L モード」のメールアドレスを 
入力する（メールアドレスは"が’より前の 
部分のみ入力してください。） 

♦送信先メールアドレス（お客様の 「 L モー 
ド」 のアドレス）は、間違わないよラに入 
力して < ださい。 

お客様じ(がのちへ送信されることびあります。 


丘入力び按わった百 

幽を巧し、’ 
または： ▼) で 
roKj を選ぶ 

7 @を巧す 


TL モード J に 
接続をれ、デー 
夕びアップ □- 
ドをれる 



w L*J 

:' 

送信先アドレスを 

-• 

ぶ 

入力して < ださい。 


4 

10312345 GIB 1 


.る 

1 OK 1 

□ 

為 

.7 

1キャンセル1 

1111 クリア 


口 


さ信完了 


I 日 K ] 


ク U ア 


» L / ミ夫定ボタンを押すとトップメニューに戻 
ります。 


■ 途中でやめるとまは 

止1を押します。 
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をお知 S せ 


「L モード J とほ信中は 

ブラウヴマーク （ミミ！） び表示および、 「 L モー 
ド接続中」 ランプび点灯している間は、電話や 
ファクスは使えません。 


I 「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 

I アップ□-ドしたデータを自動受信でダウンロード 
すると、データび消去されますのでごを意 < ださい。 
データをアップ□-ドしたあとは、必ずメール自動 
受信をしない設定にしてください。巨-32〜已- 
33ぺージ） 


% 


電話帳やお気に入りデータをアップ□—ド(送信)する 


6 


L モ—ド 

メ —ル I 


ブラウザ 






































































たデータを削除することびでさます。 

4 Eg を巧し、コピー元のアドレス 
(お客様の TL モード J のメール 
アドレス）を入力する 

① アドレス入カエ U アび選択されていること 
を確認する 

② L / ま定ボタンを押す 

©お客様の 「 L モード」の;<ールアドレスを 
入力する 

•アドレスはより前の部分のみ入力し 
て < ださい。 


■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 


8原を巧す 


I TL モード J と通信中は 

ブラウヴマーク（ち •） び表示および 、 「L モー 
ド接続中」 ランプび点なしている間は、電話や 
ファクスは使えません。 

巧^お知 S せ 

参登録されている電話帳やお気に入りびあった場 
合、ダウン□ー ドしたデータは追加されます。た 
だし、電話帳やお気に入りび一杯でダウン□ー ド 
したデータび追加できない場合、ダウン□ードし 
たデータは追加されずに、削除されます。 

• 受信した電話帳やお気に入りデータは受信メール 
に保存されません。 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 


電話帳やち気に人りデ-夕をダウン□-ドほ信）ずる 


■ L モード」に保存している電話帳やお気に入りデー 
7 を、メールを受信する操作を行って親機にダウン 
]- ドします。 



データをダウンロードするときは、必ず手動受信 
(防 6-34 ぺージ）でダウン□-ドしてください。自動 
受信でダウンロードずると 、 L モードのサーパーにアッ 
プ□ー ドしたデータび消ちされまず。（親機に登録され 
ているデータは消'えません。） 

アップ□-ドしたあとは、メール自動受信をしない設定 
にして < ださい。 


操作のしかた 


(例）電話帳データをダウン□ー ドずる場合 


で 


規機でメールを 
ま信する操作を 
巧5 

(咳 6-34 ぺージ 
手順]〜 3) 

[はい J を選んで 
[点定1を巧し、 
r はい J を選ぶ 


[ S | を巧し、 
r はい J を選ぶ 


•「しル^え」を選んで L / ミ夫定ボタンを押すと、 
データの削除お認画面び表示され、受信し 


了ータに 

受信しました。 
書込しますか？ 

riiUTi 

いいス1 


C 

(■ミ — ) 

U 

/巧定 


を巧す 


•自動的にデータをダウン□ー ドします。 
ダウン□-ドは、1回のみです。ダウン □ 
ー ドをした後 L モー ドの サーバーに 保存し 
ていたデータは自動的に削除されます。 

r データ書込処 
理按了 J と 
表示をれた百、 

国対甲す 

ー ルメこ ユーに 戻ります。 



■■i wmmm mmm [*j 


0312345678 

から転送された 
電話帳データを 
書込しまずか？ 


1 はい 1 

いいを1 


ill ! ク U ア 


田 


切請 SE 、 っ 


rmx 


1いし、文 


r ク U ア 


入力び按わった 
S [^ を巧し、 
みまたは： ▼) で 
roKj を選ぶ 


送信元アドレスを 
入力してください。 

103133。日？日 1 


0 K 


軒ンお レ 


巧 


ク U ア 



メ—ル 


ブラウザ 


電話帳やお気に入りデータをダウン□—ド(受信)する 6 L モ—ド 
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PHONE TO • MAIL TO • FAX TO • W 比 TO 機能を®う 


で 

て 

0 

z 


♦ PHONE TO : ールやサイト、画面 ><モ内にある、電話番号に簡単に電話をかけることがでさます。 

♦ MAIL TO : X —ルやサイト、画面 X モ内にある、メールアドレスに ールを送ることができます。 

♦ FAX TO : ールやサイト、画面 ><モ内にある、 FAX 番号に接続しファクスを受信することがで 

さます。 

♦ WEB TO : ールやサイト、画面 ><モ内にある、 URL (アドレス）に接続しページを表示すること 

がでさまず。 

PHONE TO - MAIL TO - FAX TO - WEB T 日機能が使えるのは、カーソルを移動したときに青色に反転 
する電話（ファクス）番号や URL (アドレス）などです。 


〇 


PHONE TO 機能を使ラ 


ミ 

> 

|~ 

—I 
〇 


T1 

X 

H 

〇 


扭- 

11/1日15:00日1/03件 
0 312 3 4 5 6 7 8 @ n , yy . zz , ne . j 
を社案内 

Ox 会社 
お問い合わせ 


tel ：131?345678 



ま信メールやサイト巧にある電話番号（青ちに反転して 
いるちの）に電話びかけ5れます。 

• または ：▼) で電話番号を選び、 L / ミ夫定ボタンを巧したあと、 
画面のメッセージに従って操作しまず。 

•電話番号を確認してか5操作してください。 自動的に電話ま号に 
ダイヤルします。 


m 

CD 

H 

〇 


m 

を 

使 

ラ 


6 


メ 

1 

1 

1 

ル 

モ 

1 

プ 

ド' 

ラ 


ク 


ザ 



•相手のちが出たら受話器を取ってお話しします。 

•通話が終わったら受話器を戻しまず。（待機画面が表示されま 
す。） 


MAIL TO 機能を巧う 


で 


会社案内 

. 、紙 
〇 X 会社 
お問い合わせ 
tel :日3り3り678 
あ TTto 、 


HWu If I 




r ク u ア 


ま信メールやサイト巧にあるメールアドレス（青色に反面 
しているちのなど）あてのメールを作成でをます。 

♦ (▲' I またはでメールアドレスを選び、 L / ミ夫定ボタンを巧した 
あと、画面のメッセージに従って操作しまず。 

• 「送信メールび一杯です。」と表示されたとさは、未送信メール 
と送信;'きメールび合わせて已〇件保存されていて、新しくメールを 
作成することびできません。 L / 決定ボタンを押したあと不要な未 
送信メールまたは送信済メールを削除 （ B を日-49ぺージ）してか 
らちラー度操作をやり直してください。 

♦メール作成画面び表示されたとさは、メールアドレスびすでに入 
力された状態になっています。 

♦メールアドレス（宛先）をお認してから送信してください。 

(メールを作って送信する腐で-24〜日-2日ぺージ） 


をお知 S せ 

参サイトやメールによっては反転表おされない場合 
びあります。この場合 PHONE TO • MAIL TO 
機能は使えないことびあります。 

参発信後の通話には通話料金びかかります。 

参 PHONE TO 機能による発信とメッセージ到着通 
知等の着信び同時に行われた場合、正しく動作し 
ないことびあります。 

参 PHONE TO 機能では、読上げボイスダイヤル機 
能は働さません。 


6-76 

























PHONE TO • MAIL TO • FAX TO • WE 巳 TO 機能をほう 




巧 

ne , j 

0312345618 @ xx , yy . zz 
会社案巧 

’ • 5^ • • 

0 X 会社 

FAX 情報サービス 


' 'メニユ ー1 クリア 


FAX TO 機能を使う 


ま信メールやサイト内にあるファクスま号（青をに反面し 
ているちの）に接続し、ファクスをま信でまます。 

♦ または ：▼) でファクスま号を還び、 L / 決定ボタンを巧したあ 
と、画面のメッセージに従って操作しまず。 

♦ファクス番号を確認してか S 操作してください。自動的にファク 
スま号にダイヤルします。 

♦ファクス受信時は原稿をセットしていないげ態で操作してください。 
•ファクス受信お認画面 （[ FAX スタ-卜]を押しまず。）び表示されます。 
ネ目手先につなびってからなゴ1を押すと、ファクスを受信します。 
受信び終わると待機画面び表示されます。 


1 WEB TO 機能を巧ラ 


山 

0 312 3 45678 @ xx , yy . zz , ne , j 
含社案内 

0 X 会社 
お問い合わせ 
tel :0 312 3 4 5678 

' 'メニュー'クリア 

ま信メールやサイト巧にある URL (アドレス）を、みま 
たは,)で選び、 （jy を巧すと、ぺージび表示をれます。 


■ 透中でやめるとまは 

f 證）を押します。 

■1 つ前の画面に戻るとまは（防 =6-55 ぺージ） 

仁〕び表示されているとさに、{■◄'，'.を押してくだ 
さい。ただし、受信メールを表示しているときに 
を押した場合は、1つ前に受信したメールび 
表示されます。 


■ [ L モード J と通信中は 

ブラウヴマーク（ミミ S ) が表示および、 「 L モー 
ド接続中」ランプが点灯している間は、電話や 
ファクスは使えません。 

■ 表示したぺージを記録紙にプリントずるには 
{臨 6-72 ぺージ） 


で 

エ 

〇 

Z 

m 

—I 
〇 


之 

> 

广 

—I 
〇 


T1 

X 
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ミ 

m 

CD 
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1 

メ 

1 

し 

モ 

1 

1 

ル 

ド 

ブ 


ろ 


ク 
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■ [ L モード J を擦了させるときは 

を押します。 

■ 回線を切瞄して表示しているぺージ内容を見たい 
とまは 

を押します。 

回線を接続した状態でページを表示しているとさ 
に、 ® を押すとページは表示されたままで回線 
を切断します。 

表示しているページを通信料金をかけずに見るこ 
とびでをます。 


をお知 S せ 

参サイトやメールによっては反転表示されない場合 
びあります。この場合 、 FAX TO . WEB TO 機 
能は使えません。 

参発信後のファクス受信には通信料金びかかりま 
ず。 

参 FAX TO 機能による発信とメッセージ到着通知 
等の着信び同時に行われた場合、正し<動作しな 
いことびあります。 

• FAX TO 機能では、読上げボイスダイヤル機能 
は働さません。 

• 情報検索サービスのご利用をは、回線び切断され 
ているかお認してください。 

•「 L モード」と通信中は通信料金びかかります。 

•「 L モード」対応のページし U 外は正し<表示され 
ない場合びあります。 
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